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レンタルマギカ


旧ふるき都の魔法使い









三田　誠











角川スニーカー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。




[image: ]


　目次







序章


第１章　修学旅行と魔法使い


第２章　魔法使いの師


第３章　魔法使いの作品


第４章　魔法使いの守るべきもの


第５章　砕けた日常と魔法使い


あとがき








　イラスト／ｐａｋｏ








[image: ]








　いまだ夏の暑気を残した、生温い昼下がりだった。


　九月の太陽はどこかぼんやりと雲の谷間を漂ただよい、幾いく分ぶんか和やわらいだ陽光を、その都の小こ径みちへと投げかけている。


　小径というにふさわしい、情じよう緒ちよのある坂だ。


　地元の者ぐらいしか知らぬだろう、路地裏と森の間へ隠かくされたごく狭せまい坂道。実のところ、何度かガイドブックへの掲けい載さい依い頼らいも出ているのだが、一応は私道であるため常に拒きよ否ひされているのである。


　ほど近く、小川のせせらぎ。


　遠くは、か細いひぐらしの鳴き声。


　後、数日もすれば完全に消え去るだろう夏の名残なごりだった。


　森の木々がさやさやと葉を揺ゆらし、その間に苔こけむした石の灯とう籠ろうが佇たたずんでいる。


　そして、その灯籠の間を、ひとりの男が歩いていた。


　瘦やせた男であった。


　三十かそこら。


　気むずかしそうな眉み間けんには、厳しい皺しわができていた。


　あまりに長い間そうしていて、皺が男の顔に根付いてしまったようだった。


　紬つむぎの和服を纏まとい、上質な草鞋わらじを履はいて、ゆっくりと小径を踏ふんでいる。


　その歩く様だけで、人の目を惹ひく。ただ歩いているだけなのに、その姿の違いが目についてしまうのだ。


　呼吸や重心やごく些さ細さいな姿勢の在り方に、とうに日本人が忘れてしまった遠い時間の記き憶おくを刺し激げきさせられるからだ。


　ただ歩くという行こう為いに、本当はそれだけの『理ことわり』があるのだと──そう感じさせる──思い出させる男だった。


　途と中ちゆうで、男は小径をそれた。


　森の方へと踏みいっていく。


　その森も踏みいった一帯は私有地であり、男以外の人ひと影かげは見あたらなかった。


　ある枯かれた樹の前で、足を止めた。


「ここだったかな……」


　その一角だけ、地面に雑草が生えていなかった。


　男が携たずさえていた小さなスコップを地面に突つき刺さす。


　地面は意外と柔やわらかく、二度、三度とスコップが振ふり下ろされるたび、先よりも大きな土ど砂しやを掘ほり起こした。


　数分足らずで、硬かたいものにつきあたった。


　それからは少し慎しん重ちように、円を描えがいてスコップを振るった。二周ほどすると物体の正体が頭を覗のぞかせた。


　壺つぼであった。


　金属の壺だ。


　表面に、一枚の黄色い符ふが貼はられていた。


　もう少し周囲を掘ってから、男は壺を両手で摑つかんで取り上げた。


　無造作に黄色い符を破り、土のこびりついた固い蓋ふたをこじあけて、壺をひっくりかえす。


　ざらざらざら……と、薄うす汚よごれた砂のようなものが大量にこぼれた。


　それから、ごそり、と一ひと際きわ大きくて軽い何かが落ちた。


　年月を経ても、その物体はどきりとするほど白かった。


　骨である。


　形状は頭ず蓋がい骨こつと思おぼしい。


　犬か猫か、それぐらいの獣けものの頭蓋骨が、壺の中には入っていたのであった。


　ある種の魔ま術じゆつに詳くわしい者であれば、壺からこぼれた砂にも朽くちた毒草や毒虫の死し骸がいを見つけ、こう口にしたかもしれない。


　すなわち。


　──蠱こ毒どく。


　と。


「…………」


　男は、何も言わなかった。


　その頭蓋骨を、男はじっと見ていた。


　不ふ吉きつなまでに白い、何かを訴うつたえかけるような小さな骨を前にして、たっぷり十分近くも沈ちん黙もくしていただろう。


　それだけの間をおいてから、男は乾かわいた唇くちびるを開いた。


「帰ってくるそうだ……」


　と、男は呟つぶやいた。


　ざわ、と森が揺れ、木の葉が擦こすれた。


　男は、低い声で、嚙かみしめるようにもう一度呟いていた。


「帰ってくるそうだぞ、叶かの恵え。……蓮れんのヤツが、な」
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　その日、新幹線のぞみ２２５号のとある車両は、ひどく騒さわがしかった。





「うひひひひひ、革命！」


「えええええ！　ま、待って山やま田だ、僕のＡのスリーカードが台無しに……っ！」


「知るか。弱肉強食、これこそ世のならい！　世界の定め！　くらええ！　10のフォーカードで革命ぃ！　革命返しないな？　ないな？　んじゃ、続けて５のスリーカード！　どうだ、あるか？　次あるか？」


　ぱちん、ぱちんと10の数字が書かれたカードの上へ、５のカードの三枚組が小気味よく叩たたきつけられる。


　大だい富ふ豪ごうである。


　いっそレトロなトランプゲームを受け止めたのは、四人掛がけの座席の間に置かれた旅行用のプラスチックテーブルだった。オセロや将しよう棋ぎといった各種ゲームのマグネット盤ばんも付属させた学生御ご用よう達たしの品である。


　窓の外を流れる景色も遠く、そのプラスチックテーブル上の戦いこそが、今だけは全宇宙を沸ふつ騰とうさせている。


「う……あ、う……」


　弱々しく呻うめいたのは、右目に眼帯をした少年だった。


　黒い革かわの眼帯はまるでカリブ海の海かい賊ぞくみたいに勇ゆう猛もうなのだが、実際につけている少年はむしろ小動物じみている。有り金差し出せという代わりに、自分から財さい布ふをプレゼントしてくれそうだ。体格も瘦やせ形でやや小こ柄がら。見るからに臆おく病びようそうな雰ふん囲い気きは、一年どころか一生たっても治りそうにない。


　もちろん、伊い庭ばいつきだった。


　小学生から幼なじみの山田とカードを恨うらめしげに眺ながめて、がっくりとうなだれる。


「……あ、ありま──せん」


「いひひひ、んじゃ３のスリーカード！　ほれあがりっ！　うひひふひ、富豪様にひざまずけ愚ぐ民みんっ！」


「あああああ～……」


　ご満まん悦えつそうに胸を張った山田へ、いつきは絶望的な苦鳴をあげた。


「これで、イバイツの十連続貧ひん民みん以下決定。富豪である俺さまへの捧ささげ物は、修学旅行中のおごりでいいぜ。いひひ、ごっつぁんです」


「じゃ、じゃあ……僕もこのＡのスリーカードであがり……。あああああ……や、やっと修学旅行までにへそくり貯ためたのに……」


　よろよろと、少年がノックダウン。


　その斜ななめ前の座席から、くすくすと笑い声が聞こえた。


「伊庭くんは、いかにもそういうの弱そうやもんね」


　どこか苦笑い気味に言ったのは、薄うす縁ぶちの眼鏡めがねに栗くり色いろの髪かみをした少女だった。


　穂ほ波なみ・高たか瀬せ・アンブラー。


　こちらはすでに勝ち抜ぬけしており、余よ裕ゆうの表情で肘ひじ掛かけへもたれている。


　一方、その隣となりでは、十数枚以上のカードをだぶつかせたまま、わなわなと金きん髪ぱつの少女が肩かたを震ふるわせていた。


　あでやかに整えられた縦ロールも今は虚むなしく、宝石と紛まがう翠みどりの瞳ひとみは安っぽいカードとにらめっこしている。いつきの十連続貧民以下というのは、つまり最下位争いを常に誰だれかとやっていたわけなのだが、その結論がこの少女の七連続ド貧民だったのである。


　アディリシア・レン・メイザースだった。


「こ、コントラクト・ブリッジでしたらこんなことは……」


「そんなん言うて、アディはゲームの勝負ごとはだいたい弱かったやん。すぐ顔に出るもん」


「それはホナミが陰いん険けんすぎるだけです！」


「なんやって!?　ゲームひとつ勝てへんで、どうして世界との戦いである魔ま術じゆつを極きわめられる言うんや！　だいたい〈ゲーティア〉の得意やってマネーゲームやろ!?」
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「それとこれとは別です！　前期の世界的全面安だって〈ゲーティア〉は最小限の被ひ害がいで切り抜けました！　限定された局面での個人的な戦術と、非限定状じよう況きようでの戦略を一いつ緒しよにしないでくださいませ！」


「個人的な戦術なしに、自我エゴの象しよう徴ちようである魔術を極められるわけないやろ！」


「魔術における自我エゴはかならずしも個人だけのものを意味しません！　〈アストラル〉がごたまぜ集団で組織での意識統一をしにくいからって、皆みな一緒と思わないでくださいませ！」


　嚙かみつき合うように、ふたりの少女が顔を近づける。


　新幹線の中ではあるが、この車両は修学旅行の生徒だけでほぼ貸し切り中とあって、注意する者はいなかった。


　引いん率そつの教師すら、このふたりの喧けん嘩かには触ふれようとしない。命あっての物もの種ぐさだと誰もが理解しているのだ。ついでに、余人に理解し得ない言葉タームが出るのもいつものことなので、あえて皆聞き流している。


　考えようによっては、このクラスは賢けん人じんの集まりといえたかもしれない。


　──触さわらぬ神に、祟たたりなし。


　この格言が、これほど正しい状況もあるまい。


「あ、あの、穂波さん、アディリシアさん……？」


　見かねた委員長──功刀くぬぎ翔しよう子こがとりなしにやってきたのだが、魔女ふたりは気がつく様子もない。巻きあがる呪じゆ力りよくはもはや殺気と区別がつかず、迂う闊かつに声をかけることさえ危あやぶまれる状態だ。


　クラスメイトでは数少ないふたりに対たい抗こうできる人材とはいえ、今回ばかりは荷が勝ちすぎるように思えた。


　が、闘とう争そうは意外な終しゆう焉えんを迎むかえた。


　いつきが立ち上がったのである。


「伊庭くん？」


「イツキ？」


「ちょ、ちょっとお手洗いに……」


　曖あい昧まいな笑え顔がおを浮うかべて、いつきがわたわたと車両の間に移る。


　ほかの生徒がいないか慎しん重ちように確かく認にんした後、自動ドアをくぐった。


　昼時とあってか、人の少ない車両だった。


　あるいは修学旅行中の学生の車両と隣となり合わせるのを、ＪＲの職員の方が避さけてくれたのかもしれない。いくら教師がしっかりしていたところで、相手は思春期真っ盛さかりの若者たちだ。騒さわぎ立てるのは目に見えている。


（ご、ごめんなさい……）


　勝手に推測して、ひとりで申し訳なくなるいつきである。


　そして、そのぽっかりと開いた車両には、やたらと悪目立ちしている一団がいた。


　山田が持ってきたのとそっくりのプラスチックテーブルをそろえ、これも向かい合わせの四人座席に──ただし座席のひとつは常人には空き席としか見えなかったが──それぞれ座り、異様なまでに真しん剣けんな気き迫はくを漲みなぎらせていたのである。


　互たがいの間に置かれているのは、日本古来の遊技。


　一枚一枚の小さな札に十二ヶ月を表す草花を描えがき、時には雅みやびな月や鶴つるに思いを寄せて。


　花札であった。


「ええええーいっ！」


　ひとりは、アレンジされた巫女みこ装しよう束ぞくを纏まとう、九歳ばかりの女の子。


　女の子のめくった花札は、丸まる坊ぼう主ずの黒山だった。


「や、やったカス10枚！　こ、これ、これ、こいこいだから！」


「…………」


　対して、沈ちん黙もくした目の前の相手は、厳しい北ほく欧おうの香かおり漂ただよう少年だった。


　およそ、十四か五。


　まだ九月だというのに分厚い真しん紅くのコートを纏まとい、耳当て付きの帽ぼう子しをかぶった男の子である。ご丁てい寧ねいなことに革かわの手て袋ぶくろまではめており、やや険悪な目つきで少女を睨にらみつつ、面めん倒どうくさそうに頰ほお杖づえをついている。


　軽く鼻を鳴らして、


「馬鹿（Dummkopf）。それで終わりだ」


　ぺらりと手札をめくると、くずし字で「あかよろし」と書かれた赤い短たん冊ざくが躍おどっていた。


「あ……」


　ぽかんと口を開いた女の子の前で、場札の梅と揃そろえて没ぼつ収しゆう。


　オルトヴィーンの手元で、同じく「あかよろし」「みよしの」という短冊の隣となりに三枚揃えて並べられる。おまけに山札から紅葉もみじと鹿しかが描かれた札もめくられ、それも場札の紅葉と一緒にオルトヴィーンの手元に並べられた。


「赤タンだったか？　これで五文。おまけできた猪いの鹿しか蝶ちようと合わせて十文でまたボクの勝ち」


「ひ、ひどい！　オルくん！　あたし今日初めての役だよ!?」


「ボクなんてこのゲーム自体が初めてだ。だいたい、役がそろったところで欲張らずに引けば良かったろうが。まあ、そのへんの頭の回転の鈍にぶさは査定に入れておく」


「そそそそれって知ってる！　公私混同っていうの！」


「日本国では金品を賭かけるのは御ご法はつ度とだろ。だったら、勝負事についての査定につけるぐらいしかない。だいたい賭け事にしてたら、お前の養育費・教育費にしてる給料が京都に着く前に吹ふっ飛ぶぞ」


「そ、そんなことないもん！　全部すかんぴんにひん剝むかれて、寒空に涙なみだするのはオルくんの方だもん！　真冬じゃなくて良かったねって後で言うことになるんだもん！」


「だからオルくんはやめろ！」


　尖とがった糸切り歯を覗のぞかせて、オルトヴィーンが威い嚇かくする。対する葛かつら城ぎみかんは涙目になってぶんぶん両手を振ふり回す有様だ。


　そんなふたりの様子に、


「こ、こっちもゲーム──!?」


　目を白黒させたいつきへ向かって、ひらりと扇せん子すが広がったのである。


「おお、社長」


　いぶした色の銀ぎん髪ぱつに、筆で一筋ものしたような細目は、紛まぎれもなく猫ねこ屋や敷しき蓮だった。


　その正面では、黒い髪かみの、半透明の女の子が困った風に頭を下げている。


「ね、猫屋敷さん！　なんで、こっちまでゲームしてるんですか!?」


「んっふふふふ、古今東西旅行といえばゲームです！　花札にもトランプにも魔ま術じゆつの深しん淵えんは潜ひそんでいます。オルトヴィーンくんに都の風ふう雅がを感じてもらうためにも、四百年の歴史を持つ花札という選せん択たくはベストマッチかと」


「……あたしは、反対したんですけれど」


　黒くろ羽はまなみはぺこりと頭を下げる。


　なお、ふたりの足あし下もとには、ころころと黒や白の毛皮が丸まっていた。


　とりわけ黒猫とぶち猫とが忙いそがしく少女と猫屋敷の間を往復している。一応ケージこそ用意されていたが、猫屋敷と黒羽の足下には四匹ひきの猫が寄り添そっていたのである。


「……にゃあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　それぞれが太平楽な鳴き声をあげて、局部的に勝負熱の吹き荒あれる新幹線を祝福する。


「ああ、素す晴ばらしい。鉄火場の癒いやしに猫の合唱ＢＧＭとは！　厳しい勝負の火花にこれほどマッチするものがありましょうか！　いやない！　ありえるはずがない！　遠からんものは鳴き声を聞け、近くば寄って目にも見よ！　ああ、そんな冒ぼう瀆とくが許されるなら、毛皮も肉球も四匹まとめて頰ほおずりしたい！」


　感動に打ち震ふるえる猫屋敷をよそに、勇んで再戦を開始するみかんと、閉口気味のオルトヴィーン。


「…………」


　いつきは、ただ目を大きく見開いて、その惨さん状じようを見つめていた。


　つまるところが、車両のあちら側はいつきの修学旅行であり。


　こちら側が〈アストラル〉の社内旅行なのだった。


「………はあああ」


　大きく、ため息をつく。


「あ、いつきくん。ハーブティーいります？　疲つかれが飛ぶようにレモングラスとローズヒップを中心に使ってみたんですけど」


　あわてて黒羽が魔法瓶びんを差し出した。


　周囲の座席から見えないように、ふよふよとカップを浮ふ遊ゆうさせる。


「……あ、ありがとう。じゃあ一いつ杯ぱい」


　ちょっとぎこちない笑え顔がおで、いつきは湯気をたてるカップを受け取った。


　その途と端たん、車両の扉とびらから別のふたりが躍り込んできた。


「イツキ！　すぐに再戦しますわよ！　このまま負けっ放しじゃおさまりません！」


「……また黒星を増やすだけやと思うんやけど？　あ、そうそう。ド貧ひん民みんから大だい富ふ豪ごうのあたしへの貢みつぎ物は、英国・薔薇十字団ローゼンクロイツ系、十九世紀末の魔術書グリモアひと揃いでええよ？」


「黙だまりなさい！」


　互たがいに睨にらみ合いながら、アディリシアと穂波が進軍してきたのである。


「あちっ、ちちちちちっ！」


　膝ひざにこぼしたハーブティーの熱に悲鳴をあげながら、


「わ、分かった！　すぐ行きます！　すぐ行きますから！　ちょっと待ってて！」


　涙を滲にじませて、少年がうなずく。


　ふたつの車両を往復する、このなんとも忙せわしない道中はもう少し続きそうだった。





　　　　＊





「…………」


　ハーブティーをこぼしたいつきに、黒羽やアディリシアが駆かけ寄った横で、猫屋敷はそっと立ち上がった。


　この青年にしては珍めずらしく、何の声もかけずにひっそりと通路へ出る。


　が、その直前に声がかかった。


「……猫屋敷さん？」


　そっと、穂波が耳打ちしたのだった。


「ん、どうしました？」


「猫屋敷さんこそ、どないしたん？　なんや考え事してるみたいやけど？」


「いいええ？　今日も私、猫の三さん昧まい境きようで至福の一時ですが。ああ、これで『フルベウォーカー』と『月刊飛鳥あすか』の原げん稿こうさえ終わっていれば、都の風ふ情ぜいへ猫たちが溶とけ込んだ完かん璧ぺきな風景に浸ひたれるのに……っ！」


「──噓うそ」


　少しだけ、穂波の口調は優やさしくなった。


　最近、この少女は、こんな風に話すようになった。


　相手を問いつめる厳しさの代わりに、包み込むような優しさが混じった。


　変化が訪おとずれたのはいつだろう。


　あるいは、少し前の夏休みだったかもしれない。


　貸し出し魔法使いレンタルマギカであることが自分の夢だったのだと、そんな風に気づいた日だったかもしれない。


「そやったら猫屋敷さんはともかく、玄げん武ぶや青せい龍りゆうはもうちょい落ち着いてるもん。さっきからそわそわ猫屋敷さんとまなちゃんの間でうろつきっぱなし。それに、あの子ら、車内では滅めつ多たに声あげへん」


「おや、そんなところに落とし穴が」


　自分の式猫の方を指し摘てきされて、猫屋敷は頭を搔かいた。


　少し、間があった。


　それから、


「〈八はち葉よう〉やったね」


　と、穂波はある結社の名前をあげた。


「ええ」


　と、猫屋敷もうなずいた。


「懐なつかしい？　ひょっとして……帰りたくなったりします？」


「まさか」


　微び苦く笑しようして、猫屋敷はかぶりを振ふった。


　なぜだか穂波には、その横顔がかつての若者とだぶって見えた。


　眼光鋭するどい、何かに餓うえたような学生。


　誰だれかと傷つけ合っていなければ、自ら破は滅めつしてしまいそうな、若き魔ま法ほう使つかい。


　幼い頃ころの自分が垣かい間ま見みた──先代の〈アストラル〉に在ざい籍せきしていた頃の猫屋敷蓮が、再び立ち現れたような気がした。


「いいですか」


　と、念を押すように、現在の猫屋敷が言う。


　青年陰おん陽みよう師じの瞳ひとみには、淡あわく郷きよう愁しゆうに似た色が浮ういていた。





「私の帰るところは、いつだって〈アストラル〉ですよ。何があっても、それだけは絶対に変わりません」
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　事の始まりは、一週間前へ遡さかのぼる。


　九月になって社長や一部社員の学業が再開し、いよいよ慌あわただしくなってきた〈アストラル〉事務所へ、一葉の手紙が届けられたのだった。


　上質の和紙と思おぼしい封ふう筒とうには、宛あて名なも墨ぼつ痕こん淋りん漓りとした達筆で猫屋敷蓮様と書かれていた。


「猫屋敷さん、これって……」


　運んできたみかんが不安そうに尋たずね、猫屋敷は眉まゆをひそめた。


「ええ、ちょっと懐かしい相手ですね」


　不可解というのではなく、どちらかといえば不ふ愉ゆ快かいという感じの強いひそめ方だった。


　猫の手を模したペーパーナイフで、封筒を切り開く。


　内容を読むのに、一分とかからなかった。


　丁てい寧ねいに折りたたんで、猫屋敷は頭こうべをデスクの奥の方へ巡めぐらせた。


「社長、確か来週の修学旅行は京都でしたっけ？」


「え……はい」


　穂波の授業に突つっ伏ぷしていたいつきがうなずく。


　以前に比べると、穂波の授業にも変化が訪れていた。無む闇やみに魔術や経営学を突っ込むのではなく、今後付き合いが増えるだろう様々な結社の歴史を覚える方向にシフトしていたのだ。


　もっとも、いつきの限界すれすれを試ためす内容自体に変化はなく、結果いつもどおりのへろへろ状態で大量のテキストや書類と格かく闘とうしていた寸法だ。


「なんかうちの学校はいっつも京都みたいで。毎年ニューヨークとかパリとかも計画にあがるんですけど、校長先生の趣しゆ味みで一いつ蹴しゆうされてるそうです」


「ふむ」


　猫屋敷がするりと顎あごを撫なでる。


「それって、〈協会〉に申告しました？」


「へ？　あ、はい。魔術結社の首領はなるだけ申告するものだと聞いて」


「普ふ段だんはほとんど無視されてる決まりなんですけどね。今は、〈螺旋なる蛇オピオン〉のこともあって〈協会〉も敏びん感かんですから」


「……ええ」


　緊きん張ちようを含ふくんで、いつきは唾つばを飲み込んだ。


　直接は知らないが、妖よう都とロンドンでの事件以降、〈螺旋なる蛇オピオン〉はその不気味な存在感を魔術世界全体でいや増していたのだ。


〈協会〉の有力な魔法使いが〈螺旋なる蛇オピオン〉への協力を表明した──そこまでいかずとも、無視できぬ数の魔法使いがふたつの組織の争いを様子見しているということであった。そうした類たぐいの事こと柄がらが、霊れい地ちの移い譲じようを受けて以来、時折交流のある〈金こん翅じ院いん〉の話でも出るぐらいだった。


「…………」


　眼帯の下に、かすかな疼うずき。


　先月に聞いた、自分の父の話にも〈螺旋なる蛇オピオン〉は絡からんでいた。


　この布ふ留る部べ市という土地へ〈アストラル〉が移ることとなったその理由に、〈螺旋なる蛇オピオン〉は関連していたのだった。


　あるいは、今もその理由は続いているのかもしれなかった。


「それが……どうかしたんですか？」


「まあ〈螺旋なる蛇オピオン〉のことは、今は関係ありません。問題は、来週社長が京都に出る件でして。どうも、その話を聞きつけたらしくて」


「はあ」


　微び妙みように遠回りな話に、いつきが首を傾かしげる。


　この青年が直ちよく截せつに話さないのはいつものことなのだが、今回の場合、どうも歯の奥に物が挟はさまっているような感じがあった。


　隠かくそうとしている、というのではない。


　むしろ、話すことが多すぎるというのが近い。


　どこから話せばいいか、考え込んでいるような……。


「うん、ここからにしましょう」


　と、猫屋敷は軽く自分のこめかみをつついて言った。


「去年、アディリシアさんの事件の際に話しましたよね？　私とみかんさんは、本来の所属が〈アストラル〉と別にあるって」


「あ……はい」


　いつきが、小さくうなずく。


　もともと、いつきが社長就任を断れなかった理由がそれだからだ。


　自分が〈アストラル〉を受け継つがなかった場合、〈アストラル〉は解散させられる。このとき、猫屋敷とみかんは本来所属する結社に返されると。


　猫屋敷はともかく怯おびえるみかんを放ほうっておくことができず、いつきは〈アストラル〉の社長業を引き受けることになったのだ。


　もう、一年と何ヶ月も前の話。


　まだ、一年と数ヶ月しか経たっていない過去のこと。


「──その話の流れだと」


　と、デスクの上へ足をのっけていたオルトヴィーンが声をあげた。


　いつも通りの暑苦しいコートと帽ぼう子しのまま、小石の表面にナイフでルーン文字を刻みつけながら、斜ななめ下から青年を睨ねめつける。


「つまり、その手紙は……猫屋敷の本来所属する結社からってことか？」


「オルトヴィーンさんは話が早いですねえ。まあそういうことです。京都にある陰おん陽みよう道どうが主体の結社で、〈八葉〉っていうんですけどね。霊地の優ゆう秀しゆうさもあって、一応〈協会〉でもＡＡダブルエーランクの格付けです」


　感心した風にうなずき、猫屋敷がとくとくと説明する。


　そして、こう続けたのだ。





「その当主が危き篤とくだそうです。あ、そうそう。一応付け足しておくと私の父親です。妾めかけ腹ばらですけどね」





「「「「「えええええっ！」」」」」


　これはいつきのみならず、事務所に詰つめていた全員が唱和した。


「ね、猫屋敷さん、京都にお父さんっ？　め、妾腹やって？」


「それ、あたしも初めて聞いたよ！」


「猫屋敷さんに……お父さんっ？　そ、それはいて当たり前なんですけど……」


　穂波とみかんと黒羽が相次いで目を白黒させて、


「み、みんな待って！」


　すぐに、いつきが周囲をなだめながら、青年に問いただしたのである。


「それより猫屋敷さん、危篤って！」


「あ、これも言っておきますけど、危なっかしい状態なんてもう一年以上ですよ？　でなきゃ手紙なんていうまだるっこしい手段使いませんから」


　苦く笑しようして、猫屋敷はひらひら手を振ふった。


　それから扇せん子すを閉じて、


「で、社長にはこっちが本題ですが」


　と前置きしてから、デスクに置いた手紙を指す。


「手紙にはこうありまして。──自分たちの管理する土地へ〈アストラル〉の代表が来るなら、一度挨あい拶さつをさせていただきたい。その際にかまわなければ、〈アストラル〉の貸し出し魔法使いレンタルマギカにお願いしたい用向きもある、と」


「…………」


　いつきが押し黙だまる。


　ざわ、と事務所に不ふ穏おんな空気が流れた。


　オルトヴィーンを除く全員が、猫屋敷の言葉にある記き憶おくを呼び覚ましたのだ。


　その記憶と、猫屋敷の状じよう況きようとが酷こく似じしていたからだ。


　去年の冬。


　奈な良らの、鬼おにの祭り。


　本来所属しているという葛城家に誘さそわれたみかんは、そのまま困難な儀ぎ式しきに取り込まれ、危あやうく〈アストラル〉に帰れぬ身となるところだったのだ。


　猫屋敷自身、一週間もの間行方ゆくえ不明となり、命の危機にさらされた。


　それだけの経験があるからこそ、事務所の誰だれもおいそれと口を開くことができなかった。


「それって……無視するわけにはいかないわけか？」


　オルトヴィーンが、幾いく分ぶんかトーンを落とした声で切り出す。


　いつもぶっきらぼうなこの少年にとっても、まったく無関係な話題ではなかったろう。


　元いた北ほく欧おうの結社〈ミーミル〉から〈アストラル〉へ移い籍せきしてきたという事情は、この少年も同じだったのだ。


「無視はしにくいですね。あそこの所属を取り消されると、昔のやんちゃも持ち出されちゃいそうですし。このへん歴史の浅い〈アストラル〉だと見み逃のがしてもらいにくいんですよね。先代の司つかさ社長はそういうもみ消しとかうまかったんですが……」


　苦笑して、青年が首を叩たたいた。


　そうしたまま、しばらく猫屋敷は黙っていた。


　誰も口を開けず、青年自身も石像みたいに動かなかった。


　昔の行状とやらについて、思い出しているのかもしれなかった。


　それとも……もっと別のことだろうか。一年以上危篤だという父について、あるいは昔所属していた〈八葉〉という結社について、かつて住まっていたのだろう京都のことについて、思いを馳はせているのだろうか。


　遠い、過去のこと。


　この飄ひよう々ひようとした青年陰おん陽みよう師じにも、胸を搔かきむしりたくなるような思い出はあるのだろうか。


「……にあ」


　黒猫──玄武が、ぼんやりと鳴いた。


　猫屋敷の膝ひざで寝ねていたものが、今の気配の変化で目を覚ましたらしい。


　ぺろりと手を舐なめられて、青年は唇くちびるをほころばせた。


「おや、起こしてしまいましたか」


　そろりと、優やさしく玄武の頭を撫なでる。


　それから、ゆっくりと周囲を見回して、口にした。


「うん、いろいろ面めん倒どうくさそうですし、この手紙の件は私に任せておいてもらえます？　ついでに貸し出し魔法使いレンタルマギカの仕事とかいうのも済ませておきますよ。幸い、社長や穂波さんも修学旅行で来るわけですから、問題があったらすぐ現地で報告するということで」


「いいえ」


　これは、即そく座ざに否定する声があがったのだ。


　いつきだった。


　全員の視線が即座に集中し、その真ん中で少年は宣言していた。


「そういうことでしたら、〈アストラル〉の皆みなで伺うかがいます。そうするべきです」


　きっぱりとした物言い。


　迷いも逡しゆん巡じゆんも、欠片かけらとてない。


　まっすぐに猫屋敷の瞳ひとみを見て、少年はそう言い切った。


「……や、でも」


　一いつ瞬しゆん、息を詰つまらせて、猫屋敷は瞬まばたきする。


「どうせ交こう渉しようごとは私がやるわけですし、いっそひとりの方が動きやすくも……」


「社長としての決定です」


　もっともらしい猫屋敷の台詞せりふを、いつきはたった一言で退ける。


「…………」


　呆あつ気けにとられ、猫屋敷はまじまじと少年を見つめた。


　そして、密ひそかに、柔やわらかなため息をついた。


　この少年は変わらない。


　もう一年と何ヶ月も一いつ緒しよにいるのに、魔法使いの悲劇も狂きよう気きも馬ば鹿か馬ば鹿かしさも何度となくその目にしてきたというのに、まるで変わらない。いつもおどおどしていて、怪かい奇き現象が起こるたびにびくびくして、ひどいときにはあっさりと気絶する。
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　だけど、この少年は時折化ける。


　物事の大事な局面で、たくまずして自分だけの一手を打つのだ。


　最善手か悪手かは分からない。


　ただ間ま違ちがいなく、この少年にしか出来ない一手。


　それを、人を率いる者の資質といってもよいだろう。


　人の上に立つ者として生まれ、教育されてきたアディリシアとは似て非なる在り方。


「修学旅行は休日を利用してますから、みかんちゃんも問題ないはずです。……て、あの、その、大だい丈じよう夫ぶだよね？」


　途と中ちゆうまできっぱりと言い切っていたのに、最後に心配そうに付け加えたあたりが、なんともいつきらしかった。


　対して、みかんは堂々と小さな胸を叩いたのだった。


「大丈夫！　お兄ちゃん社長が行くんだったらついてくもん！　それに京都って儀ぎ式しきでしか行ったことないからすっごい楽しみ！　もちろん猫屋敷さんが案内してくれるんだよね!?」


　どこまで理解していたものか、ツーテールを翻ひるがえして朗ほがらかに笑う。


　その能天気ぶりが伝でん染せんしたものか、ついで穂波も、軽く眉み間けんを押さえながら同意した。


「……まあ、あたしはもともと社長と一緒に修学旅行に行ってるわけやし。別に反対する理由はあらへんね」


「えと、まるで社内旅行ですね！　あたし、お弁当とかつくった方がいいですか？」


「遊び半分の気分は反対だが、ほかの結社との交流を深めておくのは悪くない。実際問題、ボクも日本の結社を見聞する機会はあまりなかったしな」


　黒羽とオルトヴィーンが、それぞれに自分なりの意見を表明する。


「…………」


　猫屋敷は、そんな事務所の様子にも息を止めた。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


　小さく玄武が鳴いたのに、今度は白びやつ虎こと青龍の鳴き声も続いた。


「……いやまあ」


　困った風に、青年が苦く笑しようを深める。


　あるいは、苦笑の中に淡あわく別の感情が交じったようにも見えた。


　いつきが、改めて訊きく。


「いいですよね、猫屋敷さん」


「社長命令じゃ、部下に反対する余地がありませんし」


　どこか楽しそうに細い肩かたをすくめて、猫屋敷は答えた。


　すぐに、からかうように片目だけ開いた。


「ただ、そうすると社長の修学旅行にお邪じや魔ますることになりますが……いいんですか？」


「あ、まあ、それは……えと、まあなんとか……自由行動の時間とかを縫ぬって……ああああ、穂波、修学旅行のしおりどこだっけ!?　同じ班だし山田とアディリシアさんに任せたら大丈夫って思ってて！」


　あたふたとデスクの下から自分の学生鞄かばんを引っ張り出し、目当てのパンフレットをいつきが探し始める。


　その情けない姿が、猫屋敷とほかの社員全員を微笑させたり、大おお袈げ裟さなため息をつかせたり、馬鹿（Dummkopf）と悪態をつかせたり、さまざまな反応を呼び起こす。


　まるで、この少年自身が、偉い大だいな魔術の触媒カタリストであるかのように。


　この事務所の集団全体が、いくつもの奇き蹟せきと偶ぐう然ぜんとを積み重ねてできあがった──けして二度とはできあがらない魔法の結けつ晶しようであるかのように。


　最後に──
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　一匹だけ遅おくれたことを誤ご魔ま化かすみたいに、朱す雀ざくも一ひと際きわ高く鳴いたのであった。
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　京都駅をはじめて訪おとずれた者ならば、誰だれもがまずその巨きよ大だいさに目をとめるだろう。


　およそ四千枚のガラスを使われた広大なコンコース。


　ハーフミラーやアルミを多用し、横よこ幅はばで百五十メートル近くにもなる吹ふき抜ぬけが、観光客を最初に迎むかえ入れる。東西にはホテルグランヴィア京都と伊い勢せ丹たん百貨店を擁ようし、映画館や劇場、美術館までも取り込んだ駅ビルの構造は、もはや駅というよりもコンパクトにまとまった都市部の風ふ情ぜいを漂ただよわせていた。


　そして、何よりも百七十一段にわたる大階段。


　見上げれば、階段の頂点はそのまま青空に一体化していて、あたかも現代に蘇よみがえったバビロンの空中庭園かと錯さつ覚かくさせるほどだ。


　その、大階段の途中だった。


「──なんだかのけものにされたみたいで、気にくわないのですけど」


　そう告げて唇くちびるを尖とがらせたのは、もちろんアディリシアである。


　階段のひとつ下には、いつきと穂波が立っていた。


　新幹線が到とう着ちやくした後、ひとまずほかの生徒と一いつ緒しよに四し条じようの旅館まで赴おもむいたいつきたちは、そのままこちらの駅に舞まい戻もどっていたのだ。


　ちなみに、本来の修学旅行のプランでは全員まとめて天てん龍りゆう寺じから始まる寺社仏閣の見学ツアーに参加しているはずだったのだが、これは事情を聞いたアディリシアが学校側への多大な寄付を背景に横車を押し、別行動を許可させたものである。


「あの強ごう欲よく陰陽師の元結社でどうこうとは聞いてましたけれど……さっきの〈アストラル〉での話は初耳でしたわよ」


「仕方ないやろ。アディは〈アストラル〉の構成員違ちやうんやし、先週はずっと英国に行ってたやん」


「大株主を何だと思ってますの！　だいたい英国に行ってたのも〈協会〉の上層部が上を下への大おお騒さわぎしてるからですわ！　もう千年近くも続いてる体制なんですから、〈螺旋なる蛇オピオン〉程度でおたおたしないでいただきたいのですけれど」


「〈協会〉も……そんなに大変なの？」


　これは、おそるおそるいつきが訊いた。


「まあ副会長のダリウスまわりはさすがに盤ばん石じやくですけれどね」


　少し悔くやしそうに、アディリシアは唇を嚙かむ。


　三ヶ月前の、ロンドンでのことを思い出したのかもしれない。


〈螺旋なる蛇オピオン〉が〈学院〉での会議に乗り込んだとき、アディリシアと穂波はふたりがかりでなお敵かなわなかったのだ。青ざめた死霊術師ネクロマンサーを相手に、ソロモンの魔神もケルトの魔術も及およばず、ふたりの魔女は一敗地にまみれることとなった。


　あくまで結果的にではあるが、そのふたりを救ったのが〈協会〉の副会長であるダリウス・レヴィとその腹心である影かげ崎さきだったのだ。


「……〈協会〉のことでしたわね」


　そんな記き憶おくを振ふり払はらうように、少女の金きん髪ぱつが流れた。


「まあ大変と言えば大変ですわ。もともと〈協会〉は互ご助じよ組合であって、実体としての『力』はむしろ政財界に重きをおいてますもの。魔術世界側を意思統一できてるわけじゃありませんし、こういった不ふ祥しよう事じが続けばなおさらです。早期に有効な手を打てない限り、〈螺旋なる蛇オピオン〉の影えい響きようは今後より強まっていくでしょう」


「…………」


　アディリシアの言葉に、いつきはありえぬ光景を思った。


　嵐あらしである。


　魔術世界に波乱を巻き起こす、猛もう烈れつな災わざわいを感じ取ったのだ。


　根こそぎに、力ずくに、何もかもを奪うばい去っていく烈れつ風ぷうを幻げん視ししたのである。


「まったく、せっかくの修学旅行に無ぶ粋すいですこと」


　アディリシアが長い縦ロールをかきあげて、瞼まぶたを閉じた。


　その表情に、長い付き合いである穂波が何かを感じ取ったか、口を開いた。


「あれ、アディひょっとして、みんなと一緒に寺社仏閣ツアーって行きたかったん？　学校に特別行動を許可させたのはアディやのに」


　穂波の問いに、アディリシアはかあっと頰ほおに朱しゆを混じらせる。


「だ、だって、仕事なんだから仕方ないでしょう!?　それに、修学旅行といえばそういうものじゃないですの！　ヤマダが言うには、みんなで揃そろって特に面おも白しろくもないガイドの話を聞きながら、安っぽいお菓か子しをやたらと食べて、何の役に立つか分からないおみやげをああだこうだとためつすがめつ枕まくら投げするのが醍だい醐ご味みだって！」


　言葉にすれば、実にくだらないイベントの羅ら列れつ。


　だけど、少女の言い草は、まるで最高級のオペラを楽しみにする淑しゆく女じよのようであった。


「ふううん」


　穂波の目が、意地悪そうに光る。


「それ、いくつか抜ぬけてへん？」


「な、何が？」


「山田が吹ふき込みそうな俗ぞく説せつやったらあたしも思い当たるもん。たとえば……先生が寝ね静しずまった頃ころに、気になってる人を呼び出したりとか」


　最後は、アディリシアにしか聞こえぬよう声をひそめて言った。


　効果は覿てき面めんだった。


「…………」


　頰に差していた朱が純白の耳先までのぼりつめ、ことんとうなだれてしまってから、ごにょごにょごにょ、とアディリシアの言葉が掠かすれる。


　その反応があまりに予想外で鮮せん烈れつだったものだから、からかったはずの穂波も息を飲んだ。


「……えと、あの、や、やから、そんなん俗説なんやから惑まどわされたらあかんって言いたかったん……やけど……」


「で、でも私が初めてなんだからホナミだって初めてでしょう!?　〈学院〉には修学旅行なんてなかったですもの！」


「それは……そうやけど、やってそんなん大おお真面目まじめにやるん、なんかおかしいやん……！」


　ふたりとも顔を真っ赤にして、微び妙みように口ごもる。


　激しく睨にらみ合っているのではなく、接近していてもどこか視線をそらしているのが、この魔女ふたりとしては珍めずらしい。


　まるで、うっかりお日様の下に出てきてしまった、夜行性の小動物みたいだった。


　すると、


「──楽しいと思うよ」


　と、いつきが言ったのである。


「後ろの方よく聞こえなかったけど……アディリシアさんが言ったような修学旅行ってやっぱり楽しいと思う」


　にこにこと、実に無害な笑え顔がおで口にする。


　本当に、ごく当たり前の少年が、ごく当たり前の少女へ言うように。


「だから、終わったらちゃんと回ろう。穂波とも、アディリシアさんとも、山田とも功刀さんとも、みんなで自由時間に京都を回ろう」


　まっすぐな言葉というのは、すっと胸を突つく。


　理り屈くつはなくても、理由はなくても、心の底に染しみわたる。


　数秒の、間かん隙げき。


　犬けん猿えんの仲のふたりさえ呆あつ気けにとられて、シンクロしたようにぱちぱちと瞬まばたきし……すっとアイコンタクトを交かわしたのである。


「……本当ですわよ」


「……本当やからね」


　と、同時に言う。


　ずい、といつきの側そばへ一歩階段を下りたのも同時。


　証文をつきつけるみたいに、今度は互たがいの方を見てうなずきあう。


「だったら、ホナミがいるのも我が慢まんしてあげます。──修学旅行ですもの」


「あたしも、アディがいるん許したげる。──修学旅行やもんね」


　あらかじめ打ち合わせてあったような息のあったやりとりに、あっさりといつきの主導権は奪われて、


「……は、はい」


　と肯こう定ていするだけが精せい一いつ杯ぱいだったのである。





　　　　＊





「……にしても、変わった街ですわね」


　大階段をのぼり、屋上の広場へ出て、アディリシアは感想を漏もらした。


　京都市内は厳しい高度制限をされており、この駅ビルの屋上からは都市部の一帯を見み渡わたすことができた。


　駅のすぐ近くにそびえたつ真っ白な京都タワーから、繁はん華か街がいである三さん条じよう・四条の街並みやあちこちに散見する多くの寺社、そして北西の果てには有名な五山送り火を行う左ひだり大だい文もん字じ山やままでも一望できる。


　古代より──現代にも続いている碁ご盤ばん状に区切られた都市。


　そんな景色に、少女は遠い目になった。


「〈協会〉が千年なら、こちらも千年都市。それにふさわしいだけの霊脈レイラインにも恵めぐまれてます。永きに渡わたる王朝も擁ようし、歴史だけなら倫敦ロンドンよりも上」


　謳うたうように言って、付け加える。


「なのに、街自体にはほとんど呪じゆ力りよくが循じゆん環かんしてませんのね」


「そうなの？」


　きょとんとして言ったいつきに、アディリシアは微び笑しようした。


「イツキ、感じません？」


「え？　あ、言われてみれば……」


　眼帯に触ふれる。


　実のところ、京都という名前を聞いて旅行前から怯おびえていたのだが、今のところそういった類たぐいのモノを少年の右目が視みてしまうことはなかった。


　かつての奈な良ら・飛鳥あすかのときのような、息苦しさも感じない。


　あのときは、空気そのものが粘ねん性せいを備えたように淀よどんだ呪じゆ力りよくを湛たたえていた。しかし、今京都に流れるのはほかの都市とあまり変わらない、むしろ清すが々すがしい雰ふん囲い気きだったのだ。


　ただ、ひどく底深い湖を地表から見るような……いまだその湖の表面しか窺うかがえてないようなもどかしさも、少年の右目は感じていた。


「この百年でずいぶん土地をいじったもんやからね。そうでなくても首都機能を移転した四百年前から、ちょっとずつ京都の霊脈レイラインは手をいれられて、中央部にはあまり呪力が流れんようになっとるもん」


　穂波が注ちゆう釈しやくを加える。


　そうすると、いつきはますます難しい顔になった。


「え……と、霊脈レイラインって、普ふ通つうにいじったりできるの？」


「強ごう欲よく陰おん陽みよう師じに教えてもらってませんの？」


「あ、いや……教えてもらった……気もするんだけど」


「もう。最近は魔ま術じゆつ知識も十分の一人前ぐらいにはなったと思ってましたのに」


「そ、それってほめてるの？」


「イツキの記き憶おく力や吸収力から客観的に判断しただけですけど……もう少し低く見積もった方が良かったですか？」


　ずいぶん久々に、アディリシアは大きくため息をついた。


「ホナミは、何してますの？」


「もちろん教えたし、テストもしたんやけど。そこから先、社会に出て知識を役立てられるかどうかは先生の責任範はん囲いやないしねえ」


　いかにも困ったと言わんばかりに、栗くり色いろの髪かみの少女は腕うでを組んでみせる。


　無む闇やみな力みも対たい抗こう心しんもない。


　最近ますます手て強ごわくなったと、ライバルの変化に唇くちびるを嚙かんで、アディリシアは言葉を続けた。


「……霊脈レイラインといえども、あくまで土地に従属するものですもの。川の流れを変えたり、湖を埋うめ立てたり、土地がいじられれば自然と変化しますわ。もちろん時間も手間もかかりますし、思い通りになるとは限りませんけどね。まあ、どこの国の土地でも多かれ少なかれ、やっていることですわ」


　霊脈レイラインと意識するかどうかは、あまり関係ない。


　道をつくり、山を切り開き、街をつくっていけば、当たり前に霊脈レイラインは変化する。人の営みはいつだってこの星とつながっている。小規模ミクロな環かん境きようは大規模マクロな異変へと、大規模マクロな環境は小規模ミクロな異変へと、互いに因果を結んでいる。


　魔術としては、基き礎そ中の基礎である。


　布留部市や飛鳥やロンドンで──いつきが見てきたことでもある。


　だからこそ、魔法使いは土地にこだわるのだ。


　自分たちの管理する土地は、直接魔術の秘ひ奥おうへと関かかわってくる。どれほどの呪力を扱あつかえるのか、どれほどの魔術儀式が可能なのか、それは土地が握にぎっているといっても過言ではない。


　魔法使い同士の直接戦せん闘とうが少ないのも、相手の縄なわ張ばりで争うことの愚ぐを知ち悉しつしているからだ。


　魔法使いとは、自らの領土を司つかさどる『王』でもあるのだから。


「じゃあ……」


　少年は、少し躊躇ためらってから訊きいた。


「ここの結社の──〈八葉〉については、何か知ってる？」


　いつきの問いに、アディリシアは沈ちん黙もくした。


　ひととき、初秋のいまだ烈はげしい陽光が、光だけ残して凍こおりついたように思えた。


　少女の唇が、名前を呟つぶやいた。


「御み厨くりや庚こう申しん」


「……みくりや、こうしん？」


「〈八葉〉の、当主の名前ですわ」


　アディリシアは記憶をたぐるように、空を見上げた。


　何羽かの鳩はとが飛んでいて、時折屋上広場に降りてきては、オブジェやベンチのそばにこぼれた菓か子しの欠片かけらをついばんでいる。広場の下の階はフードコートになっていて、そちらで買った食べ物を屋上で食べる客もいるらしかった。


　吹ふき抜ぬける都の風は不意に冷たさを増したようで、いつきの背筋をぞくりとさせた。


「私は直接知りませんけれど、父の代では有名な方だったようです」


「…………っ」


　少女の言葉は、少年の脳のう裏りにある風ふう貌ぼうを明めい滅めつさせた。


　アディリシアの父。


　オズワルド・レン・メイザース。


〈ゲーティア〉の先代首領にして、七十二の魔ま神しんすべてを支配したとされる希代の大魔法使い。


　そして、いつきがはじめて遭そう遇ぐうした大事件で──その残ざん骸がいを滅ほろぼした相手。


「気にしていただけるの？」


　と、少女が微び笑しようした。


　淡あわく、はかなく、言葉にならないものを秘ひめた笑えみだった。


「その……もっといい方法があったんじゃないかって……」


　言いかけたいつきに、アディリシアが人差し指をあげて、唇にあてた。


「もういいんです。イツキは父の名めい誉よと心を救ってくれたんですもの。だいたい一年以上も前のことですわよ？」


　おかしそうに、アディリシアは肩かたを震ふるわせる。


「…………」


　少年は、それに返事はしなかった。


　本当に、一年経たったからといって忘れられるものではあるまい。


　アディリシアがいかに父を想おもっていたかは、むしろこの一年の方が知る機会が多かった。


　ソロモンの魔神に、〈ゲーティア〉という組織に、アディリシア自身の挙きよ措そのひとつひとつにまで、オズワルドの気配は息づいている。


　それはきっと、永い時間によって薄うすらいでいっても、ついに消え失うせはしないものだ。


　アディリシアや、そのほかの人々が受け継ついでいくものだ。


「でも気にしていただけるなら、少しぐらい我が儘ままを口にしてもいいかしら？」


　アディリシアがすうと近づいた。


　その首元から制服の胸むな元もとへとこぼれる、肌はだの白さがいつきの目に焼きついた。


　蛇へびに睨にらまれたみたいに──あるいは香こう水すいに似た甘さも感じていつきが硬こう直ちよくし、少年と少女の視線が恥はじらうような静せい寂じやくに口ごもる。


　が、これは横合いからの物音によって破られた。


　こほん、と穂波が咳せき払ばらいしたのである。


「──で、アディ、話の続きは？」


「ん、むむ……ホナミ……」


　ややも恨うらめしげな視線でクラスメイトを見やってから、アディリシアは不ふ機き嫌げんそうに言葉を紡つむいだ。


「御厨庚申は、いくつかの方面で知られてます」


　改めて、少女の白い指があがる。


「ひとつは卓たく越えつした陰おん陽みよう師じとしての顔。魔術世界の顔と言っても結構です。──そしてもうひとつが宗教家や経営者としての顔です」


「宗教家？」


　いつきが首を傾かしげた。


　なんとなく、いままでに会った魔法使いたちと、それは重なるようで重ならないイメージだったからだ。


　無論、みかんの実家である葛城家は神しん道とうだし、多くの魔術は文化的にその地方の宗教と密接な関係を持っている。穂波のケルト魔術もアディリシアのソロモン王の秘法も、大本をたどればその地方に根ざした信しん仰こうが土台である。


　しかし、直接宗教家と言われるような在り方は、いつきにとって想定外だったのだ。


「もちろん〈協会〉に咎とがめ立てされぬよう、実際の魔術が漏もれぬように立ち回っていたはずです。が、表向きはともかく裏でどれぐらいそれを遵じゆん守しゆしていたかは分かりません。もともと、モグリの魔法使いには自らの魔術を切り売りする輩やからも多いですもの」


　口にするのもはばかられるというように、アディリシアは可か憐れんな眉まゆをひそめる。


「それに、一時期の〈八葉〉は、宗教法人としての顔を隠かくれ蓑みのに多くの呪物フエテイシユや霊れい地ちを手にいれたと聞いてます。方法はともかくその結果はかなりのものだったようですわね。〈協会〉でもＡＡＡトリプルエーランクに格付けしようとした気運があったほどです。かなり強ごう引いんな手も使っていたみたいですが……結局宗教法人は取りつぶし、御厨庚申自身も半ば現げん役えきを引退して十年近く経ってます。ここ最近は〈八葉〉の噂うわさも聞かなくなってましたわ」


「……御厨、庚申」


　猫屋敷の、父。


　猫屋敷が最初にいた結社の、当主。


「どうして、猫屋敷さんはそこから〈アストラル〉に移ったんだろう」


　いつきは、小さく呟つぶやく。


　昔の猫屋敷がどのような性質だったのかは、ごく一部ではあるが聞いている。


　自分以外の誰だれも信用せず、魔術の腕うでを磨みがくためであればほかのあらゆるものを売り渡わたして後こう悔かいしない──そんな、魔法使いらしすぎる魔法使い。


　それがどのようにして、今の猫屋敷蓮となったのか。


　いつきの知っている、いつもふざけていて猫の話しかしなくて、しかしその奥で誰よりも〈アストラル〉の皆みなを見守っている──そんな青年になったのだろう。


「…………」


　穂波も、アディリシアも、安易な口は挟はさまなかった。


　少年が自分で考えるその時間こそが重要なのだと、ふたりとも分かっていたからだ。


　代わりに、


「もうじき、猫屋敷さんらも来る頃ころやね」


「あの強欲陰陽師、時間にもルーズですのね。締しめ切りにルーズなのは知ってましたけど」


「地下とかお土産みやげ屋多いし、みかんにねだられてるかもしれへんね」


　微び笑しようした穂波が、広場から大階段の下を振ふり返ろうとする。


　この広場で、猫屋敷やオルトヴィーンたちと合流する予定だったのだ。


　そのとき、


「──痛っ」


　眼帯に、少年が触ふれる。


　その痛みの原因を探さぐろうとして、いつきは目を見張った。


　いつのまにか、広場から鳩はとが消えていた。


　いや、鳩だけではない。


　あちこちで座っていたはずの人の姿だって今や綺き麗れいに消え失せている。賑にぎわっていた階下のフードコートからさえ人の気配がなくなっていた。


　がらんとした広場では、あらゆる物音さえ絶えたようであった。


「穂波、アディリシアさん……っ」


　嗄かれた声で警告を発するより早く、ふたりの少女は身構えていた。


「人ひと払ばらいやね」


「鮮あざやかな手並みですわね……今の今まで呪じゆ力りよくの気配もなかったのに」


　アディリシアが肯こう定ていし、互たがいに背中合わせになって死角を塞ふさぐ。


　どちらの瞳ひとみにも緊きん張ちようはなかった。


　ただ研とぎ澄すまされた──静かな闘とう志しだけが満ちていた。魔ま女じよふたりが、居い心地ごこちの悪い日常からやっと自分たちの舞ぶ台たいに戻もどってきたというようでもあった。


「あ、あれ……」


　最初に、いつきが指さした。


　オブジェや植わった木々の裏から、次々と新たな影かげが現れたのだ。


　普ふ通つうの、人間ではなかった。


　人形である。


　藁わらを編み込んでつくられた、古くさい藁人形だった。


　一体ずつの大きさはいつきとほぼ同じぐらい。大おお雑ざつ把ぱに藁を編んだ手へ無理矢理埋うめ込むようにして、日本刀を携たずさえていた。


　がさがさとぎこちない動きで、いつきたちを取り囲む。


　滑こつ稽けいとも思える風景の中で、人形が持った刃やいばの冷たさがいつきの印象に鋭するどく残った。


「これ……って……」


　唾つばを飲み込みながら、いつきが一歩退ひきかけ──止まった。


　すぐそばに、ふたりの少女がいたからだった。それをおいてひとりだけ逃にげられるはずもない。踏ふみとどまった少年の背中を支えるように、少女たちもまた強く叫さけんだ。


「アディ！」


「分かってます！」


　旧友の叱しつ咤たに、金きん髪ぱつの魔女が胸むな元もとから『ソロモンの五ご芒ぼう星せい』を摑つかみ上げる。


　掲かかげるとともに、少女の内側で膨ぼう大だいな呪力が生成された。





「──我、訴え、喚起せん（I do invocate and conjure thee）！」





　広場が、震ふるえた。


　都の空中広場へ、魔ま風ふうが吹ふいたのだ。


　植わった梢こずえを激しく揺ゆらし、時季を忘れた嵐あらしのごとく吹き荒あれる。


　強大な霊エーテル体が現実アツシヤー界に顕けん現げんする際、空気を押しのけるがゆえの現象だった。





「──I do strongly command thee, by Beralanensis, Baldachiensis, Paumachia, and Apologle Sedes; by the most Powerful Princes, Genii, Lichide, and Ministers of the Tartarean Abode; and by the ChiefPrince of the Seat of Apologia in the Ninth Legion──」





　詠えい唱しようとともに、いつきの網もう膜まくには黄金の光が焼きついた。


　それは獰どう猛もうな獣けもののカタチをとって凝こごり、少女の脇わきへ忠実に頭こうべを垂れたのだ。


　威い厳げんある鬣たてがみは燃え盛さかる炎ほのおのよう、爪つめはいかなる宝ほう剣けんよりも鋭く、野性の眼まなこは深遠な叡えい智ちとともに不気味な藁人形たちを見み据すえた。


　すなわち、ソロモンの七十二柱が一柱。


　黄金の獅子マルバスが、少女の脇へと降臨していたのである。


　これぞソロモン王の秘法──強制血脈召喚王命の喚起をもって魔術特性となす、偉い大だいなる魔術に従う魔神であった。


「おやり、マルバス」


　少女の命に、獅子が吼ほえた。


　ごお、と獅子吼くが世界を圧する。


　その咆ほう吼こうを自ら追うごとく、強きよう靭じんな四し肢しの成した跳ちよう躍やくこそ颶ぐ風ふう。


　対して、藁人形たちも動いた。


　金獅子マルバスの牙きばが剛たけき颶風なら、藁人形たちの動きは柔やわらかな草だった。


　烈れつ風ぷうに吹かれた竹のごとく、しなやかに藁人形たちは空中広場を流れた。その歩法は達人を思わせて、数体を金獅子マルバスの牙に裂さかれつつも、一いつ切さいの躊ちゆう躇ちよなくふたりの魔女へ走り寄る。


　次々と振ふりかぶられる刃を前に、今度はとん、と躍おどるようなステップが床ゆかを蹴けった。


　ケルトの魔女。


　穂波・高瀬・アンブラー。


　涼すずやかな微び笑しようは空中広場の一角を飾かざって、その白くしなやかな指より絶大な呪力を込こめたヤドリギを放った。





「我は乞うハイル！　力の円えん錐すいと、天にも地にもあらざる霊れい樹じゆの加護をもて、西の災わざわいを打ち滅ほろぼせ！」





　多くの藁人形に対して、放たれたヤドリギはただひとつ。


　しかし、ヤドリギの矢はその飛ひ翔しよう半ばで弾はじけたのだ。


　散さん弾だんのごとく。


　砕くだけた破は片へんは、ひとつの過あやまちもなく藁人形の胸を穿うがった。


　目め敏ざとい者ならば、その穿った場所が人間なら心臓の位置であったことに気づいたやもしれぬ。藁人形とはいえ、ヒトガタをもって魔術を成している以上、人間の急所を突つかれて倒たおれるのは道理でもあった。


　まして、ヤドリギの経けい緯いを思えば必然だ。


　ケルト魔術──樹と石と歌の加護霊樹の末裔をもって魔術特性となす、古い古い伝承において不死の神をも滅ぼした呪物フエテイシユであった。


「こんなもん……かな？」


「まずまずですわね」


　穂波が言い、アディリシアが一歩前へ出た。


　倒れた藁わら人にん形ぎようたちの残ざん骸がいから、操あやつる魔法使いへつながる物証を探さぐる必要があった。早ければ早いほど、魔法使いへの糸パスも鮮せん明めいに残っている。


「待って！」


　と、いつきが叫さけんだ。


「アディリシアさん、右後ろ！」


「────っ！」


　その言葉に、少女は即そく座ざに反応した。


　金獅子マルバスもまた主を守護すべく、反転する。


　わずかに早く、背後からの刃やいばがぎらりと光った。新たにわきあがった藁人形が刀を突きごめに飛びかかったのである。少女は避さけられる体勢になく、人形の剣けん尖せんはまっすぐに少女の脇わき腹ばらを目指して猛もう進しんした。


　外れた。


　刀を埋うめ込まれた藁人形の手を、いつきの拳こぶしが払はらいのけたのだ。


　無理矢理両手をねじりこむようにして刀の軌き道どうを逸そらし、少年の足が半歩前へ出た。


「あああああああっ！」


　強く、床を踏ふみ砕く。


　震しん脚きやく。


　そのベクトルが足の裏から膝ひざを伝い、膝から太ふと股ももにねじれ、太股から腰こしへと螺ら旋せんを描えがき、一気に腕うでへと雪崩なだれ込んだ。意識しうるすべての関節と筋肉で増ぞう幅ふくされたベクトルへ可能な限りの呪じゆ力りよくさえ込めて、いつきは右手を鎌かまのごとく振り落とす。


　五ご行ぎよう拳けんがひとつ。


　劈へき拳けん！


　人間ならば鎖さ骨こつのあたりを打ち砕き、いつきはさらに叫んだ。


「穂波！　左上……オブジェの左から三つ目！」


　眼帯を押さえ、少年の指令が届いた。


　同時、穂波の指も、制服の懐ふところから新たな矢を投とう擲てきする。





「力の円錐のもと我は乞うハイル！　霊樹の加護もて北西の災いを撃うて！」





　再度、放たれるヤドリギの矢。


　少女の意思に従って、今度のヤドリギは弧こを描いた。


　ぐるりと斜ななめ上空からブーメランのごとく回り込み、並んだ三つ目のオブジェへとひた走ったとき、別の呪句が行く手を阻はばんだのだ。





「──急急如律令」





　地面に立てられた刀であった。


　濡ぬれ光るような刃は紋もんの半ばに、一枚の霊れい符ふが貼はり付けられていた。


　その霊符に寄り添そって人差し指と中指が伸のばされ、一言、鋭するどい口こう訣けつが発される。


「疾チツ！」


「痛っ！」


　いつきの右目に、激しい痛みが走る。


　刹せつ那な、ヤドリギの矢はまるで吸い込まれるようにその刃へと突き刺ささり、真っ二つに断たたれたのだ。


　自分の術が破れたことに穂波も硬こう直ちよくし、オブジェの陰かげから現れた人物を呆ぼう然ぜんと見やった。


「あんた……」


「金きん剋こく木もく──といっても、これは変則ですが」


　落ち着いた声が、ふたりの少女と少年を迎むかえた。


　男である。


　それなりの年で、瘦やせた身体からだに紬つむぎと思おぼしい和服を纏まとっている。


　三十はいくつか越こえているだろうか。眉み間けんにきつい皺しわが寄っており、あまりに長い間そうした表情をとっていたせいか、もはや死ぬまで離はなれることはないように見えた。


　鋭い瞳ひとみで少女たちを──そしていつきを見つめ、ゆっくりと刀を引き抜ぬく。


　ちん、と鞘さやに刃が納められる。


　それだけで、どっと世界に音が湧わきあがった。


　ざわめきが、広場に戻もどったのだ。


「え……っ」


　いつきが、周囲を見回す。


　何もかもが、元に戻っていた。


　さきほどまでと同じように、少し離れた植え込みの煉れん瓦がやベンチへ人々が座り、楽しそうに行き交かっていた。あるいはフードコートで買ったアイスクリームを食べながら、あるいは肩かたを寄せあって、陽光の下もと、何もいつもと変わらぬように笑いさざめいていた。


「なんで……こんな……っ」


「噂うわさに聞く〈アストラル〉の技量、試ためさせていただきました」


　竹刀しない袋ぶくろへ刀を戻し、男が言う。


　その立ち居振ふる舞まいがあまりに自然で、行き交う人々も、男が手に持っていた刀の存在を気にとめなかった。


「試すって、今のが──！」


「それを見れば、あくまで『試し』というのは理解できるかと思いますが」


　男の視線が、少年の足下へ向けられる。


　そこに、小さな物体が落ちていたのだ。


　藁わら人にん形ぎようであった。


　片手で握にぎりしめられそうな、ごく小さな人形だった。


　その多くが胴どう体たいの中程ほどで釘くぎのような穴を穿うがたれ、あるいは獣けものの牙きばにやられたように切り裂さかれており──そして人形の手には、ちゃちな玩具の刀が埋うめ込んであったのだ。


「その刀で、人は切れますまい」


　男は、あくまで冷静な声で言う。


「あたしらは……この人形の式神とやりあわされてたわけ？」


　穂波が、落とした声で言う。


　その蒼あおく澄すんだ瞳が、男をまっすぐに見つめていた。


「今の結界は、幽かくり屋やみたいなもん？」


「そこまでのものでは。……今の京都駅は極きわめて金ごん気きの強い土地ですので、その金気を借りるカタチで、少しだけ位相と認にん識しきをすり替かえただけです。魔法使いとそれ以外の方とで、少しだけ感じるものを置き換かえた程度ですよ」


　大がかりな呪じゆ術じゆつではない。


　しかし、ひどく繊せん細さいな術式だった。


　催さい眠みん術じゆつを思えばいい。おそらくはこの空中広場に限定して、一いつ般ぱん人じんといつきたちとを別々の場所へ誘ゆう導どうしたのだ。互たがいの距きよ離りはわずか数メートルだというのに、魔術で切り離された空間の出来事を、どちら側からも認識することはできなかった。


　まして、いつきはまだしも、穂波やアディリシアにまでそのことを気づかせぬ技量はただごとではありえない。


「あんたは、誰だれ？」


　穂波の問いに答えたのは、男ではなかった。


「……御み厨くりや、藤とう次じ」


　と、声があったのだ。


　大階段からだった。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」
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　四匹の猫の声が重なって、もうひとり平安風の羽織を纏まとう青年を露あらわにした。


　猫屋敷蓮である。


　大階段を直接走ってきたのか、かすかに息を弾はずませていた。


「御厨藤次。それがその男の名前ですよ」


　と、青年は顎あごをしゃくった。


「な、何これ、どうしたの？」


「え、ええと……いつきくん？　もう来てたの？」


　背後から、みかんと黒羽がきょろきょろと周囲を見回す。


　そして、


「……お前、何してやがった？」


　これはオルトヴィーンがきつい声で問うた。


　赤いコートの少年は猫屋敷と同じく、この場で行われた魔術戦せん闘とうを感知したのか、視線に敵意を漲みなぎらせていた。


　かつりと広場に踵かかとを踏ふみならし、少年はいつきや穂波たちを庇かばうように前へ出た。


「人の身内に、お前は何をしやがった？」


　ぎちりと嚙かみつくような声。


「あ、あ、オルトくん」


　制止するようにいつきが手をあげたりさげたりして、男は硬かたい声で呟つぶやいた。


「……ああ、なるほど。これが〈アストラル〉ですか」


「だから、何だ」


「いいえ」


　オルトヴィーンの言葉にかぶりを振ふって、集まった〈アストラル〉の七人へ──とりわけ猫屋敷へ、ほんの一いつ瞬しゆんだけ、男は複雑な表情をした。


（え……？）


　あるいは、いつきしか気づかなかったかもしれない。


　複雑な、としか言いようのない顔だった。


　怒いかりだとか恨うらみだとか憎にくしみだとか比ひ較かく的分かりやすい感情も、それ以外の感情も交じっているようだった。いろいろな感情の絡からみ合った結果として、氷山の一角だけが漏ろう出しゆつした──そういう風だった。


　途と轍てつもなく深くて広い、洞ほら穴あなの入り口を垣かい間ま見みたようだった。


　それも、一瞬だけのこと。


　次の刹せつ那なには、男は厳しい面おも持もちを取り戻もどしており、改めて自らの名を口にした。


「〈アストラル〉へ手紙を差し上げました、御厨藤次と申します」


　と言って、瞼まぶたを閉じた。


「〈八葉〉が当主、御厨庚申の嫡ちやく子しにあたります。〈アストラル〉の皆みな様さまにおかれましては、はじめてのお目もじ。どうぞ重ねての無礼をお許しくださいますよう」


　そう言って、深く、頭を下げたのだった。
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　いつきたちが修学旅行の旅館に戻ってきたのは、夕食の時間であった。


　七しち条じようの外れにある、大きめの古い旅館だった。


　幾いく分ぶん汚よごれが目立つが、毎年使っている旅館だけあって手て際ぎわは良い。


　配はい膳ぜんされたお盆ぼんの一応京都風っぽくしてみました的な料理へ、食欲旺おう盛せいな学生たちがかぶりつき、今こそ我が世の春とばかりに騒そう々ぞうしく話している。教師も旅館側も程度を超こえない限りは放置しており、あたりは文字通りの鉄火場だ。


　そんなテーブルの一角で、手があがった。


「お？　イバイツ腹痛とか言ってなかったっけ？」


　スプーンをぶらぶらと動かして、山田が座っていたのである。


　相変わらずの碁ご盤ばんみたいな顔の上で、ぐりっとした瞳ひとみが少年を映している。


　いつきは曖あい昧まいな笑え顔がおを浮うかべて、軽く腹部を撫なでた。


「あ……うん、もう大だい丈じよう夫ぶだから」


　穂波やアディリシアと一いつ緒しよに抜ぬけ出た理由を、そういう風に説明していたのだった。


　ちなみに、穂波たち女子の食事は別べつ棟むねである。


「山田こそ同じ班なのにごめん」


「いいっていいって。功刀さんも委員長だからほとんど別行動だし、俺も複数ラインで計画練ってたかんな。うししし、まずは四条のゲーセンで三つほど連勝記録とハイスコア塗ぬり替かえてきたぜ！」


　びっと親指を立てたあたり、学院きってのゲーマーは健在らしい。


　もともと山田といつきは同じ班なわけだが、この修学旅行、班ごとでの行動はそれほど重視されていない。


　一部のオリエンテーリングなど全員行動を強制されているイベント以外は『生徒の自主性を重んじる』という大義名分──直訳すれば極きわめていい加減な運営のもと、その場その場で適当に生徒同士が仲間を見つけて、遊び場へ繰くり出している寸法だ。


　──と。


　いつきにも見覚えのある男子学生のひとりがやってきて、山田の後ろからこそこそ顔を寄せたのである。


「……れ、例のブツあるか？」


　やたらと挙動不ふ審しんに周囲を見回しながら、耳打ちする。


　麻ま薬やくの売人を探す素人しろうとだって、もうちょっとスマートにやるだろう。


「松竹梅それぞれ、千円、七百円、五百円なり。びた一文まからないのでよろしく」


　すました顔で山田が並べたてた。


　しばらく悩なやんだ末に、ちゃりんと硬こう貨かが音をたてる。


「た……竹」


「おお、毎度あり！」


　ぱっと山田が商売用の笑顔を浮かべ、ホッチキスで綴とじたプリントを差し出した。


　いそいそと学生が去っていってから、いつきはテーブルに座ったクラスメイトへ向き直った。


「何それ？」


「ん？　京都の甘いモノ＆いい雰ふん囲い気き作りの店リスト。松竹梅で上位なほど、地元の学校と協力作成したマル秘情報が入ってくるお客様に優やさしい商売なのですだよ」


　ぺらぺらと、手作りっぽいプリントの束を山田が振りかざす。


「どこもかしこも修学旅行の一大イベントにそなえて余念無しってわけ。まあ、三泊ぱく四日の長丁場つっても肝かん心じんなのは最初だし、今いま頃ごろ俺のところに買いに来てるヤツはアマチュアもアマチュアだわな」


　うけけと笑い声を漏もらす。


　こういうあたり、この親友は極めて周しゆう到とうである。というか小こ銭ぜに稼かせぎの機会は逃のがさない。ある意味、穂波とはいいコンビかもしれない。


「えと、地元の学校って……いつの間に？」


「イバイツ？　世界はグローバルなネットワーク時代だぜ？　こういうときこそ協力しないでどうする。もちろん得られた利益はある程度還かん元げんするんだけどな」


　山田が顎あごをさすり、訳知り顔で語り出す。


　それから、不意にいつきの方を妙みような目つきで見た。


「なんだよ」


　この相手には、いつきもちょっと強い語調で問う。


　すると、


「いや、お前にもいるんじゃないか？　なんだったら小学校時代からの親友の情けで百円サービスしてやるぞ？」


「はい？　なんで？」


　きょとんと、いつきは首を傾かしげた。


「…………」


　そんな少年の様子をまじまじと見て、山田は碁ご盤ばんみたいな顔を歪ゆがめた。


「ええと、マジでどっちも誘さそわないわけか？」


「……誰だれを？」


「あー、分かった。イバイツに聞いた俺が悪かった。猫に真しん珠じゆ、豚ぶたに小判──ん？　逆だっけ？　いやとにかくお前は今世紀最大の資源無む駄だ遣づかい男として、環かん境きよう団体から後ろ指をさされまくったほうがいい」


　首の後ろを叩たたいて、山田がテーブルから立ち上がる。


「んじゃ、俺は飯終わったしちょっと戦場に戻もどってくるぜ！　先生が来たとき戻ってなかったら、適当に誤ご魔ま化かしてくれよ！」


「苫とま小こ牧まい先生だったら誤魔化せないよ」


「姉貴だったら、後で小一時間も説教されりゃ済むって」


　小こ粋いきに指を振ふって、碁盤顔の戦士が戦場ゲーセンへと駆かけ出していく。


　それを見送って、いつきは自分の食事へ箸はしを伸のばした。


　かなり大おお雑ざつ把ぱに盛られた白米を口にして、さやえんどうの胡ご麻ま和あえや湯葉の刺さし身みへと箸を進める。小さな椀わんがやたらと多いのは、一応懐かい石せき料理の八はつ寸すんを意識したらしい。


「…………」


　あまり、味が分からなかった。


　もむもむと咀そ嚼しやくしながら、いつきは胸の動どう悸きを押さえるのに精せい一いつ杯ぱいだった。


（……えと、その）


　少しだけ、さっきの会話は噓うそだったのだ。


　どっちも誘わないのかという言葉は、確かに少年の意識を揺ゆらした。


　ごしごしと、頰ほおをさする。あるふたりの顔がちらついて、さっきからそのへんが熱くなっていた。


（ああ、もう！）


　ぼうっとする頭をこづいて、少年はきゅっと唇くちびるを嚙かむ。


　自分は、何を考えてるんだろう。


　やたらふわふわして、熱でも出したような、足元の定まらない感じだった。


　旅行のせいかもしれない。いつもと違ちがう環境が、少しだけテンションをおかしくしているようだった。


　……悪い気分、というわけではない。


　本当なら、もう少し浮うかれていてもいいのかもしれない。





　ただ、今はそれどころではなかった。





「…………」


　こっそりと、眼帯に触ふれる。


　まだ痛みが残っていた。


　以前よりも鋭するどく、自分の右目は呪じゆ力りよくや魔ま性しように反応する。


　この眼帯を外さずとも、穂波やアディリシアに指示を下せるぐらいに、この右目は成長してしまっている。


（成長？）


　分からない。


　ただ、ゆっくりと何かが膨ふくれあがっている感じはあった。


〈アストラル〉の社長となって以来、自分の中で育ってきた何かが──ついに頭をもたげてきたような、そんな予感をいつきは覚えていたのだった。


　そして、その右目が見たモノを、少年は忘れていなかった。


（……あの、人は）


　思い、息を止める。


　同級生たちのざわめきも遠く、少年は少し前の記き憶おくに埋まい没ぼつしていった。


　つい一時間前、いつきは〈アストラル〉代表取とり締しまり役やくとして、〈八葉〉と面会してきたばかりだったのだ。





　　　　＊





　京都駅より、いつきたちは車で移動していた。


〈八葉〉の当主嫡ちやく男なんだという、御厨藤次と名乗った男の案内だった。


　鴨かも川がわを北上し、下しも鴨がも神社にほど近い河原沿いで車を下ろされ、そこからは徒歩になった。


　──鴨川。


　高たか野の川と賀か茂も川を合一させて京都の東を流れていく、歴史ある一級河か川せんだ。


　穂波やアディリシアに言わせれば、河原という土地は流れる呪力を取り入れやすく、また穢けがれた呪力を濯すすぎやすい──魔法使いにとってこの上ない場所だという。


　そんな河原のほど近く。


　川の水気が残るしっとりとした空気の中に、その屋や敷しきはあった。


　古びた千鳥破風の塀へいは濡ぬれたようで、その向こうの平屋造りの母おも屋やなど季節はずれの霧きりに煙けむるようだった。


　まるで、水の中にあるような屋敷だった。


　静かに、しかし確かに呼吸する、自分たちとは違う生物。


　そんな風に、屋敷は見えた。


　正門を通され、その屋敷の座敷で、いつきたちは待たされることになった。


　広い座敷だった。


　おおよそ二十畳じようほどはあるだろうか。


〈アストラル〉の七人が座ってもなんら閉へい塞そく感はない。奥に御み簾すがかかっていて、普ふ段だんここの当主はその御簾の向こうから指示を下しているのだろうと思われた。


「…………」


　ごくり、と唾つばを飲み込み、いつきが視線を外へ逸そらした。


　座敷の障子が開かれており、庭が覗のぞいている。


　ほんのかすかな、花の香かおりがあった。


　塀にかかった、鮮あざやかに赤い彼ひ岸がん花ばなだ。


　傍そばには苔こけむした石いし灯どう籠ろう、浅い池が楕だ円えんのカタチに造られている。


　空はいつのまにか分厚い雲に覆おおわれていて、香り薄うすい彼岸花の緋ひ色いろだけが熱のない炎ほのおのように揺れている。そんな花や敷しき詰つめられた石や砂に至るまで、繊せん細さいな淡あわい呪力を循じゆん環かんさせているのが、いつきの右目には見えた。


　太たい極きよく。


　広く、大きく、陰いん陽ようふたつの渦うずが絡からみ合う図を少年は思う。


（じゃあ、これも……）


　屋敷全体に湛たたえられた水のごとき大気もまた呪力なのだろうと、いつきは考える。


　淡い水気のごとく自然に、しかし周囲の土地までも取り込んで、呪力の陣じんが張り巡めぐらされているのだ。


　この土地と屋敷とが、それだけ自然に密接しているのだ。


「……これも……魔法」


　ぽつりと、呟つぶやく。


　それは、いつきの知らない在り方だった。


〈ゲーティア〉のように傲ごう然ぜんと支配するのではなく、葛城家のように陰いん惨さんな闇やみを蓄ちく積せきするのでもなく、はたまた〈アストラル〉のようにひっそりと隠かくれるのでもない、その土地の空気に淡く溶とけ込むかのような魔法使いの在り方。


　千年の王朝を陰かげで支えてきた、陰おん陽みよう道どうという魔ま法ほうのカタチ。


　思えば、京都駅で争った御厨藤次の術もそのようではなかったか。


　あるいは、猫屋敷も──


「馬鹿（Dummkopf）」


　と、罵ば倒とうされた。


「わ」


　考え事をしていたいつきが、動転して振ふり返る。


　無論、オルトヴィーンだった。


「どうせ、ぐちゃぐちゃくだらないこと考えてるんだろ。相手と会う前からいちいち呑のまれてどうする、糞ったれ（Scheisse）」


「あ、ははは……それも、そうかな」


「それもそうかなじゃない。お前の部下やる身にもなってみろ」


「……うん」


　これは素す直なおにうなずいて、いつきが頰ほおを搔かいた。


　言われたい放題だったが、それでも緊きん張ちようはほぐれたからだった。


「ありがとう」


「知るか」


「むう。オルくんはお兄ちゃん社長にだけ親切な気がする！」


「お前も黙だまれ、ちび巫女みこ！　査定下げるぞ！」


「そ、そればっかり！　横暴上司反対！」


　みかんが糾きゆう弾だんし、オルトヴィーンが舌打ちする。


　ついで、猫屋敷が膝ひざ元もとの玄武を撫なでながら唇くちびるをほころばせた。


「すいませんね社長。こんなところまで付き合わせてしまって」


「いえ。これも社長の仕事ですし」


　微び笑しようする。


　猫屋敷とこの〈八葉〉との関係を、詳くわしく聞いたわけではない。


　根ね掘ほり葉掘り聞くような真似まねが、いつきにできたわけではない。


　それでも、〈アストラル〉の社長として介かい入にゆうしなければならない事こと柄がらなのは確かだった。


　案内役の立ち去った襖ふすまの方を見て、


「さっきの……御厨藤次さんって人は、猫屋敷さんの……」


「ええ。腹はら違ちがいの兄ですね」


　いつきの問いに、猫屋敷がうなずく。


「昔はこう、いろいろとありましてね。……怪け我がとかしませんでした？」


「あ……大だい丈じよう夫ぶです。ちょっと、驚おどろかされちゃいましたけど」


「驚かされましたか……」


　その言葉の意味をどう摑つかんだものか、青年の唇がかすかに引き締しめられた。


「もしも、です」


　と、呟く。


「もしも、この会見で社長の意に添そわない依い頼らいが出た場合は、すぐに私を──」


　私を──


　その先、猫屋敷はどう言おうとしたのだろう。


「……にあ」


　と、猫屋敷の膝ひざにいた玄武が鳴いた。





　──刹せつ那な、





　御み簾すの向こう側へ、気配が生まれた。


「っ──!?」


　いつきが、雷かみなりに打たれたように振り返る。


　穂波やアディリシアも少し遅おくれて反応し、みかんと黒羽はそのふたりにつられて振り向いた。


　オルトヴィーンが、コートのポケットに入れた手を強く握にぎりしめた。


「…………」


　猫屋敷だけは、変わらず御簾を眺ながめていた。


　気配は、そこに座っていた。


　初めからそこにいたかのような、自然さであった。


　それでいて、横おう溢いつした気配は人というよりも獣けものに近い。檻おりや柵さくなしに猛もう獣じゆうと対たい峙じしているような気分が、いつきにはした。


　先までしっとりと心地ここちよかった空気が、突とつ如じよ濃のう硫りゆう酸さんと化したような気さえした。


「あ……」


　嗄かれた喉のどを、必死で動かす。


　極度の緊張で心臓がばくばくと鳴るのをこらえて、いつきが頭を下げた。


「は、初めまして、〈アストラル〉の伊庭いつきです」


「……〈八葉〉の、御厨庚申と、申す」


　一言ずつ区切って、気配が言う。


　それだけしか息が保もたぬというようでもあった。


　危き篤とくというのも、噓うそとは思えぬ。


　がさがさと、ひびわれた唇の音。


　御簾に映った影かげと声だけでは年ねん齢れいを推おし量れぬが、おそらく六十前後だろうか。


　生命維い持じ装置に横たえられている獅し子しを、いつきは想像した。たとえ死にかけていても、こちらの首ぐらいはたやすく踏ふみつぶせる怪かい物ぶつだった。


「この、ような、簾すだれ越ごしの、不作法、を、お許し、ください。いささか、人に見せるは、お見苦しい、面相ゆえ」


　訥とつ々とつと、気配が語る。


　その視線が異様に鋭するどくて、いつきは自分の顔を直接触ふれられているような気さえした。


　気配が、いつきからアディリシアへと視線を移す。


「〈ゲーティア〉の、アディリシア、様とは、十二年ぶりですが、お覚えですか？」


　アディリシアの長い睫毛まつげが震ふるえた。


「私が、お会いしたことが？」


「オズワルド様とは、二、三度面会する、機会を、得ました」


　と、声が言う。


「アディリシア様は、ご体調を、崩くずしていたと、いうことで、直接は、お会いできません、でしたが、京都ここまで、は、来られていた、はずです」


「…………」


　アディリシアは、沈ちん黙もくする。


　十二年前。


　当時、一度来日したのは知っている。


　オズワルドが、先代の〈アストラル〉と接せつ触しよくしたときだ。


　アディリシア自身は当時の記き憶おくがない。単純に五歳そこらだったからというのもあるが、そこで何かの事件に巻き込まれたためだ。声──〈八葉〉当主・御厨庚申の言葉は、その事実とも符ふ合ごうしていた。


　再び、気配がいつきへと向き直る。


「蓮は、そちらで、達者でした、か？」


「…………」


　その答えに、いつきは一いつ瞬しゆん躊ちゆう躇ちよした。


　隣となりを見やれば、猫屋敷はいつものように正座していた。


「……にあ」


「にゃあ」


「うにゃあ」


「にぃ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]あ」


　四匹ひきの猫を膝や懐ふところに置いたまま、この青年だけは変わらずに少年を見つめていた。糸のように細められた目は、しかし少年を柔やわらかく見守っていた。


　少年を信しん頼らいしていると、告げていた。


　だから、その瞳ひとみこそが、いつきの背中を押した。


「僕がここにいるのは、猫屋敷さんのおかげです」


「……ほ、う」


　気配が興味深そうに、少年を睨ねめつける。


（…………っ）


　胸が、詰つまる。


　さきほどと、また視線は変じていた。


　泥どろのごとく、こちらの身体からだの内側まで浸しん潤じゆんしてくる。前の視線が『威い圧あつ』であれば、今のそれは細さい胞ぼうひとつずつさえも見落とすまいとする『観察』だったろうか。


　ずきり、と右目が痛んだ。


　気配の変化に従って、少年の右目が反応するほどに御み簾すの内側で呪じゆ力りよくが盛り上がっていた。


　和室の空気も、在り方を変えている。


　主あるじの呪力に応こたえ、ごおごおと流れ、軋きしみ、少年たちを取り巻いている。


　やめよ、と。


　やめよ、と呼びかけているように思えた。


　花一輪、砂の一ひと粒つぶでさえもこの屋や敷しきでは、この主に服従するのだと、そう叫さけんでいるようでもあった。


　いつきは、強く奥歯を嚙かみしめた。


　問われたことではなく、ただ心から溢あふれた言葉を口にする。


「猫屋敷蓮は、〈アストラル〉にとってかけがえのない人です」


「……なる、ほど」


　気配は、うなずいたようだった。


　すぐに、


「……それは、重ちよう畳じよう。〈八葉〉の、陰おん陽みよう師じが、〈アストラル〉に、かけがえのないと、そう、おっしゃるか」


〈八葉〉の陰陽師だと、気配は言う。


　あくまで〈アストラル〉に貸し出しているのだと強調する。


　和室の空気が、いつきと御簾の向こう側と──ふたつを中心に循じゆん環かんしはじめる。若き結社の首領を、その空気の流れが包み、隔かく離りしてしまうようにも見えた。


　それを打破するごとく、隣に座した猫屋敷は、自分から切り出した。


「〈アストラル〉に依い頼らいがあるということでしたが」


「…………」


　気配は、猫屋敷へ注意を移した。


　一瞬の間をおいて、


「そう、ですな」


　と、呟つぶやく。


「お願いを、先に、言うのが、筋と、言う、ものでしょう」


「お願い？」


「ええ。簡単な、ことですとも」


　気配が、御厨庚申と名乗った声がくぐもり、こう続けた。


「あなたがたが、飛鳥で、やった、ことです」


「飛鳥で？」


　いつきの眉まゆがひそめられる。


「飛鳥で、葛城家で、見事に、やりおおせた、でしょう」


　気配は、愉たのしげに少年を見やる。


　ぞくり、といつきの背筋を悪お寒かんが這はった。


　やっと、この男の──御厨庚申の言っている意味が、少年にも理解できたのだ。


　ずっと黙だまっていたみかんもまた、その意味にさあっと顔を青ざめさせたのだ。


「お兄ちゃん社長、それって……」


　少女には分かった。


　葛城家の長い因いん縁ねんを断たち切った、それこそが少年の成した最大の奇き蹟せきだったからだ。


　奇蹟という名に何の偽いつわりもない、たくさんの人の想おもいと偶ぐう然ぜんを積み重ねて摑つかみ取ったモノだと知っていたからだ──！


「あなたが、葛城家でやった、そのことを、私は、お願いしたい、のです」


　もう一度、気配が言った。


　ゆらあり、と御み簾すの向こうで笑ったようにも思えた。


　御簾そのものが……笑ったように見えた。


「このたび、〈八葉〉は、大祭に、入ります。……ついては、京都の、我が〈八葉〉の、霊脈レイラインを、あなたに、造り、直して、いただきたい、のです……」





　　　　２




　いつきたちの去った後、和室にはひとりの男が戻もどっていた。


　この屋敷まで少年たちを案内した、御厨藤次であった。


　正座し、深く頭を下げている。


　その姿勢のまま、


「あれが……〈アストラル〉です」


　と、口にした。


　長く、沈ちん黙もくが訪おとずれた。


　藤次の姿はそのままで、御み簾すの内からも声が発されることはなかった。


　それでも藤次は動かない。障子に差した夕ゆう陽ひが傾かたむき、はかなげな緋ひ色いろを濃こくしていっても、その沈黙は続いた。


　やがて、十分以上もした頃ころだったか。


「……おお」


　と、応こたえがあった。


「面おも白しろ、かった。あれが、今の、蓮の、いるところ、か」


　蓮、と気配が口にしたとき、一瞬だけ藤次の頰ほおが震ふるえた。


　それに気づいたか気づかなかったか、御簾の向こうから、声は新たにくつくつと笑えみをくぐもらせた。


「面白か、った。あれ、が妖精眼グラム・サイト、か」


「はい」


　藤次が肯こう定ていする。


　すると、気配は別のことを尋たずねた。


「蓮と、〈アストラル〉の首領が、言っていた、な」


「何を、でしょうか」


　藤次が聞き返すと、気配はまた沈黙した。


　今度は短かった。


「お前、が、〈アストラル〉を、試ためしたと」


「はい。妖精眼グラム・サイトを、この目で確かめたく」


「……噓うそを、言え！」


　御簾が、破れた。


　がつ、と嫌いやな音がした。


　鉄と肉の相打つ音であった。


　藤次の額が裂さけ、血の帯が眉み間けんから鼻の筋に沿そって流れた。


　膝ひざ元もとに、香こう炉ろが転げていた。御簾の内側からそれが放ほうり投げられ、藤次の額を打ちよう擲ちやくしたのであった。金属でできた香炉は、畳たたみを転がって、ざらりとした灰を撒まき散らした。


「おぬし、愉たのしかった、のであろうが」


　と、気配は問い糾ただした。


　たちまち和室に血の臭においがたちこめ、それに興奮するかのように、御厨庚申の声も昂たかぶった。


「ソロモンの、姫ひめを、ヘイゼル・アンブラーの、孫まご娘むすめ、を、自分の、縄なわ張ばり、で手玉に、取って、愉しかった、のだろうが！」


「はい」


　藤次が首しゆ肯こうする。


　破れた額から、畳へと血が滴したたった。


　相当な痛みであろうに、藤次は苦鳴のひとつもあげなかった。黙ったまま、上質の紬つむぎへとろりと血が染しみていった。


　声が、さらに言う。


「どちらの、魔女も、真っ向、から、やれば、おぬし、の、敵かなう、相手、では、あるまい。血も、才能も、おぬしの、及およぶ、ところ、では、あるまい！　それを、あの、土地の、霊脈レイラインを、使って、なんとか、互ご角かくらしい、カタチに、して、愉ゆ快かい、だったのだろうが！」


「はい」


　藤次はますます眉間の皺しわをきつくして、うなずく。


「そんなに、愉しかった、か。齢よわいに、すれば、半分ほどの、小娘を、相手に！」


「はい」


　かかっ。


　気配が嗤わらった。


　か、かか、かか、かか、と笑い声は不連続に響ひびいた。


　その哄こう笑しようが和室を蝕むしばむようだった。夕ゆう闇やみとともにとろけていき、這はいずるように畳を穢けがしていった。幾いく百ひやく、幾千匹びきという蚯蚓みみずが畳の上をのたくっているようでもあった。


「蓮を、どう、思った？」


「…………」


　今度は、藤次は答えなかった。


「久し、ぶりに、出会って、どう、思った？　羨うらやまし、かったか。憎にく、かったか。皆みな、そうなる。わし、もだ。魔ま法ほう使つかい、なら、皆、あの男、を、焦こがれる、だろうよ。あれ、が、出しゆつ奔ぽん、したとき、お前は、喜んだ、か。苦しんだ、か」


「…………」


　やはり、藤次は答えない。


　庚申の声へ、ほんの少し、淡あわい感情が色づいたことに気づいたからかもしれない。


　妄もう執しゆうではない。


　狂きよう気きでもない。


　一時、声こわ音ねから窺うかがわれたのは──驚おどろくべきことに、ごく真っ当な人間の持ち合わせているような、懐なつかしみや優やさしさに似た感情だった。


　ほろほろと柔やわらかな、失われたどこかへ向けられた、切ない色だった。


　とうに潰ついえた、古き時代の夢を漏もらすようでもあった。


　だからこそよりきつく、藤次は拳こぶしを握にぎりしめた。


　握りしめすぎた拳から血の気が引いて、白く色を失っていった。


「……まあ、いい」


　と、声は振ふり捨てるように言った。


　気配が切り替かわる。


　障子に差していた夕闇が、漆しつ黒こくへと変じていく。


　ぎちぎちと、一時芽生えた感傷を磨すり潰つぶすように、御簾の向こう側で愉ゆ悦えつと激情がごたまぜに攪かく拌はんされていく。煮にえたぎる坩堝るつぼのように、思想の純度だけが高まっていく。


「今は、大祭、が先、だ」


　と、気配は言った。


　嚙かみ潰すような声だった。


　自分の中の色々なモノを嚙み潰して、なお残ったモノが叫さけび立てるような声だった。


「本当に……霊脈レイラインを造り替えるつもりですか？」


　はじめて、藤次が問うた。


「土地、こそは、魔法、使いの、『力』、だ」


　気配が答える。


「わしは、わし、の、国を、造る。その、ためなら、〈アストラル〉の、異い端たん、とでも、組む。あの、蓮とて、許す」


「しかし、蓮は」


　はじめて藤次が抗こう弁べんした。


「許す、と、言った」


　その抗弁を断たち切って、気配はぞろりと嗤ったのだ。





「蓮が──わしを、殺そうと、した、こと、も、許す」





　その響き。


　その欲望の深さ。


「竜りゆうを、摑つかむ、ぞ」


　御み簾すの裂さけ目から、内側が覗のぞいていた。


　低頭したまま、どこかしら醒さめた藤次の瞳ひとみが、その内側を映し出していた。


　枯かれた大樹を、藤次は思った。


　すでに枯れ果てた大樹が、それでも養分を吸い上げ、根を張った土地さえも腐くさらせようとしている、そんな図を想像した。





　御簾の裂け目から覗いているのは、何かを摑むように持ち上げられた──枯かれ枝のごとき老人の手であった。





　　　　＊





　陽ひが落ちる。


　夜になると、街はまた新たな貌かおを見せる。


　細かなところを見る必要はない。


　風ひとつとっても、そうだ。


　頰ほおに当たる風の変化でも、その街の在り方は実感できる。じりじりと膚はだの内側から蒸むすような九月の暑さとうって変わって、この街の、夜の風は優しい。


　とりわけ、古い建物は、そうした特性を前提に造られている。


　そこも、そうだった。


　檜ひのきで出来た窓に、涼すずやかな夜風が渡わたると、ふわりと部屋全体へ広がった。


　森のただ中にいるような、柔らかな香こう気き。


　奥の間には、水すい墨ぼく画ががかかっていた。


　か細い枝の上で、山に向かって雀すずめが飛び上がろうとしている──そんな絵だ。


　どの調度にも、凜りんとした風ふ情ぜいが行き渡っている。訪おとずれる者の心をほどよく緊きん張ちようさせ、ほどよく包み込もうとする、主あるじの気持ちが行き届いた和室だった。


　そんな部屋の中央で、


「んむ[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]」


　ちっちゃな腕うでを組み、唇くちびるをへの字にして、ツーテールの巫女みこは不ふ機き嫌げんそうだった。


「なんだかなんだかなんだかなんだかなんだかおかしな感じなのっ！」


　ぷんすかと言って、両足をばたばた動かす。


　ついでに両手も振り回し、適当に触ふれたお茶菓が子しを投げ飛ばす。


　白虎と朱雀も、この小さな暴君を前に、怯おびえて部屋の隅すみで丸まっている始末だった。


「猫屋敷さんは、どうなの!?　なんかおかしくない！　いきなり呼びつけて依い頼らいして、それも霊脈レイラインを造り替かえろだなんてちょっと勝手すぎるんじゃないの!?　だいたい、そんな大行事勝手にやったら、土地の神様に怒おこられちゃうよ!?」


「まあ、それはそうなんですけどね」


　顎あごのあたりを扇せん子すで押して、壁かべにもたれた猫屋敷も苦笑いした。


　猫屋敷たちが泊とまっていたのは、上かみ七ひち軒けんと言われる土地の、小さな家屋であった。


〈八葉〉との面談の後、猫屋敷たちは修学旅行中のいつきたちと離はなれ、別に用意したこの部屋へ転がり込んでいたのだ。


「おや」


　と、猫屋敷が部屋の入り口を振ふり返った。


　がらり、と乱暴に襖ふすまが開く。


　入ってきたのは、耳当て付きの帽ぼう子しに真しん紅くのコートを纏まとった少年だった。


　いぶかしげに青年の方を見やって、オルトヴィーンが唇を歪ゆがめる。


「ここ、お前の馴な染じみの宿なのか？　妙みように慣れた感じだったけど」


「宿じゃなくてお茶屋ですけどね。まあ、昔、時々お世話になった場所でして」


　微び苦く笑しようして、猫屋敷が訂てい正せいした。


　さらに、オルトヴィーンの後ろからついてきた黒羽も、やたらわくわくした様子でガッツポーズしていた。


「すっごくすっごいです！　なんか舞まい妓こさんとかいてびっくりしました！　白粉おしろいとかすっごい綺き麗れいですし──ええと、やっぱりここで舞ってくれたり、いろいろ遊んでくれたりするんですか？　よく時代劇であるような帯引っ張ったりとか！」


「いや、帯は引っ張りませんが……似たようなのはありますけど。まあ上七軒は古い場所なもんで、こういうお茶屋も残ってるんですよ」


　ちなみに、そういう相手をしてくれるのはたいてい舞妓ではなく芸げい妓ぎなのだが、そのあたりはいちいち説明しない。


「……ふん」


　鼻を鳴らして、オルトヴィーンが身を翻ひるがえした。


　コートの内側から小石をつまみ、部屋の四よ隅すみにころころと転がしていく。


「それは何をしてるんです？」


　黒羽が天てん井じよう近くから覗き込む。


「とりあえずの警けい戒かい用だ。お前は触れるなよ。剝むき出しの霊エーテル体が触れたら弾はじけとんでも知らないぞ」


「は、はい！」


　あわててこくこくとうなずいた黒羽に、オルトヴィーンはつまらなげに唇を歪めた。


　それから、もう一度猫屋敷に向き直った。


「危き篤とく……ってのは噓うそじゃないみたいだな」


　何のことかは、付け加えずとも伝わった。


　御厨庚申である。


「屋や敷しきの呪じゆ力りよくがあれだけ安定してるってのに、主あるじの方はメチャクチャだ。危篤って言い出してから一年以上とは言うけど、ここまで保もった方が奇き蹟せきなんじゃないのか」


「まあ……そうでしょうね」


　猫屋敷が肯こう定ていする。


　みかんと黒羽が、息を飲んだ。


「ああ、そうお気になさらず。父とはいっても真っ当な家族じゃなかったですからね」


「で、でも……」


「いやいや、本当に気になさらず。どちらかと言えば──」


　言いかけた猫屋敷を、オルトヴィーンが制した。


「あー、別にいい。どうせボクも似たようなもんだ。他人の事情どうこうまでうだうだ詮せん索さくするつもりはない」


　北ほく欧おうの結社〈ミーミル〉からオルトヴィーンが移い籍せきしたのは、本人の意思ではない。


　厄やつ介かい払ばらい、のようなものだ。


　オルトヴィーンの師でもあり仇かたきでもあるひとりの吸きゆう血けつ鬼きを怖おそれて、〈ミーミル〉は少年を追放したのである。〈協会〉側から依頼され、〈アストラル〉への牽けん制せいや監かん視しも兼かねてのことだったが、別段オルトヴィーンはそのことを恨うらんでいない。


　逆の立場なら、自分も同じ選せん択たくをしただろう。


　ツェツィーリエ──あの女吸血鬼はあまりに強大すぎたし、自分はどうでも良い存在だった。


　仲間を危険に晒さらしてまで、庇かばう価値などあろうはずもない。


　そして、だからこそ予感できるのだ。


　猫屋敷蓮と〈八葉〉の間にある、問題の複雑さを。


「……魔ま法ほう使つかい同士で、まともな関係なんか望むべくもないしな」


　吐はき捨てるように、オルトヴィーンが言う。


　それから、


「ただ、あの依頼……単純に断るわけにもいかないぞ」


「まあ、難しいところですね」


「──そうなの!?」


「──そうなんですか!?」


　ふたりの言葉に、みかんと黒羽が同時に声をあげた。


　ややため息混じりに、オルトヴィーンが片目をつむってみかんを指さす。


「ボクは入社する前だけどな。お前のところの霊脈レイラインを、あの馬鹿（Dummkopf）がいじったんだろ」


「あ……たし？　えと、葛城の？」


「それだ」


　オルトヴィーンがうなずく。


「去年の冬。お前のところの事件を片づけるために、あの馬鹿（Dummkopf）は霊脈レイラインひとつを丸々いじったんだろうが。その負い目がある以上、おいそれと断るわけにはいかないさ」


　御厨庚申の言った──いつきが飛鳥で行った結果だ。


　飛鳥と京都とは、単純な近さもさることながら、いくつかの霊脈レイラインでつながっている。


　つまり、伊庭いつきが行った霊脈レイラインの操作は、この京都へも──ひいては〈八葉〉へも大きく影えい響きようを及およぼす行こう為いだったのだ。


　これで〈アストラル〉が〈八葉〉の依い頼らいを断った場合、不当干かん渉しようと言われても仕方あるまい。


「そ、その……あたし……」


「もちろん、みかんさんのせいじゃないですよ」


　取りなして、猫屋敷が扇せん子すを振ふる。


「まあ、あの馬鹿（Dummkopf）の先走りだってのは賛成だ。だいたい切せつ羽ぱ詰つまったからって、霊脈レイラインを直接いじくるなんざ誰だれに分かる」


　オルトヴィーンも唇くちびるを歪ゆがめて、珍めずらしくみかんを擁よう護ごした。


「ほ、ホントに？」


「そうですか……」


　みかんが安あん堵どし、黒羽がそっと胸を撫なで下ろす。


　それを見ながら、


（……実際のところ、アレはかなりまずかったですけどね）


　と、猫屋敷は思う。


　うまくいったから、良かった。


　もしも失敗していれば、飛鳥という土地が死し滅めつした可能性だってある。それは爆ばく弾だんのような分かりやすい破は滅めつではなく、病気や衰すい弱じやくといったカタチをとって、土地の人々をゆっくりと蝕むしばんだことだろう。


　ある意味では、ずっと危険な破滅である。


　ただでさえ〈アストラル〉の立場は微び妙みようなのだ。


　魔法使いを貸し出すという理念は美しいが、一歩間ま違ちがえば、無差別な相手に都合良く『力』を与あたえることにもなりかねない。


　これまで問われなかったのは先代の辣らつ腕わんに加え、今代においては〈アストラル〉が小さすぎたからだ。


　しかし、今の〈アストラル〉は、魔法世界における注目の的である。


　少々の揉もめ事処理ぐらいならともかく、大きな事件に手を出せばそれだけで危険視されかねない。誰だれにも管理しえぬ大きな『力』が無造作に野に転がっているなど、そんなことは許されないのだ。


　言うなれば、〈アストラル〉はいつ爆ばく発はつするか分からぬ爆弾に等しい。


　それも勝手に動き、誰の味方になるやもしれず、絶大な威い力りよくだけが証明されつつある爆弾だ。


（……しかも、嵐あらしが吹ふいている）


　猫屋敷が眉まゆをひそめた。


　いかにも、タイミングが悪かった。


　今、魔術界に吹き荒あれている〈螺旋なる蛇オピオン〉という嵐。


〈協会〉からしてみれば、不確定要素はひとつでも減らしたいところだ。〈アストラル〉などその最たるものだろう。


　そんなとき、〈八葉〉が自らの霊脈レイラインを荒らされたと訴うつたえ出ればどうなるか──。


　おそらく、そこまで考えて、御厨庚申は〈アストラル〉へ依頼している。


〈アストラル〉を、利用しようとしている。


　それが、猫屋敷とオルトヴィーンの共通見解だった。


「魔術結社なんて利用して利用されるのが当然だけどな」


　オルトヴィーンが、机の上の茶を乱暴に取って、喉のどへ流し込む。


「あの馬鹿（Dummkopf）がそういうのを器用にこなせるとも思えない。さっき事情は問わないって言ったけど、ひとつだけ撤てつ回かいするぞ」


　少年は、面めん倒どうくさそうに顔をあげて、正面から銀ぎん髪ぱつの陰おん陽みよう師じを見つめた。


「御厨庚申のことを、どう思っているんです？　猫屋敷先輩」


「…………」


　すぐに、猫屋敷は答えなかった。


　青年はほんの少しだけうつむき、その代わりというように膝ひざ元もとの猫たちが主あるじを見上げた。


「……にあ」


「にゃあ」


　玄武と白虎が小さく鳴いた。


　それでも、青年はずっと黙だまり込んだままだった。


　やがて、かすかに睫毛まつげが震ふるえ、





「御厨庚申は──」





　そう言いかけた、瞬しゆん間かんだった。


「ふえっ!?」


　みかんが振り返る。


　襖ふすまが開いたのだ。


　その向こうで、すうと正座して頭を下げていたのは、お茶屋の女将おかみであった。


「お客様がいらしてます。お通ししましょうか？」


　と、問いかけられた。


「あ、いえ。こちらから迎むかえにいきますよ」


　飄ひよう然ぜんと猫屋敷が立ち上がり、四匹ひきの猫がその後を追った。


　黒羽とオルトヴィーンは、そのまま動かなかった。


「ん？　どうしたの？　オル君も、黒羽お姉ちゃんも」


「……いや……ってだからオル君って呼ぶな」


「な、なんでもないです」


　ふたりして、かぶりを振ふる。


　どちらの耳の中にも、猫屋敷の言葉が残ざん響きようしていた。


　多分みかんには聞こえなかったろう。


　そういうタイミングと位置を見計らい、青年陰陽師は最後にこう言ったのだ。





「──御厨庚申は、私がずっと殺したかった人ですよ」





　　　　３




　いつきは、夜を眺ながめていた。


　旅館の外である。


　ガードレールにもたれて、街を見下ろしていた。


　学校の選んだ宿はちょっとした高台になっていて、都の北方を見下ろすことができたのだ。


　もうすぐ就しゆう寝しん時間だし、引いん率そつの先生か委員長の功刀あたりに見つかったら怒おこられると思うのだけど、いつきはそうする自分を止められなかった。


　見下ろしていると、いくつもの淡あわい光の帯が右目に映った。


　右目にだけ、視えた。


　北は貴き船ふね山やま、鞍くら馬ま山やまから、土地の裏側を渡わたっていく蛇へびのような光。


　それこそがこの都市の霊脈レイラインなのだと、今のいつきには理解できた。土地の血脈ともいえる、雄ゆう大だいな呪じゆ力りよくの流れなのだと認にん識しきできた。


「…………」


　いつきが奥歯を嚙かむ。


　思い出すのは、先の会談であった。


　御厨庚申。


　そして、霊脈レイラインを造り替かえてくれという依い頼らい。


　確かに、いつきは一度、飛鳥の霊脈レイラインを造り替えたことがある。


　いいや、単に造り替えたなどというものではない。土地に溢あふれていた呪力をねじ曲げ、まるまるひとつ新しい霊脈レイラインを練り上げ、創生したのである。


　ダムを造り人工島を埋うめ立てるほどの大魔術を、伊庭いつきはただの一瞬で成したのだ。


　しかし、


（あんなの……）


　と、いつきは自答する。


　あんなの、二度と出来るとは思えない。


　当時の自分は無む我が夢中だった。


　ただひたすら、救いたかっただけ。


　みかんを、その姉の香かおりを、紫し藤とう辰たつ巳みを、橘たちばな弓ゆ鶴づるを助けたくて──葛城家に関かかわった皆みなの努力を無む駄だにしたくなくて、何もかもを忘れて手を伸のばした。


　その結果が、霊脈レイラインの創生。


「…………」


　沈ちん黙もくが続く。


　想おもいは、何ひとつ言葉にならない。


　ただ、自分の右目にとっても、あのときが決定的だったと思う。


　致命的だったと、思う。


　ぎゅう、と眼帯を押さえる。


　自分に、問いかける。


（……怖こわい、のかな？）


　そうだ。


　いつきは、怖いのだ。


　自分がどうなってしまうか分からなくて、怖いのだ。


　今のいつきは、昔のいつきとは違ちがう。


　霊脈レイラインという存在が、魔ま法ほう使つかいにとって、魔法使い以外の人にとってもどれほど大切なものか理解してしまっている。


　自分のやったことが場合によっては数十万という人々を傷つけかねなかった──それほどの危険な行こう為いなのだと認識している。


　すでに、いつきは無知ではない。


　ただの愚ぐ者しやではなく、魔法使いにもなりきれない。


　だったら、自分は何者なのだろう。





　──伊庭いつきは、魔法使いたちの世界で、何をすればよいのだろう。





「……社長？」


「うわっ」


　びくんと肩かたを震ふるわせるどころか、小さくジャンプまでして、いつきが蹴け躓つまずく。


　わ、わわわ、と声をあげて尻しり餅もちをつき、やっとのことで少年は振り向いた。


「穂波」


「どうせ、このへんでうじうじ悩なやんでるやろうと思ったから」


　少年の背後には、仕方なさそうに手をさしだした、眼鏡めがねの少女がたたずんでいたのである。


「あ、はは……予想通りかも」


　その手を握にぎって、いつきが立ち上がる。


　それから穂波はため息をついて、いつきのもたれていたガードレールへ自分も肘ひじをついた。


「ここから……社長やったら霊脈レイラインが視みえるん？」


「うん。ぼんやりと光の帯が見える。布留部市に比べるとずっと大きくて、その倍もゆっくりした感じ」


「そりゃそうや。仮にも千年都市の霊脈レイラインと布留部市じゃお話にもならへんもん」


　穂波が笑う。


　その笑え顔がおは、一時でもいつきの悩みを忘れさせるぐらいに魅み力りよく的だった。


　ガードレールを触ふれたまま、くるりと少女の姿が振ふり返った。


「──社長は、今回の仕事、どう思ってるん？」


　こちらの悩みをまっすぐに打つ、ストレート。


　顔面を弾はじかれた思いで、少年はぱくぱくと口を開き、すぐにぱちんと両手で顔を叩たたいた。


　自分を励はげますようにごしごしと頰ほおを擦こすってから、


「ちょっと……怖いかな」


　と、口にした。


「どうして？」


「いろいろ、怖いよ」


　正直に、告げる。


「霊脈レイラインなんかに触れることも、僕の目のことも、猫屋敷さんの事情に踏ふみいってしまうことも、〈アストラル〉の皆が都合良く使われちゃうことも……全部怖いよ」


「ふうん？」


「な、何？」


　聞き返すと、穂波はちょっと悪戯いたずらっぽく肩をすくめた。


「分かってたんや？　〈アストラル〉が利用されかけてること？」


「……まあ、それぐらいは」


　いつきが微び苦く笑しようする。


　それから、


「穂波は……昔の猫屋敷さんに会ったことあるんだよね？」


「昔？」


「父さんが社長をやってた頃ころ」


　ほんの少し、穂波は息を詰つまらせた。


　この少年が父のことを口にするのが、ひどく珍めずらしいことだったからだ。


「その頃の猫屋敷さんって、どんな人だった？」


「…………」


　穂波は、形の良い顎あごに手をおいて、少し首を傾かしげた。


　古い古い記き憶おくを呼び覚ますために、目も閉じた。古い古い都市の風の中へ、少女は溶とけ込んでいくようにも見えた。


　十数秒ほどして、ぽつりと言った。


「強く、なりたい人」


「強くなりたい人？　強い人じゃなくて？」


「うん。ちょっとだけ、いっちゃんに似てるかも」


　古いあだ名で、穂波は少年を呼んだ。


「僕に？」


「うん」


「どうして？」


「どうしてやろね」


　また、穂波が記憶を辿たどる。


　初めて、猫屋敷と出会ったときのことだ。


　もう、十二年も前の話。


　セピア色に風化しつつある景色の中で、〈アストラル〉はひどく騒さわがしかった。


　にまにま笑いの社長がゲームボーイやスーパーファミコンに熱中してたり、まだ二十そこらの密みつ教きよう僧そうが大量のケーキを運んでたり、巨きよ漢かんの錬れん金きん術じゆつ師しが憮ぶ然ぜんと文句をつけてたり、頼たよりなくお人ひと好よしっぽいスーツの人がその狭はざ間まであわあわしてたり、大好きなおばあちゃんが安楽椅い子すで微睡まどろんでいたりする、事務所の風景。


　そんな中で。


　猫屋敷は、今とはまるで違ちがっていた。


　いつも餓うえているように目をぎらつかせて、ぶっきらぼうなくせに肝かん心じんなところでは妙みように優やさしくて、人に触れられるのを極きよく端たんに嫌いやがっていた青年陰おん陽みよう師じ。いいやまだその頃は、少年という歳としであったろうか。


　当時の穂波は気づかなかった。


　気づかなかったけれど、記憶には残っている。


　その在り方の意味が、今ならほんの少しだけ、理解できる。
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「……司のおじちゃんかも」


「え？」


「いっちゃんと、昔の猫屋敷さんが似てる理由」


　穂波が、そう言った。


「昔の猫屋敷さんは司のおじちゃんを嫌きらってたけど、今はその猫屋敷さんが司のおじちゃんとどっか似てるもん」


　伊庭司。


　いつきの父親にして、〈アストラル〉の先代社長。


〈アストラル〉という破は天てん荒こうな魔法使いの集団を、つくりあげた人。


「今は、猫屋敷さんが司のおじちゃんの代わりやし……少し前のいっちゃんと昔の猫屋敷さんはなんか似てる」


　魔法使いらしすぎた若き猫屋敷と、一いつ般ぱん人じんだったいつき。


　まるで違うふたりなのに、〈アストラル〉という要素をいれた途と端たん、どこかしら同じ印象を漂ただよわせる。





　──〈アストラル〉という場所に戸と惑まどっていたことも。


　──最初は反発して、離り脱だつしようとしていたことも。


　──なのに、いつのまにか受け入れてしまったことも。





　──ほかの誰だれよりも〈アストラル〉らしいと、そう思わせる存在になっていたことも。





「……じゃ、じゃあ僕が猫屋敷さんみたいになっちゃうの!?」


「それはいっちゃん次し第だいやなあ」


　ぐるぐると目を回した少年に、くすくす穂波が口元を押さえる。


　楽しそうに蒼あおい瞳ひとみを弾はずませて、少女は向き直った。


「〈八葉〉に利用されそうなら、利用させたらええ」


「そ、そんなの！」


　言い返しかけたいつきに、穂波がすいと近づいた。


「嫌？」


「ちょっと……嫌、かも」


「じゃあ、それでもええよ」


「ええええ!?」


　くるくると変わる少年の表情を、穂波は本当に楽しそうに見つめる。


　白い人差し指で、ぱちんと額を弾はじいた。


「あいたっ」


　額を押さえたいつきに、穂波は──ややわざとらしく──仕方なさそうに口にした。


「社長になって、もう一年以上経たつやろ」


「あ……うん」


「いろんなとこいったし、いろんな事件に遭あったし、いろんな魔法使いを見たね」


「……うん」


　短い言葉なのに、たくさんのイメージが少年の脳のう裏りに浮うかんだ。


　たくさんの人が、少年の胸に詰つまっていた。


　思い出すだけで嬉うれしくなる人も、怖こわくなる人も、悲しくなる人も、寂さびしくなる人も、憧あこがれてしまう人も、また会いたくなる人もいて、その多くが魔法使いとして少年の心にそれぞれの在り方を刻みつけていったのだった。


「いっちゃんの望んだように、〈アストラル〉はなれる」


　穂波は言う。


「もう、あたしの授業は終わってる。最低限、魔法使いを理解するための知識は、もう社長の中に詰まってる。どう使うかは社長次第やし、これからも勉強させるけど、それはあくまで追加分。──社長は、あたしがはじめて送る卒業生や」


　少し寂しそうに、だけど誇ほこらしそうに、少女は胸を張る。


　いままでの一年以上を込こめるようにして、こつんと少年の胸をノックする。


「もう社長は一人前やもん。どんな道を選んでもええし、あたしらは最後までついてく。それだけや」


「……それって、凄すごく責任重大だね」


「当たり前やろ」


　軽口のように、少女が言う。


　ひどくあっさりと、少年の背負ってる重荷を指し摘てきする。


　だから、こんな言葉で楽になるはずはない。


　なのに、いつきはふっと肩かたの力を抜ぬいた。


「そっかあ。責任重大かあ」


　そう言って、夜空を仰あおいだ。


　初秋の星空は布留部市のそれと変わらず、そのことに元気づけられるように、少年は小さくうなずいたのだった。





「うん、それって当たり前だね」





　今度は自分で言って、少年は優やさしく笑った。


「っ──」


　その笑え顔がおから、穂波が視線を逸そらして言う。


「で、いっちゃんはどうすんの？」


「分からない」


「い、いっちゃん!?」


「分からないから、まず分かる人に訊きくよ」


　うんうんと自分でうなずいて、そう口にしたのである。


　穂波は、数秒ぽかんとして、やっとのことで少年の意図に気がついた。


「……いっちゃんのくせに、あたしをからかったん？」


「た、たまにはいいでしょ！　いつも穂波にやりこめられてるんだし！」


「うう[image: ][image: ][image: ][image: ]」


　唸うなりをあげて、少女が上うわ目め遣づかいに少年を睨にらみつける。


　その姿は、なんだか小さな猛もう獣じゆうのようでもある。


（あ……）


　不意に、いつきは気がついた。


　自分の背が、穂波を追い越こしているのだった。


　去年はほとんど変わらないぐらいだったのに、今は明らかにいつきの方が高い。いつの間にそうなったのだろうといつきは自分のことなのに面めん食くらった。


　動どう揺ようしていると、穂波はごくりと唾つばを飲み込んで、いつきにもう一歩近づいた。


「あ、あたしも、も、もうひとつ、訊きたいことがあるんやけど」


「何？」


「……い、いっちゃんは、今回、時間に余よ裕ゆうある？」


「ヒマ……って？」


「え、えと……うん、〈八葉〉とか大変なのは分かってるけど、せっかく修学旅行やし……ちょっとぐらい時間あるかなって……」


　ひどく、少女はどもっていた。


　さきほどまでの吹ふっ切ったような表情と真逆に、今の少女は自分でもじれったそうに唇くちびるを嚙かみしめて、何度となく手のひらをスカートへこすりつけていた。


「…………」


　その様子に、いつきの身体からだも硬かたくなった。


　山田の言葉を思い出してしまったのだ。





　──『ええと、マジでどっちも誘さそわないわけか？』





　それは、なんと当たり前で、うっかり忘れていた修学旅行の風景であろう。


「え、あわ、その……」


　瞬しゆん時じに、頭が沸ふつ騰とうする。


　ぐつぐつと煮にえたぎる音が、鼓こ膜まくじゃなくて聴ちよう覚かく野やに直接叩たたきつけられる。瞬まばたきひとつできない。心臓さえ止まったんじゃないかと思うほど一秒が引き延ばされる。視界なんかぐらぐらと揺ゆれっぱなし、大おお地じ震しんの最中みたいだ。


　穂波もまた、茹ゆで上がったみたいに直立したまま、微び妙みようにふわふわと足元が定まらない。


「良かったら、あたしと……」


「え、えと……」


　ふたりとも口ごもってしまい、視線を合わせるとなおさら固まる。


　石像だってもっとマシだろうってぐらいの、完かん璧ぺきな硬こう直ちよく。


　かろうじて石化状態を脱だつした穂波が、


「あ、あの、あたしは……」


　唇から押し出すように言いかけたとき。





「──ホナミ！」





　空中から、凜りんとした声が遮さえぎった。


　古都の夜空に、黄こ金がね色いろが燃えていた。


　いつきと穂波にだけ視みえる魔ま神じんのギンザメが、金きん髪ぱつの少女を支えていたのだ。


「イツキを見つけたら連れん絡らくするって約束でしょう!?」


　ぎくりと顔をこわばらせて、穂波が抗こう弁べんする。


「も、もう少ししたら、アディにも連絡するつもりやったんやもん！」


「それ本当ですの!?」


「もちろん本当や！」


　穂波がなんとか取り繕つくろうと、アディリシアは冷たい目つきになった。


　地面すれすれまで降下したギンザメから優美に飛び降りると、至し極ごく澄すました顔でこう言ったものである。


「だったら、この場からすぐに立ち去っていただけるかしら」


「な、なんで!?」


　これには、アディリシアも少し頰ほおを赤らめて、こほんと咳せき払ばらいしてから答えた。


「……だって、ホナミがイツキと一いつ緒しよにいた時間ぐらいは……私だって独どく占せんする権利があると思いますわ」


「っ……！　あ、アディ覗のぞき見してたん!?」


「私がやってきたときに、あなたがおかしな行動に出てるからです！」


「やったら、もう少しぐらい黙だまってくれてても良かったのに……」


「どうしてそんなのが許せるものですか！」


「──ま、待って待って」


　急速に険けん悪あく度を高めるふたりの間に、いつきが割り込んだのである。


「ふたりとも修学旅行中は喧けん嘩かしないって言ったじゃない──」


「あら」


　と、アディリシアは呟つぶやいた。


「喧嘩じゃなければよいのですわね？」


「え？　あ、そうだけど……」


「でしたら」


　金髪をなびかせて反転し、アディリシアは思いがけない行動に打って出た。


　穂波への視線を切って、するりといつきの腕うでを抱だきしめたのだ。


「あ、アディリシアさん!?」


「アディ!?」


「喧嘩じゃないでしょう？」


　囁ささやく吐と息いきが耳たぶにかかるほど、アディリシアが身体を寄せる。


　そのくせ少女の心臓はいつきにも分かるぐらいに高鳴っていて、少年の心臓まで同調してしまうようだった。


「りょ、旅行中は少しぐらいハメを外してもよいものだって、勇ゆう花かさんも仰おつしやってられましたもの……」


「勇花、が？」


　喉のどを干ひ上あがらせながら、いつきが目を白黒させる。


　それは、嵐あらしのようにいつきの周囲を搔かき乱し、夏休みの終わりとともにニューヨークへ去っていった義妹いもうとの名前だった。


「はい。こうも言われてますわ。──いつき兄さんはすぐに他人にお節せつ介かい始めるから、変なムシがつかないようにしてくださいって」


「…………」


　いつきの目には、んっふふふと楽しそうに笑う義妹の顔が浮うかんでいた。


　間ま違ちがいなく、あの義妹はこの状じよう況きようを予想していたはずだ。


　ひょっとしたら、今いま頃ごろ勝利の美酒でも掲かかげているかもしれない。昔から、完璧な盤ばん面めんをつくりあげては放置し、皆みながトラップに引っかかるのを待つのがあの義妹のやり方だった。


「ず、ずるい！」


「ずるくありません！」


　逆側から穂波が腕を絡からみつかせようとして、これはいつきの身体からだごと引っ張ったアディリシアに妨ぼう害がいされる。動転したいつきに抵てい抗こうなどできるはずもなく、少年の様子は洗せん濯たつ機きに放ほうり込まれた子犬さながらだ。


　ふたつの渦うず巻まきに翻ほん弄ろうされるみたいに、いつきの身体がもみくちゃにされて。


　──ごほん、と三人の誰だれでもない咳払いが混じった。


　ついで、


「……相変わらずだな、そっちは」


　と苦く笑しようする声が重なった。


「え？」


「ついさっき、ここに来る途と中ちゆうでアディリシアさんとも会ってたんだけどな。その様子だと、俺たちのこと忘れてただろ？」


　ぽりぽりと困ったように頰を搔いているのだが、その頰が異様に高い場所にあった。


　影かげである。


　都市の中心部へ続く道路の脇わきには、まばらな林がある。


　ちょうど旅館の電気を光源にその林が道路へ影を落としていて──巨きよ大だいな影はそこからのっそりと歩み寄り、少年を覆おおったのだ。


「よお」


　巨きよ影えいから人ひと懐なつっこい声がこぼれた。


「え……？」


　と、いつきのみならず、穂波も目を見張った。


　途と轍てつもなく、大きな男だった。


　持ち上げた手も、顔に広がった笑えみも大きかった。


　おそらく身長は二メートル近くなのだが、その実数以上に大きく見えた。肩かたや脇に盛り上がった筋肉でＸＬサイズの学生服が張りつめてしまっているのも、その印象をより強くしているのだろう。


　まるで、人のカタチに岩を積んだようだった。


　それも高山の上流で剝むき出しになっているような、ごつごつとした、まるで磨みがかれていない岩だ。何かの間違いで人のカタチを持った岩が、これまた何かの間違いで喋しやべっているかのような、そんな感じが男にはあった。


　いつきにも見覚えのある男だった。


「紫藤……辰巳……さん？」


「あー、ひょっとして忘れられてたか？　あれから半年以上経たってるわけだし、仕方ないけどさ」


「い、いえ！　忘れません！　忘れられるはずありません！　でも、どうしてここに？」


　そう。


　忘れるはずもない。


　みかんの実家──葛城家で出会った豪ごう傑けつ。


　守もり人といわれる職務についた、自分よりひとつ上の巨漢。


　そして、来訪者はひとりにとどまらなかった。


「辰巳っ！」


　その背後から、ひとりの少女がゆっくりと現れたのだ。


　今度は、巨漢と対照的に小さな、十歳ばかりの女の子であった。


　いいや……あの事件から半年以上経ったことを考えると、今は十一歳だろうか。


　成熟しつつある身体にあでやかな振ふり袖そでを纏まとい、結ゆった頭には精せい緻ちな意い匠しようのかんざしを挿さしている。つんと跳はねた鼻のカタチも、達人が一筆でなしたような眉まゆも、いつきの知っている妹の巫女みことうりふたつなのに、全体の雰ふん囲い気きはまったく違う。


（うわ……）


　と、いつきは瞬まばたきする。


　かつて、この女の子の横顔は憂うれいとはかなさを秘ひめていた。


　陳ちん腐ぷな言い方だが、まるで日本人形みたいだと、そんな感想を抱いだいたのを少年は覚えている。


　しかし今の女の子は、古風な印象をそのままに、しっかりした芯しんの強さをも同時に併あわせ持っていた。


　それとも。


　こっちの方が、女の子の素す顔がおだったのだろうか。


「おぬしこそ、わらわのことを忘れておったのではなかろうな辰巳？」


　ややきつい目で、女の子が巨人を見やった。


　サイズ差もあって、それはひどく滑こつ稽けいで、見る者の唇くちびるをほころばせる風景だった。


「おお、すまん」


　と、辰巳が首の裏を叩たたく。


「反省しておるのか？」


「それはもう」


「なら許す」


　と、女の子がいつきへ向き直った。


　深々と、頭を下げた。


「いつき殿……お久しゅうございます」


「香……さん」


　少年が、女の子の名を呼んだ。


　葛城香。


　こちらはみかんの姉にして、葛城家の次期当主である少女だった。


「お久しぶり、です。……でも、何でふたりともそろってここに？」


「お前だよ」


　と、辰巳が太い指で少年を指した。


「僕？」


「みかんから、お前が〈八葉〉に呼びつけられたって聞いてな。ここに来る前は猫屋敷さんの宿に行ってたんだぜ」


「みかんちゃん、から？」


　驚おどろいた顔のいつきに、香が補足した。


「〈八葉〉の霊脈レイラインは葛城の土地とも通じておるゆえ、他人ひと事ごとではありませぬ。もし〈八葉〉がその霊脈レイラインに手を加えるのであれば、葛城家も納なつ得とくがいくように説明を求める必要がございます。今回の場合、同席の必要があると判断いたしました」


「え？　ええと……」


「……もう少し、分かりやすく言ってやれよ」


　と、辰巳が唇を歪ゆがめた。


「要は、お目付役だ。お前、ややっこしい交こう渉しようごとは苦手だろうが。葛城の次代当主がいる前なら、いくら〈八葉〉でも妙みような真似まねは出来ねえさ。今の香の言葉通り、こっちが首をつっこむ大義名分もあるからな」


「む、辰巳は簡潔に言い過ぎる癖くせがあるの」


「難しく言う必要ねえだろ！」


「こういうのは、形式も必要じゃ」


　香が拗すねたように唇をとがらせて、


「……あ」


　と、いつきの瞳ひとみに理解の光が浮うかんだ。


　すぐにそれは広がり、ふたりに駆かけ寄ってぺこりと頭を下げたのだ。


「た、助かります！」


「こっちの利権がらみでもあるんだ。気にしねえでくれよ」


「皆みな、それぞれに動いてるって言うことやね」


　辰巳が分厚い手を振り、穂波が結論づけた。


　ついで、今のやりとりで組んでいた腕うでをほどかれたアディリシアが、やや不満げに付け加える。


「〈八葉〉のお目付だったら、私もそうするつもりでしたのに」


「まあ〈ゲーティア〉の存在はありがたい。葛城家と〈八葉〉は近い分、なるだけ無視しあってきた歴史もあるもんでな」


　辰巳が苦く笑しようして、金きん髪ぱつの魔ま女じよと、自分が連れてきた幼い巫女を見やった。


　一体、誰だれが信じるだろう。


　このふたりこそ、日本と欧おう州しゆうそれぞれの土地で多くの魔法使いを束つかねる、稀き代たいの魔女と巫女みこなのだと。


　そのふたりが、たったひとりの少年のためにこの古都へ集つどったのだと。


「ええと、じゃあ辰巳さんも明日……」


「ああ、明日の会談には香と同席させてもらうさ。よろしく頼たのむぜ、〈アストラル〉の社長さん」


　すう、と分厚い手を、辰巳は差し出した。


「……はい！」


　リンゴぐらい簡単に握にぎりつぶせそうな手を頼もしく思いながら、いつきは深くうなずいたのであった。





　　　　４




　たいていの都市に、その武ぶ闘とう場は存在する。


　そして、その時間は存在する。


　一秒を、さらに六十分ぶん割かつした時間。


　六十分の一秒。


　またの名を一フレーム。


　そこに、戦士たちはダイブする。


　八フレームでやりとりされる小こ技わざの挙動を出だしの三フレームで見切り、次の攻こう撃げきの思おも惑わくを読みとって、先行入力を開始。放たれる気き弾だんの嵐あらしをすりぬける内にも互たがいの思考が透すけて見える。技のひとつひとつ、小刻みな移動や静止だって会話の一種だ。


　早口に雄ゆう弁べんに、六十分の一秒で語り合っているのだ。


「…………っ！」


　山田が、旋せん風ぷうのごとくレバーを操あやつる。


　このレベルに至れば当然だが、ボタンなどもはや意識にない。


　画面の内と外は限りなく一体化して、自分の身体からだよりモニターの中の方が遥はるかに自由。視覚だけではなく肌はだにもぴりぴりと戦いの熱を感じ取っている。


（……なんだコイツ！）


　正直、舌を巻いていた。


　まさか、これほどの強敵が京都にいようとは。


　正直侮あなどっていた。ゲームの練度で自分が負けることなど想像もしていなかった。実際ここまでの三十連勝は鼻歌混じりだったし、少々苦戦する場合もキャラの相あい性しようが悪いだけだった。


　二ラウンド先取で、すでに一対一。


　単純な反射神経でいえば向こうが上。読みの深さやキャラの相性は互ご角かく。山田に勝ち目があるとすれば……


　高い音が鳴った。


　山田の操る女戦士と、相手の巨きよ漢かんが剣けんを嚙かみ合わせる。


　鋸のこぎり状の剣と、禍まが々まがしい大剣の激げき突とつ。


（……こ、こっ！）


　離はなれた瞬しゆん間かん、山田はレバーに全神経を集中した。


　上段でのつばぜり合いから、中段での攻撃相そう殺さい。互いによろめきながら、女戦士の方が巨漢よりわずか一フレーム早く体勢を立て直し、小技からのコンボを叩たたき込む。


　ド派手な演出とともに、ＫＯの文字が画面に躍おどった。


「やっ……た……」


　小さくガッツポーズを取った山田とともに、


「マーベラス！」


　やたらと陽気なサングラスの白人が、ゲーセンの対戦台の向こう側から立ち上がったのだ。


「はいっ!?」


　目を丸くした山田へと、白人がつかつか歩み寄る。


「サイコー！　キミ、サイコー！　さっきの相殺も凄すごかったけど、一ラウンド目のリフレクションガードから小パンチクラッシュキャンセルで超ちよう必ひつなンてユーチューブでしか見たことナイヨ!?　ブラボー！　スプレンディッド！」


「い、いや、あれダメージ補正かかりすぎるから、ほとんど実戦じゃ意味ないし」


　慌あわてて手を振ふりながら、白人の姿をまじまじと見つめる。


　京都は三条、古都とはいえごく平へい凡ぼんなゲームセンターには、なんとも似つかわしくない相手ではあった。


　まず、一見して怪あやしい。


　ブルーのサングラスに、百九十センチを超こえる体格。


　やたらと分厚い胸むな板いたに高そうな純白のジャケットを纏まとい、成金めいたゴールドとプラチナのネックレスを三重につけている。ごつい指にはさまざまな意い匠しようのゴージャスな指輪をいくつもはめて、あげくよく見ればサングラスのフレームにまで小ぶりの宝石がはまってる寸法だ。


　笑え顔がおにきらめく白い歯までも、実は金歯じゃないかって疑われてくる。


　つまるところが、アメリカンライクな成金実業家。


　おかしなＢ級映画から、そのまま抜ぬけ出してきたような相手だった。


「あの、あんた……」


「ジェイクだ、よろしく！」


　手を握り、白人が人ひと懐なつこい笑みを深くする。


「ぜひキミのことをライバルと呼バセテくれ！　ああ、日本ニ来て良かった！　大和やまと魂だましいは生キテイタ！」


「お、おお、こっちも最高だったよ！」


　合わせて腕うでをあげて、互いの拳こぶしをかちあわせた。


　それが終わると、サングラスの白人はくるりと踵きびすを返した。ビシッと音がしそうなサムズアップまで残していく。なんだかゲームよりもゲームっぽい退場だった。


　しばらくぽかんとした後で、


「……さて、もう十連勝ばかりしてくっか」


　と腕まくりして、山田はレバーを握にぎり込んだ。


　画面上には、もう新しい対戦相手が現れている。


　しかし、闘とう志しを漲みなぎらせる直前、碁ご盤ばん顔はぐるりと横に流れた。


　隣となりに、同じ学校の制服を着た、三つ編みの少女が立っていたのである。


「く、功刀!?」


「……やっと見つけた」


「え？　その、俺捜さがしてたの？　ええと、ひょっとしてこれも修学旅行のドキドキイベントだとか……」


「一応、あたし委員長なんですけど」


「……なわけないよな！　ほ、ほら、これも修学旅行のたしなみとして！」


　言い訳する山田の首根っこを功刀がむんずと摑つかんだ。


　いつのまにか、この少女もたくましくなっていた。以前は他た薦せんでなっていただけの役職なのに、最近は完かん璧ぺきに馴な染じんでしまい、ここぞというときには誰だれも逆らえぬ委員長の鑑かがみと化していたのだ。


　イバイツとつるむようになってからだな、とぼんやり山田は考える。


「早く行きますよ。外に苫小牧先生も待ってますから」


「なっ！　あ、あ、姉貴がぁ……っ！」


「みっちり怒おこられてきてください。ほら、あそこ」


「──げぇはっ！」


　ガラスの自動ドアの向こうを見て、山田が吐と血けつ。


　昔懐なつかしいシガレットチョコを唇くちびるにくわえた女性が、ふわりと笑っていた。


　眼鏡めがねをかけなおし、眠ねむそうにあくびひとつ。


　それから、


「こ・ろ・す」


　と、これ見よがしに唇を動かしたのである。


　紛まがうことなき山田の姉であり──引いん率そつの養護教きよう諭ゆ、苫小牧千ち鳥どりであった。


「あ、ああああああ……やめてー！　助けてー！　逃にがしてー！　どどどどどうううううかああああああお慈じ悲ひをおおおおおお！」


　絶望の叫さけびとともに、ずるずると碁盤顔の少年はひきずられていったのだった。








　その、数分後のことだった。


　電子音けたたましいゲームセンターの隅すみで、もうひとつの邂かい逅こうが生まれていた。


「……何やってたんだ、ジェイク」


　苛いらついた声が、サングラスの白人を迎むかえたのだ。


　白人とは別の意味で、この場に似つかわしくない女であった。


　夏は過ぎたとはいえ、九月の最中さなかに毛皮のコートを纏まとっている異常さではなく、その女の『在り方』がすでに街にふさわしくない。


　この女に似合うのは森だ。


　それも、日本の森ではない。


　鬱うつ蒼そうと茂しげり、一年の半分も日が射ささぬような東とう欧おうの黒い森──永い年月に耐たえかねて森全体が朽くちていこうとする、滅ほろびのただ中こそがふさわしい。


　ツェツィーリエ。


　吸きゆう血けつ鬼きとの異名も持つ魔ま女じよが、その凶きよう暴ぼうな眉まゆをひそめていたのだった。


　ジェイクと呼ばれた白人が、肩かたをすくめる。


「何をやってると言われても……見てのとおりだぜ？」


「そんなままごとに、何の意味があるんだ」


「ハッ！　だから欧州の魔法使いは、見識が狭せまイというんだ。仮想だろうが現実だろうが大シタ違ちがイはないネ！　ダイタイ、世界中のドコの民族にもアル『見立て』自体が魔法の始マリである以上、今ヤ魔術の最さい先せん端たんはヴァーチャルワールドにアルと言ッテ間違イナイ！」


「……というのが、お前のとこの魔術の思想だものな」


　熱弁に対してごく乾かわいた口調で答え、女は手元の紙コップのストローをいじくる。


　思想が違う以上、否定する意味もなかった。


　ほとんどの魔術は科学と相あい容いれない。


　それは、科学がその礎いしずえを『再現可能な量産性』においているのに対して、魔術が『一度限りの特別性』においているからだ。


　強ごう引いんに合わせられなくもないが、それには部品ひとつごとに工場を造り、しかも工場の側を使い捨てにするほどの無む駄だが発生する。錬れん金きん術じゆつが科学の先さき駆がけとなりながら、ついに科学そのものになりえなかったのはこの理由による。


　ある程度の規模でこの矛む盾じゆんを凌りよう駕がしているのは、せいぜい〈協会〉ぐらいのものであろう。


　この場合、男の言っている意味は……


「……まあ、あたしには関係ない」


　ぶんぶんと何度か右手を振ふって、唇の端はしを吊つり上げる。


　その笑えみさえも凶暴であった。


「ただ、お前の義手はいいな。生身よりも反応がいいぞこれ」


「コレクションの中デモお気に入リだったカラネ！」


　怪あやしげな発音で、サングラスの白人が一礼する。


　それから、ふたりは同じ方向へ振り返った。


「ようやくの登場か」


「三十分モ遅おくれルなんて……」


　非難めいたふたりの言葉へ、最後の登場人物は朗ほがらかに笑ってみせた。


「あはは、すいません。美味おいしそうなシュークリーム屋があったもので」


　片手にシュークリームの箱を持って、ひとりの若者が現れたのだ。


　年とし頃ごろは十八かそこら。


　頰ほおについたクリームを指先で掬すくって舐なめとり、恍こう惚こつとした表情で鳶とび色いろの瞳ひとみをうるませる。ほうと吐と息いきさえこぼした図は、古いギリシャ彫ちよう刻こくを想起させた。


「あ、そんな目で見たってあげませんからね！」


　死守するようにシュークリームを背中で庇かばう。


　あたかも、その菓か子しこそが恋こい人びととでもいうような仕草である。


「いらないよ」


「俺ハちょっと欲しかっタケド」


　ふたりがそれぞれに反応して、若者を迎え入れる。


　フィン・クルーダ。


　伊庭いつきと同じ──もうひとつの妖精眼グラム・サイトを持つ若者が、そこに立っていた。


　その全員が、〈螺旋なる蛇オピオン〉の座セフイラーに至った魔法使いなのだった。


「で……確かめられたのか？」


　ツェツィーリエが水を向けると、フィンは小さくうなずいた。


「はい。〈アストラル〉の到とう着ちやくが確かく認にんできました。明日、もう一度〈八葉〉と会談の場をもつようです」


「ホウ、占うらない通りカ」


　感心したように、サングラスをかけたジェイクが顎あごをさすった。


「一応、あの占せん星せい術師が血ぃ吐はいて占った場所と時間だからね」


　ツェツィーリエがぞろりと唇くちびるを舐めあげる。


　血よりも赤い舌先であった。


「さて」


「サテ」


「では」


　と三人が唱和し、最後にもう一度、若者が囁ささやいた。





「収しゆう穫かくを……始めましょう」





　静かに、彼らは宣言したのだった。
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　修学旅行の二日目は、早朝から叩たたき起こされた。


　二に条じよう城じよう、八や坂さか神社と連続拝観。さらに東ひがし大おお路じの窯かま元もとで清きよ水みず焼やきの絵付けを体験するというハードスケジュールである。


　それでも正午に自由行動となれば、学生たちは息を吹ふき返す。


　山田は昨夜ゲームセンターにいたのが見つかって、丸一日は教師との強制行動とあいなったらしい。補導した委員長の功刀も付き合うはめになって、結局いつき、穂波、アディリシアの三人行動となったものだ。


「とりあえず、こいつはあたしの方でとっちめとくから」


　とは、引いん率そつの苫小牧千鳥の言だった。


　山田には可哀かわい想そうだが、いつきにとっては好都合な展開でもあった。


　先に辰巳たちと落ち合う約束だったが、どういう風に説明したものか、考えあぐねていたからだ。


　──そして。








　そして今。


　いつきたち三人は、辰巳たちと合流して祇ぎ園おんのある甘かん味み処どころにいた。


　京都でも指折りの歴史を誇ほこる、小さな店だ。入り口が売店、奥が喫きつ茶さとなっており、欅けやきづくりのたたずまいの向こうには綺き麗れいに掃はき清められた庭園が広がっている。


　その窓近くの席へ陣じん取どって、


「お、美味おいしい……」


　独特の三段重ねのお椀わんを手に、いつきは感動に打ち震ふるえていた。


　葛くず切きりである。


　葛をお湯に溶といて、固めたものを薄うすく麵めん状じように切り分け、黒くろ蜜みつで食べる和わ菓が子しだった。


　京都らしい一品ではあろう。


　半はん透とう明めいの葛切りに黒蜜がからんで、口に含ふくむたび、得も言われぬ食感と上品な甘さとを実現させる。つるりと飲み込めば甘さは喉のど元もとでほどけていくようで、ふるふると少年は瞼まぶたさえ震わせた。


「ああー、ここの葛切り、昔から食べたかったんだあ……」


　などと呟つぶやき、相そう好ごうを崩くずしまくっている。


「お前、結構爺じじむさい好みをしてるのな」


　辰巳が顔をしかめた。


　もとより小さなテーブルなのだが、辰巳が入るとなんだかままごと遊びめいて、おかしな縮尺に見える。


　巨きよ漢かんのすぐ隣となりに、香がちょこんと座っているとなおさらだ。


「いいではないか。わらわも葛切りは好みだぞ」


「お前は婆ばばむさい」


「辰巳……この半年で口が悪うなっておらんか？」


「もとからこうだよ」


「いいや、昔はもそっと親切じゃった」


「勘かん違ちがいだっつの。昨日だって、お前が自分で電車の切きつ符ぷ買いたいっていうから教えてやったろうが」


「は、初めて自分で買ったんじゃから戸と惑まどうのは当たり前じゃ！」


「んむ。……でも、お前の背が届かないっていうから、切符の自じ販はん機きのボタンまで持ち上げてやったのは俺だぞ？」


「守もり人なんじゃから、わらわの背ぐらい補ってもいいじゃろ！」


　半ばむきになって、少女がぽこぽこと辰巳の腕うでを叩く。


　これまたサイズが違いすぎて、子供と大人どころか、日本人形と灰色熊ぐまのやりとりに見えてしまう。しかも構図からすれば日本人形の方が灰色熊をたしなめているわけで、本人たちは真面目まじめなつもりでも、見る者はつい微び笑しようしてしまうのだった。
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「ところで」


　と、アディリシアが口を挟はさんだ。


「〈八葉〉について、葛城家は何か知ってますの？」


「……ふむ」


　香が小さくうなずいた。


「それほど詳くわしいわけではないの。昨夜も少し説明したが、葛城家と〈八葉〉は互たがいに無視し合うようなカタチで発展してきておる。通り一いつ遍ぺんのことはともかく内部事情まで踏ふみ込んだことはほとんどない」


　無視し合って発展した、と香は言う。


　それは、王朝に寄り添そってきた陰陽道と、まつろわぬものを封ふうじるため隔かく離りされた古代の神しん道とうとの、本質的な隔へだたりでもあったろう。


（……それって）


　水のように淡あわい呪じゆ力りよくを張り巡めぐらせた〈八葉〉の屋や敷しきと、重く恨うらみを積み重ねていったような葛城家の屋敷とを、いつきは思い浮うかべた。


　魔ま術じゆつ特性。


　陰陽道は──精密呪力制御陰陽五行の式。


　神道は──絶対結界禊ぎ。


　歴史と目的が違えばこそ、それぞれの魔術も違っていったものか。


　香が、言葉を続ける。


「しかし……おばあさまは知っておったのやもしれん。だから昨年の事件のとき、猫屋敷を牽けん制せいしておったのかも」


「猫屋敷、さんを？」


　いつきが、息を止める。


　覚えはあった。


　昨年の鬼おにの事件の際、香の祖母──葛城鈴すず香かが最も警けい戒かいしていたのが猫屋敷だったからだ。


「もともと〈アストラル〉でみかんを拾ったんも、猫屋敷さんやっていうことやしね。まあ拾ったこと自体は偶ぐう然ぜんみたいやけど……考えてみれば、当時葛城家には必要なかったからって、みかんを〈アストラル〉に放っておいたんも妙みような話や。その頃ころには、司社長とかもいなくて、事実上〈アストラル〉は開店休業状態やったわけやし」


　穂波が手元の干ひ菓が子しを食べながら言う。


「ええっと……」


　その意味を、いつきは少し考えてから、口にした。


「猫屋敷さんの存在が……葛城家でも手を出しにくい相手だったってこと？」


「あくまで可能性やけどね。葛城の当主やったら何か知っててもおかしくないやろ」


　穂波は、視線を香へ移した。


　問いかけるような視線だった。


　小さくため息をついて、香はうなずいた。


「だったら……猫屋敷どのかどうかはともかくとして、符ふ合ごうしそうな噂うわさをひとつ、わらわも聞いたことがあるの」


「……猫屋敷さんに、符合する噂？」


「…………」


　しばし、香は沈ちん黙もくした。


「香さん？」


　いつきが名前を呼び、辰巳が横から口を出した。


「言ってやれよ。今いま更さらだろ」


「やはり、辰巳は簡単に言いすぎじゃ」


　ふてくされた感じで香が言ってから、ぽつりと呟つぶやいた。





「……蠱こ毒どく」





　と。


「…………っ」


　穂波とアディリシアが息を飲み、いつきさえ目を見張った。


　それが少年でも知っている、有名な魔術だったからだ。


　毒どく蛇へびだとか毒どく蜘蛛ぐもだとかおびただしい数の有毒の生物を、小さな壺つぼに押し込こめる。その後、一定の儀ぎ式しきを執とり行い、最後に生き残ったモノがより強い毒性を持つようになる──あるいは呪じゆ術じゆつに適した触媒カタリストになるという非道の術式。


「蠱毒って……どういうことなんですか？」


「…………」


　聞いたいつきに、香は無言で瞳ひとみを向けた。


　それ以上聞けば戻もどれぬぞ、と訴うつたえるようでもあった。


「香さん」


　と、いつきはもう一度言った。


　その語気に、香は形のよい頭をゆるりと振ふった。


「……〈八葉〉の当主は、人間で蠱毒をなしたという噂があったんじゃよ」


「人間……で？」


　意味が、分からない。


　それがどのような行こう為いを指すのか、いつきには理解できない。


　理解できないのに、おぞけが背中を走った。ぞくぞくと息苦しくなる悪お寒かんが腰こしから背筋をのぼっていくようだった。


「それ……って」


「人じん蠱こ……といえば、一定空間内で人同士を争わせるのが一いつ般ぱん的じゃがの。わらわが聞いた噂は少し違ちがう。それが本当であれば、憎にくしみや殺し合いといった概がい念ねんよりも、『毒』そのものに焦しよう点てんをあてた術式じゃった」


「毒に、焦点を？」


「そうじゃ。噂はこんな風じゃったよ」


　香が言葉を続ける。


「……もう三十年近くも前、わざと呪じゆ波は汚お染せんに蝕むしばませた母ぼ胎たいから、御厨庚申が子供をとりあげた、とな」


「…………っ」


　誰だれからも、声もあがらなかった。


　単に蠱毒というよりも遥はるかに無む惨ざんな、それぞれの想像を超こえた出来事だったからだ。


　いや、穂波やアディリシアはあるいは想像していたかもしれないが、だとしても実際に耳にした場合の衝しよう撃げきは予想を遥かに上回って、彼女たちを揺ゆさぶった。


　三十年近く前。


　呪波汚染に晒さらされた母胎より生まれた子供……。


　その、子供とは……


「なんで……そんな……」


　と、乾かわいた声でいつきが呟き、


「ああ。その噂、本当ですよ」


　と、横合いから声があった。





　辰巳と香を除く──いつきたち三人の顔から、血の気が引いた。





　ざっとアディリシアが立ち上がり、穂波がいつきを庇かばうようにして制服の懐ふところへ手をやる。


　一秒足らずで魔ま女じよふたりを臨戦態勢へ追いやった人ひと影かげは、


「やだなあ」


　と、枯かれ草色の髪かみをくしゃくしゃと搔かき回して、笑って見せた。


　ひどく穏おだやかで人じん畜ちく無害で──そのくせ、正体を知るいつきたちにとっては薄うすら寒く映る笑えみだった。





【見ロ】





　ぎちり、と。


　そんな声さえ、聞こえた。


　いつきにしか聞こえぬ声は、眼帯の内側からの、鋭するどい痛みをも伴ともなった。


「……あな、たは」


「そんなに構えられると、楽しいお話ができないじゃないですか」


　フィン・クルーダが、柔やわらかな笑みを浮うかべたまま、そこにたたずんでいた。





　　　　２




　……同じ頃ころ。





　猫屋敷はみかんと連れだって、〈八葉〉の屋や敷しきへと歩いていた。


　ゆるい坂の、小こ径みちである。


　路地裏と森の間に隠かくされた、ごく小さな私道だ。


　厳密には、本来国有地であるところを〈八葉〉が借り上げているのだが、そんなことを覚えているものはもはやいないも同然だろう。


　道の両りよう端たんには苔こけむした石いし灯どう籠ろうが並んでいて、小径の歴史を感じさせるようであった。


　さやさやと、欅けやきや椋むくの枝葉が揺れている。


　樹じゆ齢れい数百年にはなろうかという、その樹木たちのたたずまい。


　ほど近く小川のせせらぎが聞こえ、そのせいか地面を踏ふんだ感かん触しよくさえどこか優やさしい。


　古い樹木と清水の香かおりがないまぜとなって──街の中には違いないのに、まるで深山へ分け入ったような気持ちになる場所だった。


「昔、よく歩いた道ですよ」


　と、猫屋敷が口にした。


　歩ほ幅はばはだいぶ違うのだが、ふたりの歩みはほとんど同じだった。


　猫屋敷が合わせているというより、みかんが健けん脚きやくなのである。もとより魔法使いは精神を鍛きたえるために肉体も重視するものであるが、とりわけみかんは葛城の山の出身だけに歩くのには慣れていた。


　朱雀や青龍と並んで、みかんが訊きいた。


「それって……あの藤次さんも？」


「そうですね。藤次と歩いたこともありました。カエデも多いですから、もう二ヶ月もすれば小径も小川も一面落ち葉の赤色に染まります。……ああ、その景色は皆みなさんにも見せたかったですねえ」


　猫屋敷が思い出す。


　藤次のことだ。


　あの頃から紬つむぎの和服は変わらぬが、眉み間けんに寄せられた皺しわはずっと薄かった。十数年の時間はあの男の身体からだと精神こころに何を刻んだのだろう。


　十数年。


　考えてみれば、長い年月だった。


　隣となりを歩く少女が生まれるよりも、さらに前からの時間なのだ。


　そして、御厨庚申は──


「猫屋敷さん」


　また、みかんが言った。


「はい」


「隠し事、してるでしょ」


「は？」


　きょとんと、猫屋敷が首を傾かしげる。


　しかし、みかんは強いまなざしで青年陰おん陽みよう師じを見上げた。


「噓うそは、駄だ目め」


　その視線を外さず、はっきりと告げたのだ。


　猫屋敷は、軽く頰ほおを搔いた。


「えっと……どうして噓なんでしょう？」


「だって、あたしが〈アストラル〉で一番長く猫屋敷さんと一いつ緒しよにいるんだよ？　いくら猫屋敷さんが上手に噓ついても絶対分かるんだから！」


「……そうでした」


　青年が苦く笑しようする。


　自分は、噓が下手になったのだろうか。


　穂波にもみかんにも、見み抜ぬかれてばかりだ。


「うん。そうなんだから」


　と、みかんは胸を張った。


「あたしはまだ子供だけど、いつまでも子供じゃないもん。猫屋敷さんが何か隠そうとしたって、そう簡単にはいかないよ！」


　はっきりと、言う。


　それは、猫屋敷が知らなかった少女の姿だ。


　変化。


　あの少年社長がやってきて、一年と少し。


　その短い期間に起きた、おびただしいまでの変化の、これもひとつ。


「ひょっとして……それを言いたくて、ついてきたんですか？」


　猫屋敷が訊いた。


　もともと、先に〈八葉〉の屋敷へ行くのは自分ひとりの予定だったのだ。みかんはオルトヴィーンや黒羽と一緒に、この地の霊脈レイラインを調べてもらうはずで……なのに、この少女はどうしても自分についてくると言って聞かなかったのだ。


「うん」


　と、みかんは躊躇ためらわず、猫屋敷の問いに肯こう定ていした。


「だって猫屋敷さん、誤解してるもの」


「誤解？」


「うん」


　もう一度うなずき、みかんは深呼吸してから、こう口にしたのだ。


「猫屋敷さんが……誰だれかを殺したいと思っていても、あたしは怖こわくないよ？」


　それが、たかだか九歳の少女の言葉であったろうか。


　さしもの猫屋敷が、息を詰つめた。


　足も止まっていた。


　小径の真ん中でかすかに目を見開いて、それから困ったように唇くちびるをへの字にした。


　ぺしり、とみかんの頭を叩たたいたのである。


「あいたっ」


「そういうのは、軽々しく口にするものじゃありません」


「か、軽々しくなんかないもん！　あたし、昨日からいっぱい考えてたんだもん！　猫屋敷さんと〈八葉〉の間に何があったんだろって、お父さんの──御厨庚申って人が何をしたんだろってずっとずっと気にしてたんだもん！」


　叩かれた頭を押さえながらも、みかんが訴うつたえる。


「あたし、ちゃんと本気だもん！」


　言葉は稚ち拙せつ。


　魔ま法ほう使つかいといえど、葛城みかんはまだ子供でしかない。


　だけど、それを覆くつがえすだけの熱がこもっていた。


　その熱が、青年の顔を打った。


　少し間をおいて、


「やれやれ」


　と、呟つぶやいた。


　自分の半分の年にもならぬ少女に、諭さとされた気分だった。


　そうしたことが今後もっと増えるのだろうと、頭の隅すみで考えていた。年老いた者が若い相手に追い越こされるのは世界の道理だ。一個人ではなく血統という長い流れに寄り添そっていく魔法使いなら、なおさらである。


（まあ、少しばかり早すぎますけどね……）


　唇を歪ゆがめて、猫屋敷はみかんの目の高さと合うように膝ひざをついた。


「大したことじゃないですよ。いまさら深刻ぶるようなことでもない。……でも、そう言われるなら、話しておく必要はあるんでしょうね」


　ゆっくりと、そう口にしたときだった。


「にゃあ」


　足元で、白虎が鳴いた。


　それにつられてふたりが顔をあげると、十メートルほど先に新たな人ひと影かげが立っていた。


　さきほど、猫屋敷が思い浮うかべていた人影であった。


　思い浮かべていた姿よりも、やはり眉み間けんの皺しわはずっときつかった。


「藤次」


　と、青年がその名を呼んだ。


「……蓮」


　と、藤次もこちらの名を呼んだ。


　いまだ九月。昼下がりの爽さわやかな陽気にありながら、小こ径みちに立ちはだかった和服の姿は、まるで幽ゆう鬼きのように見えた。


「迎むかえにでも来てくれたんですか？　それは十数年ぶりの京都ですが、いまさら迷ったりしませんよ？」


　軽口を叩いた猫屋敷に、男は低い声で問うた。


「なぜ今さらになって、お前がここへ来た？」


「おや」


　心外そうに、猫屋敷が瞬まばたきする。


「手紙を出したのはあなたでしょう？」


「お前なら、素す直なおに来るはずがないと思った」


　藤次の声に、底冷えするような意思が張りつめていた。


　重い息を吐はき出し、男は一歩前に出た。


　言葉を、叩きつけた。


「御厨庚申の成そうとしている呪じゆ法ほう、分かっているんだろうが」


「さて」


　曖あい昧まいに笑って、猫屋敷は首の裏を叩く。


「あなたの予想しているのなら、まあなんとか」


「大祭と、御厨庚申は言ってる」


「なら、普ふ通つうに考えれば、答えはひとつですね」


　おどけた風の青年を睨にらみ付け、藤次はきしるように言った。


「泰たい山ざん府ふ君くん祭さい」


　と。


「……なるほど」


　猫屋敷がうなずく。


　泰山府君。


　道教において、東とう岳がく・泰山に座し、人間の寿じゆ命みようを司つかさどる神である。


　泰山府君祭とは、この神を奉たてまつり、不老長寿・国家鎮ちん護ごを祈き願がんする祭りであった。『今こん昔じやく物語集』をひもとけば、中世の陰陽師・安あ倍べの晴せい明めいが瀕ひん死しの高こう僧そうを蘇よみがえらせた記述すらあり、もっぱら宮中にて貴とうとい血筋の人間を癒いやすのに使われたという。


　陰陽道全体においても、至上といって過言でない儀ぎ式しき。


　危き篤とくの魔法使いにとって、これ以上の呪術もあるまい。


　同時に、御厨庚申ほどの陰陽師が、ひとつの龍りゆう脈みやくを造り替かえてまで成す呪術として納なつ得とくのいく大祭でもあった。


　猫屋敷も、肯こう定ていする。


「ええ、それはもっともな答えです。いかなる死病であろうとも霊脈レイラインひとつを啜すするならば、確かに遠のくでしょうよ。そして御厨庚申であるならば、それほどの呪法であろうとも成功させるでしょう」


　冷静に批評する青年に、藤次はますます眉間の皺をきつくする。


「放ほうっておけば、御厨庚申は死ぬ。どうしてそうしない」


「そうしてほしいんですか？」


「ふざけるな！」


　藤次が、言う。


　猫屋敷は表情ひとつ変えずに訊きいた。


「社長や穂波さんを襲おそったのも、それが理由ですか」


「ほかに、何がある」


　嚙かみつくような藤次の言葉は、この男の第一印象からは考えがたい情念を秘ひめていた。


「それとも、怨うらんでないとでも言うつもりか？」


「だったら？」


　訊き返した猫屋敷に、藤次はさらに一歩前に出た。





「御厨庚申を……お前は殺そうとしていたのにか」





「…………っ」


　みかんが、びくりと震ふるえる。


　自分も口にした内容だというのに、同じ言葉が他人の口から出ると、まるで違ちがう響ひびきを帯びていた。


　ごお、と風が吹ふく。


　急に日が陰かげり、樹木の落とす影かげがいびつに捻ねじれていった。


　突とつ然ぜん、小径の樹木がぐろぐろとうねる邪まが蛇なわへ変じたようにも見えた。


　その中で、藤次は続けて、こう問うたのだ。





「御厨庚申が──お前の母を殺したのに、か」





　　　　＊





「──一年ぶりですね」


　隣となりの席に座って、フィンはにこやかに切り出した。


　そう、一年ぶりだった。


　この若者と以前に出会ったのは、去年の秋の、布留部市のことだ。


　穂波を騙だました若者が、布留部市の霊脈レイラインを操あやつって、竜りゆうを殺そうとしたとき以来であった。


「騙したわけじゃないでしょう？」


　いつきの思考を読んだように、フィンが囁ささやいた。


「そうやね。騙したわけやない」


　隣で、穂波自身が認める。


　少女の瞳ひとみは、まっすぐに──かつての先せん輩ぱいであった若者を捉とらえていた。


「でも、あたしの願いはもう叶かなえんでいい」


「それは困った」


　フィンが苦く笑しようする。


「そうすると、僕の存在意味がなくなってしまう」


「──何をしに来たんですの？」


　問うたのは、アディリシアだった。


　場所が悪いと思ったのか、ひとまずは席に戻もどりつつ、しかし警けい戒かいを解いてはいない。


　辰巳と香も、いつきたちの雰ふん囲い気きから、この少年フインが見た目通りの相手でないことは察している。


　五体へ緊きん張ちよう感かんを張り巡めぐらせ、少年の一挙一動を注視していた。


「まあ、ひとつは今のイツキくんと話してみたいってことだったんだけどね」


「……僕と？」


「そう」


　フィンの笑えみが深くなる。


　その笑みには、邪じや気きひとつない。


　がんぜない童わらべのような、人間としての生活でさまざまな邪悪を学んでしまう前の笑顔だ。


　だからこそ、この若者は恐おそろしい。


　自じ我がなど淡あわく、他人の願望を叶えるだけの願望機。それが、この若者の正体なのだから。


　少し間をおいて、いつきは自分の方から切り出した。


「さっきの──噂うわさが本当だっていうのは、どういうことなんですか」


「さっきの？」


「猫屋敷さんのことです」


「ああ」


　と、フィンがうなずく。


「どうして僕がここにいるのかとか、そういうことを最初に訊くと思ってましたが──なるほど社員の事情が優先ですか。なんともイツキくんらしい」


　唇くちびるをほころばせて、フィンは続ける。


「……でも、薄うす々うす予想はついてるんじゃないですか？　だいたい、その噂、キミがいままで触ふれてきた魔ま法ほう使つかいの愚おろかさと、何ひとつ違ってはいないでしょう？　所しよ詮せんは同工異曲。目的が同じなら少々手段が違っても結果は同じことですよ」


「それでも、僕は聞く必要があります」


「どうして？」


「僕が、〈アストラル〉の社長だからです」


「なるほど」


　納なつ得とくしてから、フィンは続けた。


「あの人は、生まれる前から魔法に捧ささげられていた、ということですよ」


　その台詞せりふに、ぴくりとアディリシアの眉まゆがあがった。


　フィンは、かまわず続ける。


「魔術の能力は……その八割方が血筋で決まります。知ってるでしょう？」


「はい」


　いつきが肯こう定ていすると、満足そうにフィンも首を縦に振ふった。


「必ずしも血筋による能力を使いきれるとは限りませんし、むしろ使いこなせない方が圧あつ倒とう的に多数ですけどね。でも厳然と、上限は決まってしまってるんですよ。魔法使いの家系は、つまるところこの上限枠わくを伸ばし続けるためにあるようなものです」


　今まで何度となく聞かされた言葉を、フィンが繰くり返す。


　魔術の基本。


　魔法使いの基き礎そ。


　かつての異い形ぎようを永遠に続けていこうとする、いっそ無む惨ざんなまでに強きよう烈れつな意志。


「ですけど、稀まれに例外があります」


　フィンが、人差し指をあげた。


「高度の呪じゆ波は汚お染せんに蝕むしばまれた人間は例外なく死に至ります。でも、そのとき母ぼ胎たいにいた赤子はたまさか呪波汚染に耐たえきることがある。場合によっては呪力に高い親和性を持って生まれる可能性も。〈協会〉の禁きん忌きにも触れますが……御厨庚申はここに目をつけましてね。その結果がさきほど話していた蠱こ毒どくですよ」


「…………」


　いつきは沈ちん黙もくする。


　誰だれがその赤子だったのかなど、聞くまでもあるまい。


　猫屋敷蓮の『力』を、彼らは誰よりも知っている。穂波やアディリシアとも違ちがう、涼すずやかな表情の下もとに湛たたえられた、底知れぬ実力。


　それが禁忌に端たんを発していたとして、何の不思議があろうか。


「母親は魔法使いでもなんでもなかったそうです。確か、どこかのお茶屋の芸げい妓ぎだったかと。もちろん、結果として廃はい人じんにはなったようですね」


「──なぜ、あなたがそんなことを知ってますの？　それに、そんな話が本当だという証しよう拠こでもありますの!?」


　たまりかねたように、アディリシアが言った。


「さて。信じても信じなくてもかまいませんが」


　フィンは、ゆったりとかぶりを振る。


　少女の怒いかりをあっさりと受け流して、椅い子すにもたれてから、


「いわば……猫屋敷蓮は母親を殺されたようなものですよ」


　と、口にした。


「……もう、いいです」


「どんな気分なんでしょうね。考えてみれば、生まれたときからまともな母親ではないわけで、真っ当に母親を恋こいしがることもないでしょう。まあ、そんなことが関係なくとも、猫屋敷蓮がまともな生活をあの家で送れていたとは思いませんが」


「フィンさん、もういいです」


　いつきの言葉が聞こえないように、若者は言葉を紡つむぐ。


「実際に、かつての猫屋敷蓮は幾いく度どとなく御厨庚申を殺そうとしたそうです。もっとも、当時の猫屋敷蓮の技量では御厨庚申に遠くかなわず、最終的に彼は〈八葉〉を出しゆつ奔ぽんすることになります。これが十四歳か十五歳のとき。〈アストラル〉に受け入れられるのはさらに二年ほどした後ですね。その空白の二年間は、ずいぶんと裏で名をあげていたようです。相当悪あく辣らつな呪じゆ詛そでも受ける拝おがみ屋やとして、猫屋敷蓮の名前が各所で怖おそれられたぐらいに」


　猫屋敷の過去が、つまびらかにされていく。


　こんなにもあっけなく。


　他人の手によって。


「フィン！」


　強く、いつきが反発した。


　それを受けて、


「どう思います？」


　と、フィンは静かに訊きいた。


　その笑えみは、あくまで純じゆん粋すいに澄すんでいた。


「十数年の時間を経て、猫屋敷蓮はさらに腕うでをあげました。円熟しつつあるといってもいいでしょう。〈アストラル〉の中で、ひとりの魔法使いとして最も完成に近いのは間違いなく彼です。──ならば、ひとつの疑問が生まれます」


　もう一度、フィンは人差し指をあげた。





「今度こそ、猫屋敷蓮は御厨庚申を殺そうとするでしょうか」





　　　　３




「御厨庚申が──お前の母を殺したのに、か」





　叩たたきつけられた藤次の問いに、猫屋敷は小さく息をついた。


「良くない癖くせですね、藤次」


「何がだ」


「そうやって、すぐに思い詰つめるところがですよ。視界も考え方も狭せばまって、ひとつのことしか考えなくなる。もっとも、私も人のことをいえた柄がらではありませんが」


　自じ嘲ちようするように、猫屋敷の唇くちびるの端はしがつりあがった。


　背後のみかんを庇かばって、一歩横にずれる。猫屋敷の懐ふところに入った玄武以外の三匹びきが、それぞれに追つい従しようした。


「じゃあ、御厨庚申を恨うらんでないとでも──」


「恨んでますよ。決まってるでしょう、そんなもの」


　すう、と猫屋敷の表情が色を消す。


　この場合、まさしく消えたのだ。


　冷ややか──などという次元を通り越こして、ただ透とう明めいな口調で青年陰おん陽みよう師じは問うたのだ。





「まだ、あの蔵に座敷牢はあるんでしょう？」





「────っ」


　訊かれた藤次が、一歩後じさった。


　呪じゆ力りよくでも威い圧あつでもなく、ただ青年の声の虚うつろさに打たれて、身体からだが勝手に退しりぞいてしまったのだった。


　さらに、猫屋敷が言う。


「呪術をほどこした毒どく蜘蛛ぐもを嚙かむと、どんな舌した触ざわりがするか知ってますか？　無理矢理顎あごと頭を押さえられて、ぶつりと胴どう体たいを嚙みちぎらされた後に、どんな苦痛が舌と喉のどを焼くのか想像できます？　三日三晩一いつ睡すいもできず、爛ただれて腫はれ上がった喉を押さえてのたうちまわるっていうのが、どんな気分か分かります？　ええ、あの頃ころは確か七歳ぐらいでしたよね。普ふ通つうに修しゆ行ぎようさせられているあなたが、どんなに羨うらやましかったことか」


「…………っ」


　藤次とみかんが、どちらも絶句する。


　しかし、藤次はただ狼狽うろたえるばかりで、みかんは一言も聞き漏もらすまいと小さな拳こぶしを握にぎりしめるのが対照的ではあった。


　三み度たび、猫屋敷が言う。


「呪力の深しん奥おうを摑つかむためだからって、冷たい暗くら闇やみの中で餓が死し寸前まで追いつめられるとどうなるか知ってますか？　たかだか十歳ばかりの子供の時期に、飢うえばかりが膨ふくらんで、何ひとつ見えず聞こえず指一本も動かせなくなる気持ちは？　そんな悪夢が忘れられなくなって、何度も何度も何度も何度も何度も繰くり返して夢に見る心地ここちは？」


　誰だれもが想像した。


　猫屋敷の言うとおりの、その惨さん劇げきを。


　猫屋敷の言葉が現実の経験に裏打ちされていることが、誰にだって理解できた。


　幼い猫屋敷蓮が悶もん絶ぜつし、のたうち回り、凍こごえて、飢える場面がまざまざと見えた。それに自分が重なった。実際の千分の一に、万分の一に満たぬレベルであっても、その飢えや痛みをみかんと藤次は感じたのだ。


　ふ……と。


　青年の唇に笑みが浮ういた。


　唇だけの、ひどく虚ろな笑みだった。


「ええ、母親どうこうじゃない。あの人は私からすべてを奪うばった。奪ってはいけないものを奪いすぎた。その報むくいは与あたえられて当然です」


　青年が結論する。


　曇くもり空の下に、しんと冷たい静せい寂じやくが張りつめた。


　無色の告白のゆえ、小川のせせらぎは遠く、葉ずれの音さえ別世界のことに思われた。


「だったら……お前はどうして」


　かろうじて藤次が呻うめいたのは、この男も〈八葉〉の陰陽師として相応以上の精神力を備えていたと、賞賛すべきであろう。


　しかし、


「ですが」


　と、青年は付け加えた。


「……どうして、あなたがそんなに御厨庚申を殺したがるんですか？」


　猫屋敷が訊きいた。


　その問いに、藤次はかすかに逡しゆん巡じゆんした。


「どうして、だと？」


　自らの言葉も意識しているかどうか、ただぼんやりと訊き返す。


「お前だって、御厨庚申は……」


「御厨庚申が外げ道どうなのと、〈八葉〉への貢こう献けんは別物です。もとより魔ま法ほう使つかいとして外道や正道や評価の枠わく内ないにすら入りません。より優すぐれた魔法使いを生み出すという意味においてなら、彼のやり方は成功したといえるでしょう」


　ごく当たり前に、猫屋敷が言った。


　さきほどのむごたらしい体験すら他人ひと事ごとのように、ただ外側からの視点で青年は〈八葉〉と御厨庚申を見み据すえる。


　自分自身までも俯ふ瞰かんしすぎた視点は、すでに人の範はん疇ちゆうを超こえている。


　人の在あり方を、超えている。


　別次元の化け物、とも見えた。


「……お前、」


　ぞくり、と藤次の背筋に冷たいものが走った。


　そうした猫屋敷の姿が、若かりし日のある陰おん陽みよう師じと重なったからだ。


「その言いぐさは……まるで、御厨庚申と……」


「ええ、同じでしょうね」


　と、猫屋敷がうなずいた。


「私は、御厨庚申という稀き代たいの陰陽師の、最高傑けつ作さくではあるのでしょう。それは、ある意味で最も御厨庚申の思考を理解できるのが私だということです。──そうでなければ、御厨庚申はとっくの昔に私を殺していたはずですよ」


　自分を殺していたはず、とさらりと告げる。


「かつての私が殺そうとしたとき返り討うちにすることなど、いともたやすいことだったでしょう。そうしなかったのは御厨庚申にとって、私が命以上に大切な作品だったからです」


　作品と、猫屋敷は言う。


　大切な作品だから殺さなかったのだと。


　それが、父と子のつながりであったろうか。


　互たがいの命を狙ねらい、命を削けずった果ての果てで理解しあうという、そんなつながりをこの青年は抱かかえていたのだ。


「…………」


　みかんが、その言葉に強く唇くちびるを嚙かむ。


　自分も、母や祖母に過か酷こくな因いん縁ねんを持ってはいる。


　いいや、自分だけではない。


　魔法使いの歴史とはすなわち血統の歴史であるゆえに、誰もが血の過酷さから逃のがれられぬ。アディリシアも穂波もオルトヴィーンも、あのいつきさえも等しく、親族にある種の悲劇を抱えている。


　しかし。


　その上でなお、猫屋敷のそれは惨さん烈れつであった。


「だからこそ、分かることもあります」


　と、青年は続けた。


「私という最高傑作がある以上、御厨庚申はもはや野望を持つ必要がないんですよ」


「な、に……？」


　藤次の語ご尾びが揺ゆれた。


　そこにつけこむように、猫屋敷が言う。


「魔法使いが執しゆう着ちやくするのは魔法そのものです。自分の血筋を、自分の魔法を、より優れたカタチで残すことです。そして、その意味で、御厨庚申はこれ以上なく完かん璧ぺきに魔法使いでした。だからこそ御厨庚申は禁きん忌きを犯おかしてでも、自分の血脈の魔法使いにこだわった。──ほら、もうここで終わってる」


　自分の和服の胸むな元もとを、軽く猫屋敷は扇せん子すで叩たたいた。


「私が、できてしまった」


　と、さらに言う。


「私が完成した時点で、御厨庚申の目的はすべて終わってるんです。なのに、いまさら泰山府君祭？　たかだか延命の呪じゆ術じゆつに霊脈レイラインひとつを食いつぶす？　そんなわけがありません。ただ長生きするだけで達成しうる程度の目的なら、すでに彼は終えているんです」


「……そん、な」


　今度こそ、藤次は数歩たたらを踏ふんだ。


「滅め茶ちや苦く茶ちやだ。何を、証しよう拠こに──」


「〈八葉〉が衰すい退たいし始めたのはもう十年以上も前のこと──私が出しゆつ奔ぽんした直後ではなかったですか。それこそが最大の証拠でしょう。


　もはや御厨庚申にとって、〈八葉〉も必要なかったんですよ。後は、私自身の復ふく讐しゆう心しんが私を陰陽師として完成させる。ああ、御厨庚申はそういう風に言わなかったですか？　私があの人を殺そうとすることをむしろ喜んではなかったですか？」


「…………」


　藤次は何も言わなかった。


　言えなかった。


　その沈ちん黙もくこそが、最大の答えであった。


　十分に沈黙の重さを吟ぎん味みしてから、猫屋敷は新たな言葉を吐はいた。





「ですが、ひとつだけ、疑問が残りました」





「……疑問？」


「この期ごに及およんで御厨庚申が何をしようとしてるのか、それが分からなかったんです。よりにもよって魔ま術じゆつ世界が数十年に一度という規模で揺らいでいるこの時期に何をなそうとしてるのか、私にも分かりませんでした」


　すう、と猫屋敷の瞳ひとみが藤次を捉とらえる。


「あなたになら、分かりますか？」


「…………」


　再び、藤次は沈黙した。


　湿しめった風が吹ふいた。


　小こ径みちの森側から吹きつけるその風が止やむまで、猫屋敷も再び待った。たかだか十数秒だったろうその時間が、藤次には数時間にも思えた。


「……ああ」


　と、かすかなため息を空気に溶とかした。


「……やっぱり、あなたは何も知らないのですね」


　青年が結論する。


　すう、と手が横に伸のびた。


　みかんと手をつないだまま、青年陰陽師は歩き出し、御厨藤次の脇わきを通り過ぎていった。


　哀あわれな兄あに弟で子しに対して、欠片かけらの興味も失ったと──そういうようだった。


「──お、前」


　掠かすれた声が、かろうじて和服の背を叩いた。


　藤次の指が亡もう者じやのようにひんまがって、弟弟子を追ったのだ。


「待て……っ」


「まだ、何か？」


　立ち止まっただけで、振ふり返りもせず猫屋敷が訊きく。


「お前は……〈八葉〉に戻もどるのか……」


「…………」


　その質問に、猫屋敷は眉まゆを曇くもらせた。


　この期に及んでも、そういう質問しか兄弟子ができないことを、猫屋敷はとうの昔に知っていたからだった。


「ああ……あなたの世界には〈八葉〉しかありませんものね」


　呆あきれるでもなく、ただそこにある事実を確かく認にんする口調で、猫屋敷は言った。


　知っている。


　そういう生き方もあるのだと。


「……そうだ」


　と、藤次も認めた。


「俺は、お前と違ちがう」


「同じ人なんていませんよ」


「俺には、御厨庚申なんて理解できない」


「私も理解なんてしたくなかったです」


「お前だけが！　御厨庚申に選ばれた！　理解できて理解された！　それが悲劇だろうが屈くつ辱じよくだろうが拷ごう問もんだろうが！　俺には選せん択たくの余地さえなかった！」


「…………」


　猫屋敷は、藤次を振り返らない。


　いつも言われていたことだ。


　たとえば、石動いするぎ圭けいに。


　たとえば、〈八葉〉を出しゆつ奔ぽんした後の、何人もの師し匠しように。


　たとえば、流る浪ろうの拝おがみ屋やとして、魔術決闘フエーデで打ち倒たおした幾いく多たの魔法使いに。


　誰もが、猫屋敷を指し弾だんした。


　猫屋敷が優すぐれていればこそ、青年の価値はその一点なのだと叫さけんでいた。


　生まれが、呪じゆ力りよくが、すべてを決定する魔法使いという在り方なればこそ、惨さん劇げきですら眩まばゆいものへ造り替かえられる。


　お前の異い形ぎようこそが羨うらやましかったのだと、嘆なげきの声を谺こだまさせる。


　猫屋敷自身が望んだかどうかなど、考こう慮りよするにも値あたいしない瑣さ末まつなことだというように。


　手を振った。


「いまさら、ですよ」


「それでも……っ！」


　藤次が吼ほえる。


　肺に残った空気をありったけ絞しぼり出すように突つき上げた。


「それでも……！　お前が！　たったひとり御厨庚申に認められたお前が……それでも御厨庚申を殺す気で……」


　そう、言いかけて。





　藤次の絶ぜつ叫きようが、突とつ然ぜん停止した。





「猫屋敷さん！」


　みかんの強こわ張ばった声が、さしもの青年をも翻ひるがえらせた。


　振り返った猫屋敷は、大きく目を見開いたのだ。


「藤次……っ！」


　小こ径みちの半ばで、藤次が倒れていたのである。


　きつく眉み間けんに皺しわのはいった男の顔が、異様にどす黒く染まっていた。


　その状態を一目で把は握あくし得たのは、かつて自らも何度となく手を染めてきた行こう為いだったからだろう。


「……呪じゆ詛そっ？」


　青年の血相が変わる。


　すぐに懐ふところから呪じゆ符ふを取り出して、男の額と胸とを撫なでた。呪力に反応する霊れい符ふはたちまち変色し、その具合に猫屋敷は息を飲んだ。


「陰陽道の術式じゃない……！」


　それはすなわち、御厨庚申の手になる事態ではないということだった。


〈八葉〉とは別の誰だれかが、御厨藤次に呪詛を放っているのだった。


　それも、尋じん常じような腕うでではない。


　猫屋敷や御厨庚申に劣おとるとはいえ、藤次はけして凡ぼん庸ような陰陽師ではない。状じよう況きようさえ整えば穂波やアディリシアさえ翻ほん弄ろうしうる、十分に一流の魔ま法ほう使つかいなのだ。


　その霊的加護を、こうも簡単に打ち破る魔法使いとは──


「みかんさん？」


　藤次の状態を看破した青年が、隣となりの少女の名を呼んだ。


　少女があたふたと、巫女みこ装しよう束ぞくの袂たもとをいじっていたのだ。


「い、今、お兄ちゃん社長や穂波お姉ちゃんとの糸パスが──」


「…………っ」


　猫屋敷も、自分の和服の裏にとめてある社章に触ふれて、少女の言葉を確かく認にんした。


〈アストラル〉の社章には、それぞれ糸パスが通じている。


　場所や時間にもよるが、魔法的なトラブルに巻き込まれた場合、それらの糸パスによって状況を伝えられるようになっている。必要となれば、その糸パスを通じて遠えん隔かくの術式さえ起動できる高度の呪物フエテイシユだ。


　しかし、今、その糸パスが見事に断たちきられていたのである。


　藤次が倒れるのと、ほぼ同時に。


（……この、手て際ぎわは）


　ある予想が、青年の中で黒雲のように湧わき上がった。


　それは、猫屋敷がわざわざ〈八葉〉を訪問した理由でもあった。


　それは、御厨庚申が自分を呼び戻もどした件について、青年が裏読みしていた事じ項こうであった。


　それは……


「まさか──！」


　戦せん慄りつをこらえ、小径の先を青年が振ふり仰あおいだ。


〈八葉〉の屋や敷しきまで、後一キロもない。


　しかし。


　行くのか、戻るのか。


〈八葉〉の異変か。


〈アストラル〉の異常か。


　頽くずおれた兄あに弟で子しを抱かかえ、迷いは猫屋敷の足さえ呪じゆ縛ばくした。


　そして、乾かわいた唇くちびるが、青年の内で膨ふくれあがった疑ぎ惑わくの名をこぼしたのである。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉……っ!?」
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　　　　１




　猫屋敷が、藤次への呪じゆ詛そに息を飲み。


　いつきが、フィンとの邂かい逅こうに戦慄して。





　──その、同じ頃ころ。





　か細く、蟬せみの声が聞こえていた。


　ヒグラシである。


　九月も半ばを過ぎ、そのか細い鳴き声は今すぐ途と切ぎれそうなほど頼たよりない。しんと静まり返った山中にあっては、なおさらそのはかなさが助長されるようだった。


　オルトヴィーンと黒羽が歩いていたのは、そんな山道だった。


　船ふな岡おか山やま、という。


　京都北部の、小さな山である。


「猫屋敷のヤツ……大だい丈じよう夫ぶか？」


　そう呟つぶやいたのは、オルトヴィーンだった。


「相当キてたぞあいつ。あんだけ物ぶつ騒そうな顔して、〈八葉〉とまともな話なんかできるのか？」


「多分……大丈夫です」


　と、黒羽が答えた。


「あん？　何でだ？」


「だって、みかんさんと一いつ緒しよですから。猫屋敷さん、なんだかんだいって、みかんさんにはとってもあまいですし」


「……それは同感だけどな」


　なんとなく気分を害したように、オルトヴィーンが唇の端はしを歪ゆがめた。


「猫屋敷がずっと殺したかった相手……か」


　口の中で、言葉を転がす。


　思い出したのかもしれない。


　自らの師であるツェツィーリエのことを。


　実際、猫屋敷から聞いた情報は断だん片ぺん的であったが、少年との共通点は多かった。


　師に見いだされ、無理矢理に魔ま術じゆつを仕込まれたこと。


　多くのものを奪うばわれて、虐しいたげられて、その師を憎にくんだこと。


　ただ、オルトヴィーンはツェツィーリエを殺そうとは思えなかった。そんなことが考えられないほどに、両者の『力』の差は絶対的だったし、ツェツィーリエの刷すり込こみはオルトヴィーンの魂たましいにまで染しみこんでいた。


　今だって、そうだ。


　あの吸きゆう血けつ鬼きを思うだけで、オルトヴィーンは身体からだの芯しんに震ふるえを感じる。


　単なる魔術の力量だけではなく、ツェツィーリエの恐きよう怖ふこそが自分を縛しばり付けているのだ。


　猫屋敷は、違ちがうのだろうか？


　あの青年陰陽師は、自らの父であり師である相手に、魂までは屈くつ服ぷくしなかったのだろうか？


　もしも、自分もそうだったら、どう思うだろう？


　あの吸血鬼を、殺したいと思うだろうか？


　願うだろうか。


　分からない。


（……糞くそ）


　妙みように苛いら々いらした感情を抱えながら、少年は足を止めた。


　山道のそばにそびえた、大きな岩の前であった。


「こいつだな」


　と、少年は懐ふところから小石を持ち出した。
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　と、ルーン文字の刻まれた石であった。


　岩のまわりにその小石を転がして、オルトヴィーンは命じたのだ。





「汝なんじは遺産、汝は領土、汝は土地。されば示せ、オースィラ」





　すると、小石は不自然に軌き道どうをねじまげて、岩のまわりを巡めぐり出したのだ。


　オルトヴィーンの目は、その様子を慎しん重ちように観察する。ルーンの占うらないにもさまざまな方法があるが、今少年が採ったそれは、小石の転がり方によって判断するという方法だった。


　そんなオルトヴィーンに、黒羽が尋たずねる。


「猫屋敷さんに言われたのって、〈八葉〉が儀ぎ式しきに使うっていう霊脈レイラインの調査でしたよね？　この岩がそうなんですか？」


「ああ、磐いわ座くらとか磐いわ境さかとか言ったりするがな。要は霊脈レイラインの基点になる場所だ。〈八葉〉がどういう儀式をするつもりにしろ、下調べしておいて損はない。……お前も何か感じないか？」


　訊きかれて、黒羽は小首を傾かしげた。


　形の良い顎あごに手をおいて、少し考えてから口を開く。


「えと……そういえば、この街に来てからなんだか体調がいいような」


「それだけ京都の霊脈レイラインが抱かかえている呪じゆ力りよくの総量が大きいってことだ。この都市はもともと木もく行ぎよう──陰陽道でいうところの幽ゆう霊れいや妖よう怪かいに関する霊脈レイラインが強すぎるんだ。だから、首都だった頃ころの京都はしょっちゅう怨おん霊りよう騒さわぎが起こってた」


「…………」


「何だ？」


「い、いえ。オルトヴィーンさん、陰陽道についても詳くわしいんですか？」


「こんなの詳しいってレベルじゃない。魔法使いなら基き礎そ教養の内だ。お前らだって学校で数学や化学の初歩は教わるだろうが」


「は……はい」


「とりわけ、この船岡山は京都の北部から流れ込む霊脈レイラインの基礎部になってる。まあ特異点的に、北西の左大文字山とかも同じような意味合いを持ってるけどな」


　そこまで言って、オルトヴィーンが片かた眉まゆをあげた。


　転がした小石が、岩を一周して少年の足元へ戻もどっていたのだ。


「まさ、か……」


　オルトヴィーンが息を止めた。


　足早に、岩の裏へと回る。


　すぐ、少年の目は大きく剝むかれた。


　乱暴に手て袋ぶくろで岩の表面を払はらうと、そこには崩くずしたアルファベットと複雑な魔法円が刻まれていたのである。


「これって……」


「霊脈レイラインの流れが、壊こわされてる」


　端たん的てきに、オルトヴィーンは言った。


　この岩を基点とするはずだった霊脈レイラインの術式が、刻まれた術式によって大きく搔かき乱されていたのだった。


「〈八葉〉がどういう術式を行うつもりか分からないけどな。そのための仕し掛かけが片かた端はしから壊されてる。これじゃまともな儀式なんてできないぞ……」


「……それって……」


　黒羽には覚えがあった。


　かつて、同じような事件が布留部市でも起こっていたからだ。


　昨年の秋、枯かれ草色の髪かみの若者が巻き起こした、竜殺しの事件。


「ひょっとして……〈螺旋なる蛇オピオン〉、の……」


「そう、か……？」


　オルトヴィーンの眉が寄る。


　少年は、その事件に接せつ触しよくしていない。当時のオルトヴィーンは〈アストラル〉の社員ではなかったからだ。


　しかし、微び細さいな違い和わ感があった。


「どっちかというと……この術式は……」


　言って、口元を覆おおう。


　少年の顔が、さあっと青ざめていた。


「……オルトヴィーンさん？」


「すぐに、戻るぞ！」


　血相を変えて、オルトヴィーンが叫さけんだのだった。





　　　　２




「──今度こそ、猫屋敷蓮は御厨庚申を殺そうとするでしょうか」


「…………」


　フィンの問いに、いつきは揺ゆるがなかった。


　椅い子すに座ったまま、呼吸を整える。


　落ち着きを取り戻す。


　思い描えがくのは、たくさんの顔だった。


　今隣となりで息を詰つめている穂波やアディリシア、香や辰巳、はたまたこれまで関かかわってきた人々の顔であった。魔ま法ほう使つかいである者もいたし、そうでない者もいた。たった一年半ほどの日々で、いつきが出会った人々は数十人を大きく超こえていた。


　そのすべてに答えるつもりで、少年は口を開いた。


　まっすぐにフィンを見つめて、声こわ音ねが震ふるえぬようにゆっくりと言ったのだ。


「どちらでも、かまいません」


「おや」


　少し驚おどろいた顔で、フィンは瞬まばたきした。


「それは、猫屋敷さんが人を殺そうと殺すまいとかまわないってことですか？」


「フィンさんがそう思うんでしたら」


「……ふむ」


　若者が、形の良い顎を撫なでた。


「てっきり、どうしても猫屋敷さんを止めると言うと思っていたんですが。いや驚きました。キミって本当にイツキ君ですか？　それってば外げ道どうすぎません？」


　じろじろと、鳶とび色いろの瞳ひとみがいつきを睨ねめつける。


　その瞳の中で、少年は続ける。


「猫屋敷さんがどういう事情を抱かかえているか、全部知っているわけじゃありません」


　口調はゆっくりとしていた。


　話しながら、自分の中で整理しているような速度だった。


　ひとつずつ、自分の道程を確かく認にんするかのようにして、いつきは言葉を紡つむぐ。


「社長と社員といっても、僕と猫屋敷さんはやっぱり別の人間です。全部が全部打ち明けられるわけじゃありません。そんなことができるわけありません」


　そこで、間をおいた。


　机ひとつ分の距きよ離りをおいて、フィンは淡あわく微び笑しようしていた。


　他人の願望だけに執しゆう着ちやくする若者は、どこかいつきと似た顔で尋たずねた。


「だから、分かり合えない相手が、何をしても関係ないというわけですか？　それがイツキ君の結論？」


「いいえ」


　少年がかぶりを振ふる。


「相手のすべてを知っていなくても、分かることはあります」


　瞳を外さない。


　ちりちりと痛む右目を意識する。


　その内側から、自分とは違ちがう何かがフィンを覗のぞき込んでいる。同じ妖精眼グラム・サイトに惹ひかれるように、表面近くまで浮うき出ている。


　奥歯を嚙かんだ。


　自分の内側と外側。


　その両方へ聞かせるようにして、いつきは言い切った。


「猫屋敷さんは、〈アストラル〉に戻もどれなくなるようなことはしません」


「────っ」


　フィンが、息を詰めた。


　この若者をして、いつきの言葉は意外であり、かつ言葉だけにとどまらない重みをも備えていたのだ。


　一年間の出会いや経験が、少年に与あたえた重みであった。


　そして、


「……うん、そうやね」


　と、深くうなずいたのは穂波であり、


「……そうですわ」


　と、制服の胸むな元もとを押さえたのは、アディリシアであった。


　少女の翠すい瞳とうに、強い光が宿っていた。たとえ幾いく度どの敗北を味わっても、ついに屈くつ服ぷくせざる者の光。


　少女は忘れていない。


　かつてのアディリシアに、最大の敗北を刻みつけたのがこのフィン・クルーダであった。


　妖精眼グラム・サイトとケルト魔術を組み合わせた戦術に、七十二の魔神さえことごとく消しよう滅めつさせられ、妖精眼グラム・サイトを発動させたいつきと協力しても、ついに勝利することはかなわなかった。


　そして、その敗北の記き憶おくさえも、少女の心を砕くだくことはできなかった。


　少女の在あり方を妨さまたげることはできなかった。


「人の上に立つものに、相手のすべてを知る必要などありません。必要なのは理解ではなく信しん頼らいです。この国の言葉なら、それをキズナとも呼ぶのでしょう」


「……なるほど」


　と、フィンがうなずく。


「やはり、あなたとは相あい容いれませんね。それに、イツキ君への影えい響きようも強すぎる」


　ゆらりと若者は視線の質を変える。


　フィンとアディリシアの間で、敵意と殺意とが火花を散らした。互たがいに魔ま法ほう使つかいなれば、敵意も殺意も単なる意思だけでとどまるはずはなかった。思い描く意思を実体化させる者を、魔法使いと呼ぶのであった。


　その間に、声が割り込んだ。


「──僕からも、訊きくことがあります」


　と、いつきが改めて口を開いたのだ。


「何故なぜ、ここに来たんですか」


「何故？」


　小首を傾かしげたフィンへ、いつきはさらに言った。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉に属するフィンさんが……ここにいるのが偶ぐう然ぜんなわけはないでしょう。それに、フィンさんの望みはいつだって他人の願いを叶かなえることばかりです」


「ああ。さすがにとぼけるわけにもいきませんか」


　若者が肩かたをすくめた。


　甘かん味み処どころに似合わぬ呪じゆ力りよくが張りつめ──それは意外な変化を生じさせた。


「一年前と同じことを、もう一度だけ訊きます」


　と、フィンが続けた。





「──僕と、一いつ緒しよに来ませんか？」





　いつきの、眉まゆが動いた。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉へ、ですか？」


「ええ」


「その返事は一年前にしました」


「一年あれば変わるものもあるでしょう。あれから、キミは魔法使いについて、魔法使いの世界について、多くのことを学んだはずです。……それに」


　それに、とフィンは笑えみを深くした。


　柔やわらかく、唇くちびるを開く。


「そろそろ、眼が辛くなってませんか？」


　それは言こと葉ば面づらだけ聞けば単なる日常会話ともとれたが、実際には恐おそるべき意味を孕はらんでいた。


　穂波とアディリシアのみならず、辰巳や香も肩を震ふるわせた。


　条件反射的に眼帯へ触ふれたいつきへ、若者はさらに問いかける。


「あれから、いくつもの魔法を視みてきたんでしょう？」


　まるで、そのすべてを知っているとばかりの言いぐさだった。


「魔法の深みにも、魔法の悲しさにも、魔法の汚きたなさにも、魔法の馬ば鹿からしさにもずいぶんと触れてきたでしょう」


「…………」


　いつきは、ごくりと固かた唾ずを飲のみ込む。


（なんで……）


　と、思う。


　若者が言っているのは、ごく一いつ般ぱん的な感想だ。


　眼めのことさえ除けば、脅おどされたわけでも、特別に印象的な言葉を告げられたわけでもない。


　なのに、この若者の言葉は、どうしてこんなにも心のひだをなぞるのか。


　こんなにも、自分は揺ゆれてしまうのか。


「一年前、イツキ君は僕に訊きましたね」


　フィンが、言う。


「──魔法使いとは、異い形ぎようであり、異い端たんでなければならないのか、と」


「…………」


　無論、覚えている。


　あのときの問いは、いまだにいつきの胸に深く刻まれている。


　この一年間、何度となく繰くり返されてきた問いだった。


「あのときは、こう答えました。魔法使いが異端であり異形でなければならぬとしても、イツキ君までもがそうなる必要はないと。だから、強くおなりなさい、とそう答えました」


　フィンが言う。


　かつて、その優やさしい声に、いつきは励はげまされた。


　勇気づけられた。


　自分のやり方で魔法使いに関かかわってもいいのだと、許された気がした。


　そして、今。


　同じ声で、フィンが問う。


「その眼は見てきたはずです。幾いく多たの魔法と魔法使いを。誰だれよりも深く、誰よりも精密に視てしまったはずです。その上で問いましょう。──あなたは、今の魔ま法ほう使つかいの在り方が正しいと思っていますか？」


「正しい？」


　訊き返したいつきに、フィンは言う。


「異端であり、異形でなければならない……そんな魔法使いの在り方を、今のイツキ君は正しいと思いますか？」


　かすかに、少年は逡しゆん巡じゆんした。


　ひどく大事なところだと、そんな確信があった。


　一呼吸おいて、穂波とアディリシアの視線に背中を押されるようにして、いつきはかぶりを振ふった。


「僕は……思いません」


「正しくないと、言うんですか？」


「正しいとか正しくないとか、簡単に決めつけちゃうつもりはありません。でも、魔法使いであっても、この世界と折り合いをつけて生きていく。そういうやり方もあるはずです」


「ああ、良かった」


　すると、若者は胸を撫なで下ろした。


「長く視すぎて、もう諦あきらめたのかと思いました。別に魔法使いじゃなくたって、大切な夢が枯かれてしまうのはよくあることですし」


　微び笑しようする。


　華はなやかな笑えみは、そのままこう告げた。


「だったら……君はやはり僕と来るべきです。〈螺旋なる蛇オピオン〉は、そのための場所です。イツキ君の助けがあるならば、世界だって変えられます」


「…………」


　普ふ通つうに考えれば、笑い飛ばさざるを得ない言葉である。


　一年前の竜りゆうの事件、つい数ヶ月前のロンドンの出来事……はたまた十二年前に起きた、先代〈アストラル〉との戦いを考えても、〈螺旋なる蛇オピオン〉に与くみする理由などあるはずもない。


　なのに、フィンの声はあまりに真しん摯しで、すぐさま退しりぞけられない何かを秘ひめていた。


「……それって」


「待てよ」


　いつきが訊ききかけたとき、傍そばからとどめる声があった。


「ずいぶん好き勝手言ってくれるじゃねえか」


　辰巳だった。


　座ったままであっても、巨きよ漢かんの迫はく力りよくには寸分の衰おとろえもなかった。肩かたから盛り上がった猪い首くびを振って、辰巳は鳶とび色いろの瞳ひとみをした若者へ食ってかかった。


「異端だの異形だの、いちいち持って回ったご大層な言い方をすればいいってもんじゃねえ。……だいたい、〈螺旋なる蛇オピオン〉の構成員だってんなら、自分とこのしでかした悪さぐらいは心得てるんだろうな？」


「その通りじゃ」


　辰巳が言い、その先を香が引き継ついだ。


「……うちの守もり人の橘弓鶴に、ろくでもない魔術を仕込んだぐらいは、覚えておるのじゃろうな？」


　冬に起きた、鬼おにの事件のことだった。


　いつきが霊脈レイラインを造り替かえた──まさに御厨庚申の指し摘てきした事件のことだ。


　あの事件そのものに、〈螺旋なる蛇オピオン〉が介かい入にゆうしたわけではない。しかし、首しゆ謀ぼう者しやともいえる守り人・橘弓鶴に、そのきっかけとなる魔術を教えたのは、〈螺旋なる蛇オピオン〉の構成員たるガラだったのだ。


「ええ、知ってます」


　と、フィンは首しゆ肯こうした。


「結果として、橘弓鶴さんが道を踏ふみ外してしまったことは申し訳なく思ってます。……ですが、そうした接せつ触しよくもやむないことであったと、いずれは納なつ得とくしていただけるかと」


「やむないこと、じゃと？」


　香の声こわ音ねに、鋭するどさが宿った。


　橘弓鶴は香の家族も同然の相手だが、それだけではない。


　結社の構成員を傷つけられた以上、次期後こう継けい者しやとして退くことはできぬ。幼くして首領の資質を持つ者は、けしてアディリシアだけではなかった。


　だからこそ、少女は強く問う。


「おぬし……何をするつもりなんじゃ？」


「僕は……」


　と、言いかけて、若者の声は止やんだ。


　突とつ然ぜん、がくり、とフィンが前へのめったのだ。


「……フィンさん!?」


　いつきが叫さけぶ。


　いいや、これはいつきのみならず、香や穂波たちも一様に呻うめいたのである。


　青春を謳おう歌かするごとき若者の肌はだが、その手の甲こうだけでも明らかなほど、異様にどす黒く染まっていたからだ。


　そして、彼らの背後から複数の気配が立ち上がった。


「離はなれてください」


　重く、人ひと影かげが告げた。


　いつきよりも先に、店の席に座っていた男たちであった。


　まちまちな服装を纏まとっているが、今は共通して甲かぶ虫とむしに似た形のペンダントを首から下げていた。ひどく強大な呪じゆ力りよくを、その呪物フエテイシユが遠えん隔かく地ちから誘ゆう導どうしているのだと、いつきの目は見み抜ぬいた。


　スカラベと、エジプト圏けんで呼ばれるアクセサリだった。


（この、人たち……）


「失礼します」


　代表らしき黒服が、いつきを押しのけて前に出た。


「〈螺旋なる蛇オピオン〉の、フィン・クルーダですね」


「……ええ、まあ。……〈協会〉の方ですか」


　嗄かれた声で、若者が黒服を見上げた。


「その呪じゆ詛そは、〈山の徒と弟てい〉が結社をあげての集団儀ぎ式しきによるものです。いかなあなたでも容易には解呪できないでしょう」


　若者の様子を冷静に見定め、黒服が言う。


　ほかの者も、油断無く若者を見つめて、微び動どうだにしなかった。もっとおかしなことは、これほど強ごう引いんな手段を打っているのに、甘かん味み処どころの店員の誰だれも出てこないことだった。


　そんな疑問を察したか、男たちのひとりが言う。


「〈協会〉の根回しで、さきほど店員には避ひ難なんしていただきました」


「どういう……ことなん？」


　穂波がうつろな声で訊いた。


「〈八葉〉が〈螺旋なる蛇オピオン〉と接触していたという情報を、〈協会〉ではつかんでいました。今いま頃ごろ、〈八葉〉の主立った構成員も同じ呪詛にとらわれているはずです」


「……な、〈八葉〉が、〈螺旋なる蛇オピオン〉にじゃと!?」


　香が血相を変える。


　あまりに突然の展開と情報に困こん惑わくを隠かくしきれず、ぱくぱくと唇くちびるを開閉してから、男たちを見上げたのだ。


「では……おぬしたちは……」


「情報を得てすぐ、〈協会〉は勢力を京都全市に振ふり向けました。呪詛ひとつとってもＡＡＡクラスの結社まるひとつ。差し向けられた構成員は百人をくだりません。我々もその一部です」


「失礼します」


　もう一度言って、先の黒服の手がスーツの懐ふところへ差し入れられた。


　持ち出されたのは、薄うすっぺらい羊よう皮ひ紙しだった。陰おん陽みよう道どうの霊れい符ふとは異なる正方形のカタチで、崩くずれたアルファベットや魔ま法ほう円えんが描えがかれている。〈協会〉では最も一いつ般ぱん的な天使召喚術アルマデルに使うものだと、いつきの知識にもあった。


　その羊皮紙が額に触ふれた瞬しゆん間かん、いつきの身体からだが弾はじけ飛んだのだ。


「っあ！」


　壁かべに激げき突とつし、少年がうずくまった。


　単なる衝しよう撃げきでないことは、明らかだった。凄すさまじい呪力を受けて、少年は倒たおれたまま不自然な痙けい攣れんを繰くり返したのである。


「イツキ！」


「社長！」


　アディリシアと穂波が叫び、


「てめえ、何しやがる！」


　辰巳が憤ふん怒ぬとともに立ち上がる。


　対して、黒服は冷ややかにこう答えたのだった。





「さきほどの情報をもとに、〈アストラル〉代表取とり締しまり役やく社長・伊庭いつき様も、禁きん忌きの対象として捕とらえるように命じられてます」





「な……っ!?」


「何を馬ば鹿かなことを！　イツキの体質自体は禁忌にあたりません！」


　アディリシアが一いつ喝かつした。


　すぐにもいつきに駆かけ寄りたくて仕方ないのに、必死にこらえて黒服たちを睨にらみ付けたのだ。


　しかし、その凜りんとした怒ど気きにも、〈協会〉は動じなかった。


「ええ。妖精眼グラム・サイトは禁忌にあたりません。しかし、妖精眼グラム・サイトを利用した術式がいつき様の身体に眠ねむっているとなれば話は別です。〈螺旋なる蛇オピオン〉の目的に、その術式は必要不可欠なものであると、我々は聞かされています」


「なん、やって……！」


　穂波が呻うめく。


〈協会〉の構成員たちは、やや張りつめた様子で言い募つのる。


「もはや事態は一刻を争います。詳くわしい事情は上層部へとお尋たずねください。我々はいつき様の回収を……」





「──それは困るな」





　と、フィンがにっこり笑ったのだ。


　呪詛の搔かき消えた、薔薇ばら色いろの笑え顔がおで。


　そして、若者の双そう眸ぼうは紅玉のごとく美しい──人間の色素ではありえぬ──真紅クリムゾンの光を放っていた。


　妖精眼グラム・サイトの光を！


「!?」


　猛もう烈れつな勢いで黒服と男たちが新たな魔術を行使する。


　おそらくは天使召喚術アルマデルの奥おう義ぎだったろう。仮にも〈螺旋なる蛇オピオン〉の捕ほ獲かくにさしむけられた魔法使いである。彼らの全員が人後に落ちぬ魔術を体得しているはずだった。


　そのすべてが、無む駄だだった。


　とん、と。


　甘かん味み処どころの狭せまい空間に、軽かろやかなステップが躍おどった。


　それだけで、男たちの集積しようとした呪じゆ力りよくがたちまち霧む散さんしたのである。


「残念」


　と、柔やわらかな微び笑しようだけが彼らの網もう膜まくに焼き付いた。





「我は命ずるハイル」





　呪文スペルはそれだけだった。


　複雑な身み振ぶりも印も必要なかった。


　それだけで、若者の服の内側からヤドリギの矢が優美に舞まい躍り、〈協会〉の魔法使いたちの肩かたを穿うがったのだ。まるでチーズにでも突つき刺ささるように、やすやすとヤドリギは彼らの身体からだへ埋うめ込まれ、あらゆる呪力を根絶させた。


　次々と倒れ伏ふした光景は、まるでドミノ倒しのようだった。


「やあ、さすがにきついですねえ」


　と、フィンが肩を軽く揉もんだ。


　甘味処の壁かべ際ぎわである。最初から狙ねらっていたのか、若者が移動したのは、倒れたいつきのすぐ傍そばだった。


「フィン……どういうことなん？」


　穂波が訊きいた。


「うんと、だいたい〈協会〉の人が言ってた通りですけど？」


「社長の中に禁忌の術式があるって……フィンは知ってたん？　それって……いつ知ったん？」


「ホナミの思っている通りだと思いますよ」


「竜りゆうの事件のとき？　あのときから、いっちゃんの中にある術式っていうのを狙ってたん？」


「そこまで用よう意い周しゆう到とうなわけじゃありません。半分ぐらいは偶ぐう然ぜんで、その偶然からの応用・発展です。あの事件のとき、一番驚おどろいたのは僕だったと思いますよ？」


「返して」


「何のこと？」


「いっちゃんを返して。そこから離はなれて」


「それは困った」


　フィンが眉まゆをひそめる。


　そうして、ゆっくりといつきの身体を抱だき上げたのだ。


「こっちも先約があってね。君の願いは叶かなえてあげたいけど、そうもいかない」


「フィン！」


　穂波の手がヤドリギを放った。


　少女とて傍ぼう観かんしているわけではなかった。すでにヤドリギを用意し、いつもの数倍に匹ひつ敵てきする呪力をそこに込こめていたのだ。


　同じくアディリシアの脇わきにも、豪ごう槍そうを抱かかえた漆しつ黒こくの騎き士しが顕けん現げんしていた。


　エリゴール。


　アディリシアが通常扱あつかう中で、最も強力な魔ま神じん。





「我は乞うハイル！　天にも地にもあらざる霊れい樹じゆの加護もて、我らを阻はばむ災わざわいを穿て！」





「エリゴール！」





「おおおおおおおおおっ！」


　穂波のヤドリギが飛ひ翔しようし、両りよう脇わきからアディリシアの魔神と辰巳の拳こぶしが、一いつ斉せいに若者へと殺さつ到とうした。


　しかし。


　いつきを片手に抱いたまま、若者はもう一度ステップを踏ふんだ。


　淡あわい色の唇くちびるが尖とがった。


　そこから漏もれ出た美しい音色に、穂波が眼めを見張った。


　少女には分かったからだった。ケルト魔術の魔法使い──ドルイドの口笛にはある種の『力』がこもる。まして取り換え児チエンジリングのフィンとくれば……！





「──我は命ずるハイル」





　憂ゆう愁しゆうたる響ひびきの最後に、ほんの一言。


　ヤドリギと魔神と拳とが──一点で交こう錯さくした。


　そのどれにも、まともな手て応ごたえは感じられなかった。


　ヤドリギと魔神エリゴールの槍やりが穿ったのは甘かん味み処どころの壁かべだけで、辰巳の拳がとどまった空間には、少年と若者、どちらの姿も残っていなかった。


「……妖精の足跡フエアリー・ステツプ」


　ふたりの消失した地点を見下ろして、穂波が震ふるえる声で胸を押さえた。


　甘味処の木の床ゆかには、淡い燐りん光こうが灯ともっていた。


　欧おう州しゆうでは、妖精が踊おどった後には、そこだけ草木が繁はん茂もしたり、異様な光が残ったりするという。そういった場所では神かみ隠かくしが起こるともいわれ、信心深い者たちは往来を避さけるのが当然だった。


　神隠し。


　あるいは、瞬しゆん間かん移動といってもいいだろう。


　穂波とアディリシアは強く唇を嚙かみ、辰巳と香は呆ぼう然ぜんと立ちつくした。





　ほとんどの魔術で至難とされる空間跳ちよう躍やくを、フィン・クルーダはいとも簡単に成し遂とげ、この場から逃とう亡ぼうしたのだった。





　　　　３




　京都、北西。


　左大文字山から連なる、山域のひとつであった。


　ほど近くに鹿ろく苑おん寺じ──通つう称しようはかの有名な金きん閣かく寺じ──を擁ようする北ほく山ざんの地であるが、中心部からは幾いく分ぶん外れていて人の気配はない。もとより、整備された都市部や観光スポットを少し離れただけで、急速に人外の雰ふん囲い気きを醸かもし出すのが京都という土地でもあった。


　雨量の多い土と地ち柄がらもあり、じっとりとした湿しつ気けが強い。


　おびただしい数の北きた山やま杉すぎが、どこか不気味に天空へと突つきあがっている。


　中世からごく最近に至るまで、この森から多くの樹木が伐ばつ採さいされ、都へと運ばれたのであろう。そういう意味では、現代の都市部以上に、本来の京都らしさを残した場所でもあった。


　そんな山域の、一ひと際きわ大きな杉の木だ。


　巨きよ木ぼく、というにふさわしい。


　樹じゆ齢れい数百年は優に超こえる雄ゆう大だいな幹が、いまだ瑞みず々みずしい枝葉を伸のばしている。


　これが神社の敷しき地ちであったなら、まず間ま違ちがいなく神の座するひもろぎとして崇あがめられていただろう。


　そんな巨木の周囲に、奇き妙みような現象が起きていた。


　地面にぼっこりと浮うき上がった根と根の間に、直径二メートルほどの草の輪ができていたのだ。無論、草が生えていること自体に不思議はないのだが、その直径二メートルの外周だけが異様に繁茂しており、にょっきりと小さなきのこが頭を覗のぞかせたりもしていた。


　こういう現象を、欧州では別の名前でも呼ぶ。


　つまり、妖精の輪フエアリー・リング、と。





　──すう。





　不意に。


　その輪の中で、陽炎かげろうのごとく何かが揺ゆらめいた。


　瞬間、その揺らめきを切り分けるようにして、さらなる影かげが浮かび上がったのだ。


　ふたりの、人影であった。


　枯かれ草色の髪かみの若者と、眼帯をした少年。


　誰だれかなど、問うまでもあるまい。


　フィン・クルーダと、伊庭いつきであった。


　はたして奇き態たいな草の輪の中央で、フィンはぐったりと座り込んでおり、いつきは横よこ倒だおしに伏ふしていた。


「……ふう」


　細く、若者が息をつく。


　ひどく長く、か細い吐と息いきであった。


　それから立ち上がろうとして、ぐらりと上半身が揺れた。


「……っ、あ」


　小さく、呻うめきが漏もれる。


　無様にがくりと膝ひざをついて、フィンはうつむいたのだ。


　額に、嫌いやな汗あせが浮いていた。


「〈山の徒と弟てい〉……ですか。さすがに……〈協会〉が本気になると……モノが違います……。ホナミも随ずい分ぶんと腕うでをあげてますし、葛城の守もり人もなかなか。……いや準備してなかったら……ここまでも跳とべなかったですね……」


　苦く笑しようして、脇わき腹ばらをさする。


　薄うす手での服に、血の赤が滲にじんでいた。


　最後の穂波たちの魔ま術じゆつは、無む駄だではなかったのである。


　ましてや〈山の徒弟〉──ＡＡＡクラスの結社の呪じゆ詛そを受けた直後だった。そこに卓たく越えつした魔女ふたりと、守り人の拳こぶしを受けるはめとなっては、いかに妖精眼グラム・サイトを持つフィンであろうとも完全に無効化できるものではあるまい。


　それでいて、相手の名にアディリシアだけあげなかったのは、あの少女への奇妙な対たい抗こう心しんのゆえだったろうか。


「いやはや……」


　と呟つぶやいて、呼吸を整える。


　出血はひどくないようだったが、より問題なのは欠けつ乏ぼうした精気オドの方だ。先のフィンのヤドリギと同様、穂波のヤドリギやアディリシアの魔神、辰巳の拳は若者から根源的な生命力を著いちじるしく減退させていた。


　座り込み、独特の深呼吸を繰くり返す。


　イメージは、頭頂から注ぎ込まれて臍へその下に流れ、下腹部で折り返して再び頭頂へ流れていく一続きのエネルギー。細さい胞ぼうのひとつずつにまで染しみこんだ呪じゆ詛その残ざん滓しを、それらのエネルギーによって押し流し、賦ふ活かつさせていく。


　山域の呪力を利用して、自分の身体からだを循じゆん環かんさせるやり方だった。


　ある種、タントラ・ヨーガや道術にも通じる身体活性化の法。


　しばらくすると、若者の顔色はいくらか回復した。


　それから、隣となりに倒たおれた少年を見やった。


　少し、複雑な表情になった。


「君も……変わりませんね」


　ぼんやりと呟いた。


　それから、若者は自分の指に吐息を吹ふきかける。





「我は命ずるハイル」





　その指先で、少年のこめかみのあたりに三重の螺ら旋せんを描えがいた。


　ケルト魔術において、三重螺旋は癒いやしや循環の意味を持つ。


　しかし、今の呼吸法にしろこの三重螺旋にしろ、普ふ段だんのフィンなら必要としない動作であり象徴シンボルであった。それだけ、今の若者が憔しよう悴すいしているということでもあった。


　効果は、すぐに現れた。


　うっすらと、いつきが目を開いたのだ。


「フィン……さん……？」


　呻きが、若者の名を呼んで。


　すぐに、少年の瞳ひとみは現状を認にん識しきした。


　手足を突つっ張ぱるようにして、尻しり餅もちをついたまま、ざあっと若者から距きよ離りを取ったのだ。


「フィンさん──っ！」


「無事に目覚めたようで何より。まあ僕への呪詛と違ちがって、イツキ君へのそれは単なる金かな縛しばりだったみたいだから当然ですが」


　肩かたをすくめて、フィンは続けた。


「今の魔術の組み立てだと、外部からの情報は入ると思うんだけど……聞こえてたかな？　さっきのやりとり」


「〈協会〉が……僕を禁きん忌きだと言ったことですか」


「ええ」


　小さく、フィンがうなずく。


「くわえていえば、〈螺旋なる蛇オピオン〉に協力したということで、〈八葉〉にも同様の呪詛がかけられたでしょうね。……まあ〈螺旋なる蛇オピオン〉の人間の中でも、僕は長く〈協会〉に在ざい籍せきしてましたし、ちょうど監かん視し内に出てきちゃったから、呪詛の焦しよう点てんをあてやすかったのでしょうけど」


　一口に呪詛といっても、知りもしない相手まで呪のろえるわけではない。


〈協会〉に在籍している〈八葉〉はまだしも、内実さえろくに知れない〈螺旋なる蛇オピオン〉となれば、呪詛の効果は十全に発揮できない。


　その点で、フィン・クルーダはたまたま条件が整っていた相手……ということだった。


「……〈八葉〉が……〈螺旋なる蛇オピオン〉に協力していたって本当なんですか？」


「ええ」


「御厨庚申も……このことは知ってるんですか？」


「ええ」


　フィンがうなずいた。


　ようやっと金縛りの後こう遺い症しようがゆるんだのか、いつきがゆっくりと立ち上がった。


「僕を……〈アストラル〉を招いたのも……最初から〈螺旋なる蛇オピオン〉の考えですか？　〈協会〉が僕を禁忌だと追うことになったのも？」


「最後だけ、少し違いますね。〈協会〉の情報収集能力も十分優すぐれたものです。イツキ君の目について、彼らは自分たちのアプローチで真実に迫せまってました。このタイミングで鉢はち合あわせたのは、僕らの動きだしそうなところで〈協会〉が罠わなを張っていただけでしょう。……イツキ君の目に、僕らがそれだけの価値を見み出いだすと、そう判断していたんでしょう」


「僕の……目？」


　少年が、眼帯を押さえた。


　押さえた手が、自然と震ふるえた。


　フィンが現れたときからの、疼うずくような痛みは、今も消えていなかったのだ。


　むしろゆっくりと増しているような──不ふ吉きつな感じさえあった。


　そんないつきを見つめ、フィンは静かに言う。


「さきほど、僕に訊ききましたね。何をしにきたのか、と」


　若者は、ふわりと笑った。


　優やさしい声だった。


　どうかすると、それだけで引き込まれてしまいそうな──耳じ朶だをくすぐる声だった。


「その答えは、簡単です」


　たとえ憔悴し、白い肌はだがいっそ透とう明めいなほどに色を失っても、その微び笑しようにはなんら欠けるところがなかった。


　妖よう精せいの笑えみとは、まさにこれだろう。


　そして。


　フィン・クルーダは、自分のやってきた理由を、こう結論したのであった。





「イツキ君を、守りに来たんですよ」
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　そして、新たな人物が現れたのは、地上ですらなかった。





　遥はるか天空の高み──地上より一キロ近く離はなれ、古都を見下ろす場所であった。


　飛行船である。


　ごぅんごぅん、と低く重い音を響ひびかせる硬こう式しき飛行船だった。


　全長百メートル、横よこ幅はば二十五メートルという巨きよ大だいな白い気き囊のうからは、比ひ較かく的小さなゴンドラが吊つり下がっており、古都の上空を悠ゆう々ゆうと巡じゆん回かいしていた。


　八や神がみコーポレーションという一大企き業ぎように登録された飛行船だった。


　ある種の人間ならば、もうひとつの呼び方も知っていることだろう。


　つまり、この飛行船こそ、〈協会〉の極東支部なのだと。


　魔ま術じゆつによる防護を施ほどこされたゴンドラの内側では、シャンデリアから古風な振ふり子時計、優美な椅い子すのひとつずつに至るまで、一級品の調度が惜おしげもなく据すえ付けられている。


　その窓まど際ぎわに、ひとりの壮そう漢かんが座っていた。


　年の頃ころは、四十の半ばといったところだろうか。


　目の覚めるような蒼あおいスーツに、黄金と紛まがう金きん髪ぱつのオールバック。


　壮漢の内側から圧する威い厳げんのせいで、そのオールバックが獅し子しのたてがみとも見えるのであった。


「どうなってる？」


　窓から古都を見下ろし、壮漢が口を開いた。


　答えたのは、同じ部屋に控ひかえていた〈協会〉の女秘書だった。


「……は、はい。残念ですが、フィン・クルーダには逃にげられたようです。伊庭いつきもその際に連れ去られたと」
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「そうか」


　何らかの感情を露あらわにするでもなく、壮漢はただ重くうなずいた。


　その重さに、つられたのかもしれなかった。


「……あ、あの」


　つい、秘書は訊いてしまったのだ。


「〈アストラル〉を、本気で潰つぶすつもりなんですか」


「必要なら、そうするとも」


　壮漢の声には、何の躊ちゆう躇ちよもなかった。


　圧あつ倒とう的な権力を持ち、それを振るうことに、かすかな違い和わ感すら持ち合わせていなかった。


「禁きん忌きも〈螺旋なる蛇オピオン〉も……まとめて捕とらえる。そのためなら、この古くてちっぽけな街を焦しよう土どと変えてもよい」


「…………」


　秘書は、絶句する。


　壮漢の言っていることに、何の誇こ張ちようもてらいもないと悟さとったからだ。


（どうして……）


　と、密ひそやかに思う。


　もとより、〈協会〉の上層部は極東地域を重視していない。


　土地的にも歴史的にも、ほとんど無視されてきた場所である。だからこそ、これほどの重じゆう鎮ちんが現れることは、それだけで十分に異例だった。


　ましてや、よりにもよってこの男が現れるなど、まったくの想定外だった。


　ほとんど姿を見せぬ代表をしのぎ、〈協会〉において事実上のトップとすら目される、魔法使いの中の魔法使い。


「…………」


　沈ちん黙もくすら、苦しい。


　すでにＡＡＡクラスたる〈山の徒と弟てい〉が結社をあげての呪じゆ詛そを開始しており、古都には百人近くの魔法使い、それに数十倍する〈協会〉の息がかかった機関が動いている。警察組織ですらその例外ではなく、公道では検問が始まっているはずだ。


　そのすべてが、この男の準備したことなのだ。


　獅子の風格を纏まとい、傲ごう岸がんと古都を見下ろす壮漢。





〈協会〉の副代表──ダリウス・レヴィであった。
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　木こ漏もれ日びの中で、少年の影かげは凝ぎよう固こしていた。


「僕を……守るって……どういうことですか……」


　今度こそ、いつきの声は震ふるえを隠かくしきれなかった。


　自分を守るために来たのだと、予想もしない言葉をフィンに告げられたからだ。


　そして、何よりも。


　その言葉に欠片かけらの偽いつわりもないと、少年が察してしまったからだった。


「言ったとおりです」


　対して、若者は柔やわらかな微び笑しようのまま、胸へ手をおいた。


「フィンさんに、守られる理由なんか──」


「できたでしょう？」


　フィンが言う。


「〈協会〉に禁忌と指定された──そうなった以上、〈アストラル〉に帰るわけにはいかないはずです。ええ、イツキ君にだって分かっているはずですよ。禁忌を抱かかえた結社が〈協会〉にどう裁かれるか」


「…………っ！」


　いつきは、思い出す。


〈ゲーティア〉のことだ。


　アディリシアの父、オズワルド・レン・メイザースが禁忌を犯おかして魔ま法ほうとなってしまったとき、〈協会〉はその事実をもって〈ゲーティア〉を糾きゆう弾だんした。その代だい償しようとして、アディリシアは自分を差し出そうとしたほどだった。


　その禁忌に、自分が指定されたなら？


（……それ、は）


　喉のど元もとをひりあがる恐きよう怖ふをこらえ、少年は眼帯を押さえる。


　右目の内側に育ってしまっているモノに──〈協会〉が禁忌と指定したモノに、心底から怖おそれおののきながら、眼帯を握にぎりしめる。


　ぐ、と強く奥歯を嚙かんだ。


　必死に、振ふり払はらう。


　弱い自分が出てしまうのを、食いとどめる。


　フィンを、睨にらみつける。


「だからって……僕が〈螺旋なる蛇オピオン〉に協力する理由もないですよ」


「それも理り屈くつなんですが」


　困ったように、フィンが頰ほおを搔かいた。


「だいたい、僕の目が……なんだっていうんです？　フィンさんだって……」


「君の目は、ただの妖精眼グラム・サイトじゃありません」


　フィンが即そく答とうした。


「十二年前の話は、もう聞いたんでしょう？」


「十二年前？」


「先代の〈アストラル〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉が争ったときのことですよ」


「父さん、の……」


　さらりと若者が口にした内容に、いつきは固かた唾ずを飲のんだ。


　知っている。


　それも、一ヶ月前に猫屋敷から聞かされたことだ。


〈アストラル〉と〈螺旋なる蛇オピオン〉の間に築かれていた、知られざる因いん縁ねん。布留部市という土地に、〈アストラル〉が拠きよ点てんをおいた理由。


「君は、布留部市の竜りゆうに会いましたよね？」


「……ええ」


　フィンと初めて出会った、竜殺しの事件のときだ。


　いつきは自分の結社からとって、救い出した竜にアストラルという名をつけた。


「もともとは十二年前、あの竜に〈螺旋なる蛇オピオン〉の幹部がある術式を施ほどこしたのがはじまりですよ。非常に貴重な術式でしたし、布留部市の竜はその魔術にとって必要な条件をすべて満たしていました」


　一いつ拍ぱくおいて、フィンはこう続けた。


「去年〈アストラル〉を訪おとずれたとき、僕はその術式を竜から回収するつもりでした」


「え……っ」


　いつきが目を見張る。


　因縁があることは分かっていた。


　十二年前のそれは、今の自分と何らかの関係があるだろうと、朧おぼろ気げには考えていた。


　だが、実際に因縁がつながり、突とつ然ぜんといっていい展開で内情をさらけだしたとき、少年は戦せん慄りつした。自分が何も知らなかった頃ころから、静かに積み重ねられていた闇やみの深さに、足元が崩くずれ去るような不安を感じた。


「……ところが、竜はすでにその術式を持ち合わせていなかったんですよ」


　フィンが言う。


　淡あわい微笑は変わらず、枯かれ草色の髪かみの若者は小さく首を傾かしげたのだ。


「分かりますか？」


「…………」


　いつきは、息を飲む。


　今いま更さらになって、それが分からぬはずもない。


　眼帯を握り込む。


「僕が……僕の目が……竜の中にある魔術を……視みたから……」


「ご名答」


　満足げに、フィンがうなずいた。


「妖精眼グラム・サイトは、あらゆる魔術を見み抜ぬきます。その結果として、〈螺旋なる蛇オピオン〉のつくりあげた術式が転写されたのは、この場合、天の上の誰だれかのいたずらだったかもしれません」


「転写……」


　かすかに、いつきは呻うめく。


　少年には、記き憶おくのない期間が存在する。


　今でこそ部分的には思い出してきたが、記憶を失った瞬しゆん間かんはいまだ霧きりの中だ。


　おそらく竜に出会ったのが原因だろうと、猫屋敷や隻せき蓮れんには言われていた。その際の膨ぼう大だいな呪じゆ力りよくの影えい響きように、少年の脳が耐たえきれなかったのだろうと。


　だが、そうじゃなかったとしたら？


　竜自体も、すでに変質していたのなら？


　この瞳ひとみに宿ったモノは、一体どんな術式だというのか。


「その術式を切り離はなさない限り、イツキ君は〈協会〉から追われる禁きん忌きのままです。……どうです？　これなら僕たちに協力する気になります？」


　フィンの問いかけに、いつきは一歩後じさった。


「〈アストラル〉でも……切り離せるかもしれません」


「それは難しいでしょうね」


　フィンがかぶりを振ふった。


「元がどういう術式であるか〈アストラル〉には分かってないでしょう？　分かったところでそれを切り離す魔術を構築するだけで何年もかかるはずです。イツキ君の右目はそれほどの年月には耐えられないでしょうし……もとより、〈協会〉がそれほど気の長くないことは、イツキ君だって知っていますよね？」


「……それ、でも」


　と、少年は告げた。


　強く、拳こぶしを握にぎりしめた。


　歩ほ幅はばを広げる。山の地面を踏ふみしめ、じわりと三体式の構えに移った。


「やりあうつもりですか？　それが無意味と分かっていても？」


「それでも、フィンさんに付いていくのが正しいとは思えません。フィンさんに守られて、それで僕が本当に満足できる結果になるとは思えません」


「これは手厳しい」


　フィンが苦く笑しようした。


　しかし、表情のゆるさとは裏腹に、空気は真冬のごとく凝ぎよう結けつした。


　妖精眼グラム・サイトと、妖精眼グラム・サイト。


　ふたりの異能者は、数メートルの距きよ離りを隔へだてて向かい合った。


　互たがいに、常人ではない。


　魔ま法ほう使つかいとしても、なお異い端たん。


　日常と非日常の間をおっかなびっくり歩くような少年と、非日常のさらに向こう側でたたずむような若者。戦いはどのように始まり、いかなる経けい緯いをとって、終末を迎むかえるか。


　若者が問う。


「その眼帯も取るつもりですか？　そうすれば、取り返しがつかないところまで辿たどり着くと分かっていても？」


「今が、そのときなら」


　いつきは、短く答えた。


　躊躇ためらいはあったが、それを上回る強い決意が滲にじんでいた。


　今のままなら、きっと穂波とアディリシアは追いかけてくるだろう。いいや香や辰巳だってそうするかもしれない。だとしたら、この若者を放置しておくわけにはいかなかった。


　止められるのが自分だけなら、全力を振るう。


　単に、それだけのこと。


「なるほど」


　と、フィンが納なつ得とくした。


　少しだけ、嬉うれしそうでもあった。


「ですが、彼女が来たようです」


「────っ!?」


　いつきは、猛もう烈れつな勢いで振り向いた。


「ああ、ああ。なんか面めん倒どうくせえことやってるな。どうせお前のこったから、まともに説得とかしようとしたんだろ。そのくそまじめな餓が鬼きが、そんな話聞くわけねえのにな」


　凶きよう暴ぼう……としか言いようのない声が、背中からかけられたのだ。


　その正体に、少年は悲鳴を嚙かみ殺す。


「──なん、で」


　それでも、喉のどが嗄かれた声をあげた。


「要は、右目だけ残ってりゃいいんだろ？」


　唇くちびるから鋭するどい牙きばを剝むきだして、女は笑っていた。


　まだ暑気の残る季節だというのに、妖よう艶えんな身体からだには分厚い毛皮を纏まとっていた。唇にさした色は漆しつ黒こく。同じ色の長い髪かみを馥ふく郁いくと波打たせ、女は悠ゆう然ぜんと山道を歩いてくる。


　少年を見て、ぺろりと牙の先を舐なめた。


「腕うでと足を一本ずつも嚙み砕くだけばその気になるんじゃねえか？　なんだったらあたしがやってやってもいいぜ？　ああ、骨の折れる音ってのは老ろう若にやく男なん女によ、ついでに人種も問わずにいいものだからな」


「お前も……〈螺旋なる蛇オピオン〉に……？」


　初めて敵意を剝き出しにして、いつきは『お前』と呼んだ。


　骨まで食い入る痛みが、背筋を走る。


　恐きよう怖ふが度を過ぎると、そんな痛みに変じるのだと少年は知った。


　この女こそ、いつきが出会った中で、ほぼ唯ゆい一いつの純じゆん粋すいな邪じや悪あくを体現した相手だったからだ。


「そうさ」


　と、女は肯こう定ていする。


　女吸きゆう血けつ鬼き──ツェツィーリエは、いつきにとって最悪の答えを示してみせた。





「〈螺旋なる蛇オピオン〉は〈王国マルクト〉の座セフイラー……っていうと一番下だから、あたしは気に入ってないんだけどね」
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〈八葉〉の屋や敷しきは、ひっそりと静まりかえっていた。


　もとより閑かん静せいな土地ではあるが、あまりに不自然な静けさだった。そして、膨ぼう大だいな呪じゆ力りよくが流れ込んでいることは、肌はだで感じられた。


　いつきのように直接視し認にんはできなくとも、びりびりと感じられるほどの呪力だった。


「猫屋敷、さん……」


　きゅう、と和服を摑つかんだ少女の頭へ、優やさしく猫屋敷は手をおいた。


「みかんさんは、ここで藤次を見ていていただけますか」


「う、うん……」


　小さく、少女の首が上下する。


　藤次は近くの塀へいにもたせかけられていた。


　呪じゆ詛そにやられているのは変わらないが、みかんの〈禊みそぎ〉があれば、最悪の事態となることはあるまい。それだけの能力がみかんにはあった。


「あたし、絶対、藤次さん守るから」


「助かります」


　微び笑しようして、猫屋敷は玄げん関かんへ踏ふみ行った。


　勝手知ったる三和土たたきにあがり、檜ひのきづくりの廊ろう下かを歩いていく。


　その廊下の途と中ちゆうで、何人もの弟で子したちが倒たおれていた。


　藤次と同じく、肌がどす黒く染まり、細糸のような喘ぜい鳴めいを漏もらしている。直接死に結びつく呪詛ではないにせよ、苦しみは無比だ。唇から泡あわを吹ふいて白目を剝いているかつての同どう輩はいを、猫屋敷は一いつ顧こだにしなかった。


　ただ、奥へと進んだ。


　当主の間へは、たとえ目をつむっていても歩いていける。


　十数年離はなれていたのに、いまだに覚えている自分に、少しだけ嫌いや気けがさした。


「…………」


　最後の襖ふすまを開き、青年は足を止めた。


「にゃあ」


　一いつ緒しよに歩いていた白虎が、鳴き声をあげた。


　その先を、見る。


　おおよそ二十畳じようほどもある広い座ざ敷しきに、濃のう密みつな呪力が渦うず巻まいていた。外部からの強大な呪詛が、すべてこの部屋へ向かって凝ぎよう縮しゆくしているのだ。屋敷に満ちた呪力など、この座敷の残ざん滓しにすぎなかった。


　しかし。


　御み簾すの向こうの気配に、猫屋敷は唇くちびるを嚙かんだ。


「やはり……あなたは無事でしたか」


「……か、かか」


　掠かすれた笑い声があがる。


　その不ふ吉きつさが、呪詛にも打ち勝ったというようだった。


「呪詛、は、わしの、得意、だからな。かけるの、が得意、というの、は、かけら、れ、るの、に、も対処、で、きると、いう、こと、さ」


　手をあげるだけで、びちゃりと音をあげそうな濃密な呪詛の中で、御厨庚申は変わらなかった。


「……しかし、結局、わし、の、方に、来たか、よ。この、呪詛、が、〈アス、トラル〉、にも、放た、れた、と思わ、なかった、のか」


「〈アストラル〉の状じよう況きようが分からない以上、確実に接せつ触しよくできるあなたから聞くのが、一番の早道だと判断しました」


「、は」


　老人が嗤わらう。


「冷、静よ、な。蓮。正し、い判断だ、が、それだけに、読、みやす、い」


「…………」


　猫屋敷はそれを否定しない。


　何度となく、ユーダイクスや司にも指し摘てきされたことだ。


　猫屋敷の思考はあまり戦略向きではない。あくまで一個の魔ま法ほう使つかいとして最適化された考え方は、組織の運営や闘とう争そうにおいて通用するものではない。


　実際、今の猫屋敷自体、〈アストラル〉を預かるようになってから、矯きよう正せいした部分が大きい。


　その変化を、御厨庚申はどう見たか。


「向かぬ、な」


　と、囁ささやいた。


「そうじゃ、ない。おぬし、は、そうじゃ、ない。藤次、の、ような、姑こ息そくにも、アディリシア、だったかのような、清せい冽れつにも、なりきれぬ、よ。おぬし、は、ただ、ひとり、で、研とぎ澄すまされた、刃やいばで、あれば、よいのに、よ」


「関係ありません」


　猫屋敷がかぶりを振ふる。


「それより、この呪詛が何か、あなたは知ってるんですか」


「おお、とも」


　御厨庚申が肯こう定ていした。


「〈協会〉、さ」


「〈協会〉？」


「〈協会〉、が、全力、を、あげて、呪じゆ詛そ、を開始して、るの、さ」


「な……っ？」


　猫屋敷の喉のどから、呻うめきが漏れた。


　しかし、心のどこかで予想していた答えでもあった。


　呪詛にもさまざまな方式がある。


　かつて猫屋敷がやっていたようなシンプルな術式もあれば、何年もの時間をかけた複雑きわまりない術式もある。


　これらの呪詛の違ちがいは、結局、いかにして十分の術を相手に届けるかということだ。


　短時間でなす呪詛よりも、年月をかけた呪詛の方が、相手へ降り積もる呪力の総量は多くなる。よく物語に出てくる呪のろいで、相手の爪つめや髪かみを使っているのも、この呪力を通すのに都合が良いからだ。


　しかし、今回の呪詛は、人数任せの力ちから業わざといった感が強かった。


〈螺旋なる蛇オピオン〉にも強大な魔法使いはいようが、集団としての数はたいしたことがないはずだ。ひそやかに協力する結社はいるとしても、これほどの呪詛がかなうとは思えない。


　だとすれば、これは〈協会〉の主導している呪詛だと考えるのが、一番自然だった。


　だが。


「どうして……〈八葉〉がその呪詛に？」


「わし、だよ」


「あなたの？」


「くか、か、か、かかか」


　とりわけ不吉に御厨庚申が嗤わらい、こう続けた。





「わし、が、ずっと前、から、〈螺旋なる蛇オピオン〉、だから、さ」





「…………っ！」


　ぶるり、と。


　猫屋敷の肩かたが──その芯しんから震ふるえた。


「今……何を？」


「かか」


　御厨庚申が嗤う。


「かか、かかか、かか、かかかかかかかかか」


　と、その笑い声は続いた。


「お前、の、生ま、れ、だって、そうだ、ろう？　禁きん忌き、すれす、れなどと、いうよりも、禁忌、そのもの、だった、ろうが？　呪じゆ、波は汚お染せん、に浸ひたした、妊にん婦ぷ、に、子を、産ませるなど……そんな、術式、ほかで、学べ、る、わけも、なかろうが」


「あなた、はっ！」


　猫屋敷が声を荒あらげた。


「だから、〈螺旋なる蛇オピオン〉のために、〈八葉〉を犠ぎ牲せいにしたのですか？」


「おお、さ」


「だから、藤次も犠牲にしたのですか？」


「おお、さ。あれ、は、最後まで、わしの、考えを、理解せなん、だな。ああ、結局、わしに、ついて、こられる、もの、は、誰だれも、おらん」


　特段、残念そうでもなく、御厨庚申が口にする。


　自らの孤こ独どくも愉たのしみのひとつだと言うようだった。ひどく子供っぽい優ゆう越えつ感でもあったし、そんな子供っぽさこそ老人の恐おそろしさでもあった。自分の理想のためならば、何を犠牲としてもいとわない魔法使いの果てがそこにいた。


「お前、だけだ、蓮」


　と、御厨庚申が言う。


「お前だけ、が、わしを、理解、できる。どうだ？　わしに、ついて、こんか？」


「ふざけるな！」


　青年が、一いつ喝かつした。


　ごお、と座ざ敷しき中に響ひびきわたった。


〈アストラル〉に至るより以前の、激しい気き性しようのままの言葉だった。


　びりびりと空気が震えて、それが落ち着いてから、御厨庚申はさらに告げた。


「だが、話、は、まだ、あるぞ」


　と、言う。


「あの、小こ僧ぞう、さ」


「…………」


　猫屋敷は何も言わなかった。


　御厨庚申は無視して、続けた。


「〈協会〉、は、伊庭、いつ、きを、準一級、の、呪じゆ波は汚お、染せんに比ひ肩けんする、禁忌、と判、断し、たぞ」


「…………っ！」


　かすかな呻きが、動どう揺ようを伝えた。


　それを愉しむように、御厨庚申はまた嗤わらう。


「か、かかか、かか」


　何度となく嗤って、御み簾すを隔へだてた猫屋敷へと問いかける。


「どう、だ？　それ、でも、わし、を討うつ、か？　だが、〈協会〉、は、止まらんぞ？」


　猫屋敷の指が、ぴくりと震えた。


　それも事実だ。


　老人の言うとおり、〈協会〉が伊庭いつきを禁忌と指定したのならば、ここで御厨庚申と敵対してもそれは止まるまい。禁忌自体が老人の虚きよ言げんという可能性もあったが、そんなくだらない噓うそをつく相手でもなかった。


　一いつ瞬しゆん、瞼まぶたを閉じた。


　開いたとき、その瞳ひとみはすでに決意で満ちていた。


「ですが……あなた方と手を組んだと思われれば最悪です。ここであなたを討てば、その最悪だけは避さけられるでしょう？」


　右手の人差し指と中指が伸のびて、刀印と為なす。


　その刀印が力ある五芒星セーマンを描えがき、水行の頂点を通して霊れい符ふを解き放った。漆しつ黒こくの紙に水銀から採られた朱で、急急如律令と書かれた霊符。


　いわく、黒こく竜りゆう北ほく斗と水すい帝てい符ふ呪じゆ。


　飛ひ翔しよう半ばで、霊符の纏まとった呪力が水の龍りゆうを形成し、凄すさまじい勢いで御み簾すの向こう側を食い破った。


　しかし、


「さ、すが、だ」


　声とともに──龍が消えた。


　御簾は砕くだけていた。


　その後ろで、木乃伊みいらのような老人が嗤っていた。


　持ち上げられた指は、猫屋敷と同じ刀印。


　さきほどの猫屋敷と逆順で、老人が五芒星セーマンを描き、水の龍を消しよう滅めつさせたのだと猫屋敷は見み抜ぬいていた。同じ陰おん陽みよう道どう、同じ流派、そして猫屋敷と同じかそれ以上の力量だからこそ、やっとなせる技わざであった。


　老人は、座ざ椅い子すにおさまったままであった。


　ひどく、小さな身体からだだった。


　ほとんどの肉や脂し肪ぼうがこそぎとられ、乾かわいた皮ひ膚ふは直接骨に貼はりついているように見えた。背は曲がり、眼球は落ちくぼみ、髪かみはまばらにしか生えていない。一応和服を纏ってはいたが、合わせ目から覗のぞいた胸むな元もとは哀あわれなほどに骨を浮うき出させていた。


　そんな無む惨ざんな父の姿にも目をそむけず、猫屋敷ははっきりと訊きいた。


「社長を……どうするつもりですか」


「くか、か」


　また、御厨庚申は嗤う。


「わし、は、お前でも、いいと、思うて、おった」


「私でも、いい？」


「だが、あの、小僧、の眼めにある、術式なら、もっと、先、に、いけるかも、しれん。ナジム、と、ドゥマと、マルチェッラ、が、残した、術式なら、な」


　御厨庚申の言葉に、猫屋敷が息を飲んだ。


　眼にある術式と、老人は言った。


　眼ではなく、その内の術式だと告げた。さらにはその術式が自分の利用可能なものだと、暗に示してもいた。


　そして、何よりも。


　ナジム、ドゥマ、マルチェッラ。


　その三人の名を、忘れるはずもない。


　十二年前、先代の〈アストラル〉にいた頃ころの猫屋敷が魔ま術じゆつを交えた〈螺旋なる蛇オピオン〉の魔法使いたちの名前。


　つまり、それは。


「あなたは……どこまで深く、どれだけ古くから、関かかわって……」


「だと、すれば、わし、も、〈八葉〉、の、御厨、庚申、など、やめる、さ」


　老人が言う。





「今一度、〈螺旋なる蛇オピオン〉は〈法ゲブラー〉の座セフイラーの、御厨、庚申、に、立ち戻もどる、さ」





　座セフイラー。


〈螺旋なる蛇オピオン〉にも数えるほどしかおらぬ、幹部の名。


　猫屋敷は知らず、それは女吸きゆう血けつ鬼きの口から酷こく似じした内容をいつきが告げられたのと、ほぼ同時刻であった。


　あたかも遠い昔から定められていた宿命についに追いつかれてしまったように、青年陰おん陽みよう師じは指一本動かせぬまま、座ざ敷しきへ立ちつくしていたのだった。
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　さらに、同時刻。


　ふたつの影かげが、船ふな岡おか山やまを駆かけ下りていた。


　ひとつは真しん紅くのコートを纏った少年で、もうひとつは明るい感じのパーカーなのだが着ている少女ごと半はん透とう明めいに透すけていた。


「お、オルトヴィーンさん!?　どうしたんです!?」


「説明してる時間がない！　すぐに戻る！」


「で、でも、戻るってどっちですか!?　猫屋敷さん？　いつきくん？」


　ふたりは、いつきが攫さらわれている事実など知らない。


　しかし、少年はすぐに選んだ。


「まずは、あの馬鹿（Dummkopf）を確保するのが先だ。ほかのヤツらは自分で自分のことはなんとかするだろ！」


　言って、オルトヴィーンは真紅のコートへ手を差し入れた。


　新たな小石を取り出す。


　今度の石は、表面にこう刻まれていた。


　[image: ]


　アルギズと呼ばれるルーン文字。


　その小石を、少年は坂道の下側に向かって投とう擲てきする。


　いいや。


　投擲しようとして、少年はその手を止めたのだ。


「オルトヴィーンさん？」


　足も止めて、少年は小石をコートへと戻した。


　ついで、五体に意識を張り巡めぐらせ、木々の間へと問うたのである。


「誰だれ、だ……そこにいやがるのは」


　すると、


「残念。あなたたちでしたか」


　返ってきた声に、オルトヴィーンが硬こう直ちよくした。


　木々の間から現れたのは、中肉中背の影であった。


　ありふれた背広に、特とく徴ちようのない風ふう貌ぼう。唇くちびるからは細葉巻シガリロの煙けむりがゆるりとこぼれていた。


「影崎さん」


　と、黒羽が名を呼んだ。


「こちらで張っていた呪じゆ力りよくの網あみに反応があったもので……一応期待はしてたのですけどね。まさか一ヶ月前と、同じ組み合わせになるとは」


　一ヶ月前。


　そのときを、黒羽は覚えている。


　夏祭りの神社の外周で、いつきたちを待っていた黒羽とオルトヴィーンの前に、やはりこの男は現れたのだった。


　いつもと変わらぬ、能面のごとき無表情で。


　いつもと変わらぬ、何の個性すら感じられぬ容貌で。


　いつもと変わらぬままで、『アストラルが好きなのか』と訊きいた男が、なぜだか黒羽は笑ったように思えたのだった。


　しかし、


「おふたりとも壮そう健けんなようで何より……と言う場面でもありませんか」


　魔法使いを罰ばつする魔法使いは、ごく平板に告げた。


「なにしろ、今回は完全に利害が相反しますからね」


「……え？」


　黒羽の瞬まばたきに、影崎は痛ましげに眼めを細めた。


　ほんの少しだけ。


　すぐに、それらの表情は幻まぼろしだったように消え失うせた。


　ひっそりと、告げた。





「今回の私は、〈螺旋なる蛇オピオン〉と……〈アストラル〉代表取とり締しまり役やく社長・伊庭いつきを、禁きん忌きとして罰するために来たからですよ」
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　──そして。





　フィンの消失した甘かん味み処どころでも、騒さわぎは収まっていなかった。


「どういうことだ、お前ら」


　辰巳が、〈協会〉の黒服の襟えり首くびを摑つかんでいたのだ。


　黒服の身体からだつきはむしろ大おお柄がらな部類だったのに、片手で悠ゆう々ゆうと持ち上がった。


　巨きよ漢かんの怒いかりは全身から炎ほのおとなって噴ふき上がるようだった。加減を間ま違ちがえれば、そのまま首を捻ひねり折ってもおかしくないぐらいだった。


「どういうことも……こういうことも……ない。……先に言った通りだ……」


　かろうじて黒服が呻うめいたのも、大したものではあった。


　フィンに殺すつもりがなかったとはいえ、会話できるだけの精気オドが残っているのは尋じん常じような魔法使いではありえない。


　実際、この黒服を除くほかの人間は、いまだ昏こん倒とうしたままだったのだ。


「辰巳さん──」


　穂波の言葉も届かず、巨漢が壁かべ際ぎわに黒服を押しつける。


　背骨と壁かべとが擦こすれ合い、ぎちぎちと嫌いやな音をたてて、


「待て、辰巳」


　と、香が制止した。


　視線だけが、ぎょろりと入り口を向いた。


　そこから、新たな影かげが湧わいたのだ。


「──やっぱり、無む駄だな喧けん嘩かになってやがった。これでも結構急いだんだがな」


　甘味処の入り口から、ブリーチのかかった頭を搔かいて、ひとりの青年が現れたのである。


　年の頃ころは、二十前後。


　整った鼻び梁りように、どこかナイフを想起させる鋭するどい瞳ひとみ。


　服装はタイトなジャケットにジーンズ。襟えりを立てたシャツの胸むな元もとからは、蒼あおいペンダントを下げていた。


　香が、その名を呼んだ。


「石動圭」


「葛城家のお姫様と守もり人も、おひさしぶり」


　青年が、曖あい昧まいに笑った。


　石動圭。


〈八葉〉の所属でこそないが、猫屋敷の弟弟で子しにして管くだ狐ぎつねを操あやつる陰陽師であった。


「なんで、てめえが……」


　と辰巳もまた歯を軋きしらせたのは、冬に起きた葛城家の鬼おにの事件に、この青年も関かかわっていたからである。


「俺が、〈協会〉直属だからだよ。前にも言ったろうが」


　圭が細い肩かたをすくめた。


　壁に押しつけられたままの黒服を見やって、


「で、離はなしてやってくれねえかな」


「てめえの同どう僚りようだからか」


「いやあ。今回は俺が上司みたいなもんでさ。現場の指揮官ってところか」


「え……っ？」


　これには、アディリシアが眉まゆをひそめた。


〈協会〉の魔法使いたちを指揮する立場だと、圭は言ったのだ。


　しかし、魔法使いの能力でいうなら、圭と彼らに大した差はない。いいや、むしろひいき目に見て五分といったところだ。小こ技わざの勝負を避さけて純じゆん粋すいな力量でいうなら、おそらく圭の方が劣おとるだろう。


　まして、〈協会〉に貢こう献けんしてきた時間など比ひ較かくするまでもあるまい。石動圭が〈協会〉直属となったのはせいぜいこの一年足らずのことなのだ。


　だとすれば……


「どうして……てめえがこいつらの……」


　辰巳の問いに、


「そりゃそうさ」


　と、圭が深くうなずいた。


「影崎と一いつ緒しよに、いつきの目についてのレポートを出したのは俺だからな。〈協会〉が禁きん忌きに指定したのも、そのレポートからの判断だ」


「──圭さん！」


「──あなたは！」


　穂波とアディリシアが、同時に叫さけんだ。


　だが、ふたりの魔ま女じよの激げき烈れつな敵意にも、圭はひるまなかった。


「怒るのは筋違いだぜ？　いつきの目が相当やばいのは分かってたろうが。布留部市の特異性や、その特異性にあの目が絡からんでることも、お前らは承知してたはずだ。たまさか協力することはあったが、そいつを〈協会〉に黙だまっておくような義理はないぜ」


　淡たん々たんと言う。


　それから、問いかける。


「……で、どうする気だよ」


「決まってるだろ！　いつきを助けに……」


「ああ、お前はそう言うだろうな、紫藤辰巳。だけど──」


　辰巳の言葉を遮さえぎって、圭は背後のふたりへ視線をやった。


　アディリシアと、香だった。





「あんたらは、行っていいのか？」





「…………っ」


　その意味を悟さとって、ふたりが顔を伏ふせた。


　振ふり返った辰巳が、太い眉を寄せる。その拍ひよう子しで、やっと壁に押しつけられていた黒服が床ゆかへ落ちて、低い呻うめきをあげた。


「お、おい」


「さすがに首領ふたりは分かってらっしゃる。伊庭いつきが正式に禁忌と認にん定ていされた以上、それをかばい立てするようなことをすれば、結社ともども責任を問われる。まして首領となればなおさらだ」


　片目をつむって、圭が口にする。


　その通りだった。


　自らの結社を、その構成員を大事に思うがゆえに、アディリシアと香は動けない。


　これまでのように、灰色の状態ならばなんとでもすることができた。いつきが疑われている程度であれば、庇かばうことだって難しくなかった。


　今は、違ちがう。


　伊庭いつきは──その真しん偽ぎはどうあれ──禁忌だと判定されてしまったのだ。


「…………」


　ぎゅう、とアディリシアの拳こぶしが、色を失うほどに強く握にぎりしめられた。


　ソロモンの歴史を背負い、多くの魔神を支配する魔女が、この瞬しゆん間かん、はじめて自分の立場を呪のろったのだ。


（イツキ……っ）


　想おもいが、胸の中を搔かき乱した。


　なんという、無力。


　一番力にならなければならないときに……一番力になってあげたい相手に、どうして自分は何もできないのか。


　何もしてやれないのか。


「…………」


　穂波もまた、同様に唇くちびるを嚙かむ。


　首領ではないといっても、〈協会〉と真っ向から対立しては潰つぶされるだけだ。まして、〈螺旋なる蛇オピオン〉と同時に敵に回しては、いつきを助ける見込みさえ消しよう滅めつする。


「……いっちゃん……」


　呟つぶやきが、こぼれる。


　こぼれるだけにしないよう、必死で思考をつなぎ止める。


　考えろ。


　考えろ。


　考えろ。


　どうやったら、今度こそ失わずにすむのか。


　どうやったら、今度こそ自分は大切な幼おさな馴な染じみを助けてやれるのか。


　ふたりの少女が悩なやみ、辰巳と香もまた沈ちん鬱うつな表情で自分たちの友人を思ったとき、かすかな振しん動どう音おんが聞こえた。


「──おお、少し失礼」


　ジャケットの内側から、圭が携けい帯たいを取り出した。


　ボタンを押して、通話を開始する。


　会話は一方的なものだった。


　一瞬圭が顔色を変えただけで、ほとんど言葉を交かわすこともなく終わったのである。


「……ええ、分かりました」


　了りよう解かいを伝えると、青年は携帯を閉じた。


　なんとなく、しんどそうでもあった。


「……どうしたんですの？」


　いぶかしげなアディリシアの質問に、


「〈協会〉──ダリウス・レヴィ副代表の権限をもって、告げる」


　あらゆる感情を断たち切った声で、圭が言い放った。


　それぞれに悩み、少年を案じる魔ま法ほう使つかいたちを、さらにどん底へ突つき落とす無む惨ざんな言葉であった。





「──葛城家、〈ゲーティア〉、ならびに〈アストラル〉。以上の結社は、伊庭いつきおよび〈螺旋なる蛇オピオン〉の拘こう束そくに協力するよう、〈協会〉の名のもと要よう請せいする」





　　　　５






　──運命は加速する。


　　　誰だれにも止められぬ。





　──宿命は絡からみつく。


　　　誰にも逃にげられぬ。







　その昼頃ごろ。


　京都・東とう寺じは、修学旅行と思おぼしい生徒たちで賑にぎわっていた。


　国宝の五ご重じゆうの塔とうで有名な、真しん言ごん宗しゆうの寺院である。京都のシンボルとしてあちこちの観光写真やパンフレットに使われている世界遺産は、京都の修学旅行としてはまず基本中の基本といってもよい。


　もっとも、生徒たちにしてみれば、その建築の意義や優美さなどよりも、自分たちの腹具合の方がよほど気になるようだった。


「あー、駄だ目めだ。やっぱりかからねえ」


　碁ご盤ばんみたいな顔をしかめて、山田が携帯の電源ボタンを押す。


「伊庭くん、携帯の電源切ってるのかな？」


「アディリシアさんと穂波さんもだ。まあ、あいつらのことだから、また妙みようなトラブルに巻き込まれてるのかもしれねえけどな」


「ちょっと、いつきくんらしいかな」


　功刀が微び笑しようする。


　すぐ後ろのベンチには、山田の姉──苫小牧千鳥も座っていて、次々とシガレットチョコを齧かじっている。つまるところは、昨日はめを外しすぎた山田の監かん視しである。


　ついさっきまで、その姉からありがたい観光説明を延々と聞かされていて、やっと解放されたところだったのだ。


　まあ、嫌いやがっていたのは山田だけで、功刀は結構楽しそうにうなずいていたのだが。


「ふん。せっかく昼飯ぐらい一いつ緒しよに食おうって思ったのにな。あいつには絶対俺の秘蔵マップを売ってやらねえ！」


「でも、アディリシアさんだと、美味おいしい店をいろいろ知ってそうですよ？」


「う……アディリシアさん家ち、メイドとか執しつ事じとかいるって噂うわさだしなあ」


　山田が腕うでを組む。


　ここはむしろ頭を下げて一緒に行動してくれというところだろうか……とそんなことを悩んでいると、敷しき地ち近くの道路をサイレンが渡わたっていった。


「ん？　またパトカー？」


「なんか、パトカー多いですね。今日、もう三度目ですよ」


　ちょっと不安そうに、功刀が言った。


「別に事件が起きたとかニュースに出てないけどなあ。京都っていつもそうなのかな？」


　ひどく間ま違ちがった認にん識しきを抱いだきつつ、山田はそんな感想を口にした。


　しかし。


　ある意味で、それは幸運なことだ。


　日常の側にいる者は、非日常を知る必要などない。


　山田と功刀のどちらもわずかだけ非日常を覗のぞいた経験があるが、それを意識せず生きていけるのは、十分に幸せなことと言えるだろう。





　その幸せゆえに、彼らは気づかなかった。


　自分たちの友人の穏おだやかな日常が、ついに終しゆう焉えんを迎むかえたことなど、知るはずもなかった。







〈続く〉





　あとがき




　お待たせしました！


　最新巻『旧ふるき都の魔法使い』をお送りします。


　前の巻では年始頃ごろと予告していたのに、二ヶ月も遅おくれてしまって申し訳ありません。


　お待たせした分を取り戻もどすべく、pakoさんのイラストもいつも以上の気合いをいれてもらっていて、僕も負けられないと執しつ筆ぴつに熱が入りました。


　皆みなさんにとっても充じゆう実じつした巻になっていればよいのですが……！





　さて、物語はついに第二部のクライマックス。


　ずっと隠かくされていた、猫ねこ屋や敷しきの過去へ切り込んでいます。


　猫屋敷は一巻からのレギュラーだけあって、多くの設定が初期段階から決まっていたのですが、不思議なものでその話をするのが一番遅おそくなりましたね。


　当然、扱あつかわれる題材は陰おん陽みよう道どう……だけではなく、ここまでの巻でちょっとずつ仕し掛かけてきたあれこれにも触ふれています。


　どういう風に触れたかは、どうぞ本編でお楽しみを。





　舞ぶ台たいとなった京都は、学生時代を過ごした街です。


　今回扱った場所はほとんどが馴な染じみの場所ですし、舞台と同じ夏頃に、改めて取材旅行に行かせていただきました。奈な良らのときにひきつづき、二回目の取材旅行ですね。もちろん物語上デフォルメした部分も多いのですが、いろいろ懐なつかしい気分になりました。


　学生のときは、あんな風に、こんな風にとらえていた場所。


　ではいつきなら、穂ほ波なみなら、アディリシアなら、この都市をどういう風に感じるのか。


　そんなことを考えながら、当時の担当のＮさんやＵさん、三み輪わさんと一いつ緒しよに、あっちこっちを歩き回っていたのを思い出します。


　──京都。


　言うまでもなく、そこは日本最大の霊都です。


　ごく普ふ通つうに学生が行き来し、多くの人々が当たり前の生活を続けながら、いまだに神秘性を失わない土地です。


　その京都を魔ま法ほう使つかいたちが訪おとずれたなら、どうなるか。


　今回は、そういう物語です。





　　　　＊





　ここでひとつ、宣伝を。


　三月は二冊の本をほぼ同時に出版する予定だったりします。両編集部から宣伝してもいいよーと気前のよいお言葉をいただけたので、ちょっとご報告しますね。


　この本の発売からだと、ちょうど十日後ぐらい。


　三月十日前後に、電撃文庫から『イスカリオテⅡ』が発売される予定です。レンタルマギカが魔法なら、こちらは信しん仰こうという側面から切り取った、〈獣〉と聖職者とのバトルアクションものです。タイトルにⅡとありますが、この巻からでも読めると思いますので、どうぞお気軽に手にとってやってくださいませ。





　　　　＊





　最後になりますが、取材旅行案の作成や風水の計算までしてくださった魔術考証の三輪清きよ宗むねさん、この巻の終しゆう了りよう間ま際ぎわで異動された元担当のＮさん（新天地でも頑がん張ばって！）、今回から新しい担当となったＭさん、修しゆ羅ら場ばの真っ最中一枚ごとに元気の湧わくイラストをくださったpakoさん、いつも支えてくれている家族にお礼を。


　そしてもちろん、読者の皆様に最大級の感謝を。





　現在進行形でわりと大変なことになっている本編ですが、次の巻は今回みたいにはお待たせしないつもりです。


　初夏の頃にはお会いできるかと、そう思ってます。





　二○○九年二月




『エイリアン京洛異妖篇』を読みながら　　







Ｐ．Ｓ．　もし感想などありましたら、奥付の角川スニーカー文庫編集部まで送っていただけると嬉うれしいです。




レンタルマギカ


旧ふるき都みやこの魔ま法ほう使つかい





三さん田だ　誠まこと
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